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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ガールズトーク＠乙女たちの秘密

　～映画『ポルノ王（仮）』メイキング映像より～







「──謡うた江えさん、吹ふく音ねさん。本日はおふたりの秘密、きっちりと暴あばかせて頂きますわよ？」


　中世の匂においを醸かもす映画セットの中で、ツインテールの少女が挑ちよう戦せん的に漏もらす。閃ひらめき学園高校の制服たる紫むらさきのワンピースドレスをレザー製にかえた、女王様のような雰ふん囲い気きの子……〝部長〟こと、黒くろ樹き繰くる美みである。


「せっかく映画『ポルノ王（仮）』の撮さつ影えいでおふたりとじっくりお話しする時間ができたんですもの……今日は逃のがしませんわ」


　そう喋しやべった部長の瞳ひとみに、〝秘密〟という言葉に動どう揺ようする少女たち──謡江と吹音が映る。


　──この物語は、閃学園がクロトの手によって崩ほう壊かいしてしまう前の話だ。映画『ポルノ王（仮）』の撮影準備中、部長と謡江と吹音がしていた〝女同士の秘密話〟である。


「と、突とつ然ぜんなによ部長……！　私、秘密なんてないわよ……!?」


　映画の衣装である白のスカートスーツに身を包んだアイドル顔の子が、うろたえたようにして声を上げる。園その声こえ謡江だ。


「吹音だってない……と思うけど……？」


　衣装の白ワンピースを着ている赤髪の少女、鳴なる唐から吹音が戸と惑まどったように漏らす。


「あたくしの情じよう報ほう網もうを甘く見てもらっては困りますわねぇ。おふたりとも、あの方と秘密の思い出を持っているはずですわ」


　部長は言いながらひとりの少年を見つめる。


「──もっと不ふ遜そんに！　もっとたぎるようなエロ心をこめて！　必殺、桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレム!!」


　制服たるモーニング風コートをひるがえし、一心不乱に演技練習をしている少年……芥あくた川がわ丈たけ途とだ。


「丈途くんとの秘密……？　でも私はまだ丈途くんとなにもしてないわよ??　……まさか吹音さん、純情そうな顔をして実はもう丈途くんと……その、淫いん乱らんにも情事を繰くり返してたの!?」


「……ジョージ？　どこの外国人さん??」


「とぼけたって無む駄だよ！　きっと清純なイメージとベッドでの乱れ方をギャップに、『吹音、なんだか体の奥が疼うずくの』だなんて誘ゆう惑わくして丈途くんを骨ほね抜ぬきにしたんだわ!!」


「……謡江さん。その発想、まるで丈途さんですわよ……。丈途さんのポルノを読み過ぎて毒されたんじゃありません？」


　部長が呆あきれたようにつぶやく。


「うっ……それは……でも、部長だって怪あやしいわ！　丈途くんを強ごう引いんに零ゼロ組へ入れて……『丈途さん、授業の復習を一いつ緒しよにしません？　お礼に……その、あたくしの胸でマッサージしますわ』だなんて放課後プレイでも狙ねらってるんじゃないの!?」


「なっ……!?　それを言うなら謡江さんだって丈途さんのポルノを好きだなんて公言して……明らかに『丈途くん。あの小説のシーン、もっとよく理解したいから私に同じことして？』だなんて小説再現プレイを狙ってるじゃありませんか!!」


「そ、そんなこと考えてなんて──」


「ねぇ、それより吹音と謡江さんの秘密って……なに？」


　オーバーヒートしているふたりに、吹音が首をかしげながら問いかける。


「……そ、そうですわね。本題に戻もどりましょう。しかしおふたりの秘密を暴く前に、まずあたくしと丈途さんのことをきちんとお話しします。でないとフェアじゃありませんからね」


「『あたくしと丈途さんのこと』って……どういうこと!?」


　謡江が、色めきたって声を上げる。


「部長さん、丈途くんとなにかあったの……？」


　吹音が、不安そうに口を開く。


「えぇ、なにかありましたわよ」


　部長は不敵な笑えみを浮うかべてふたりを見つめる。


　それを目にして、謡江と吹音が息を呑のんだ。


「ちょうどさきほど、謡江さんが丈途さんの零組編入について触ふれましたし……まず、その発ほつ端たんとなったことからお話ししましょう。新聞同好会の取材で行ったリゾートの件です。あのときは丈途さんを色々と混乱させてしまい、本当に心が痛かったんですの──」
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　異種コスプレ

　～巫女×軍人×メイド編～







　…………………………………………………………………………………………………………。


　銃じゆうや弾だん薬やくの置かれた部屋の中、ぼくらは壁かべに貼はられた折れ線グラフを眺ながめて黙だまりこんでいた。そのグラフは始点を頂点として、なだらかな下降線を描えがいている。


「……みなさん。このグラフがなにかおわかりになりますか？」


　グラフの脇わきに立つツインテールの少女が、怒いかりを押し殺した声で言う。彼女は制服たる紫むらさきのワンピースドレスをレザー製にかえてハイヒールをはき、手には巨きよ大だいノートを丸めて持っておしおき棒のようにしていた。


「丈途さん。このグラフがなにかお答えください」


　詰きつ問もん口調で言いながら、彼女は巨大ノートでぼくを指す。


「えと……青少年の初体験の低年ねん齢れい化問題を表して──」


「そんなわけないでしょう！」


　──ビシイッッ!!


　彼女は叫さけぶと同時に巨大ノートを壁に叩たたきつけた。


「このグラフは閃新聞の売上げです！　見ての通り確実にさがっているんですよ！　もっと危機感を持ってください!!　あたくしは新聞同好会の部長として、これ以上の部数落ちなど許しませんわ!!」


　……そう。彼女は同好会の部長なのだ。ぼくたち同好会メンバーは今日、彼女に緊きん急きゆう会議という名目で呼び出されてこの部室に集まっていた。そして突とつ然ぜんグラフを見せられ……今こうしていきなり怒おこられてしまった。


「……部長。なんのグラフかはわかったけどさ、それを見る限りでは今でも全生徒の半数は新聞を読んでるじゃないか。そんなに怒ることなの？」


　ぼくの言葉を聞き、部長はツインテールを揺ゆらしてこちらを睨にらむ。


「生徒の半数も新聞を読んでないってことですのよ!?　そんな報道に価値などありません!!」


　──価値がない。その言葉を聞いて、ぼくは少しだけむっとしてしまった。


　この新聞同好会はぼくと彼女のふたりで立ち上げたものだ。そのときから掲かかげている同好会の理念がある。部長の今の言葉はそれを否定しかねないものであった。


「部長はこの同好会を立ち上げるとき、ぼくに『あたくしは、あたくしが信じるジャーナリズムで皆みな様さまに〝事実〟をお伝えする』って言ったよね。部長が信じるジャーナリズムって、マスコミがよくやる片寄った報道をせずに公正な事実を報道していくことだろ？　それをやるためにぼくとふたりで新聞同好会を立ち上げたんじゃないか。ちょっと売上げが落ちたからって価値がないだなんて……言いすぎだよ」


「公正な事実をみなさんに広めていくためにも、部数は必要なんです！　すぐにテコ入れをしなければ……例えば、創刊号のときにやった学園のアイドル特集を別の形でおこなって、読者の興味をひいて──」


「それこそ本ほん末まつ転てん倒とうだよ！　あの特集は、創刊号の売上部数が全生徒数の七割を超こえてないと新聞同好会の設立が認められないから、仕方なくやったことじゃないか!!　部長が考えるジャーナリズムからは外れてるだろ!?」


「でも、あたくしはより多くの生徒に閃新聞を読んで欲しいんですの!!」


「それは悪いこととは言わないけど、第一に考えるべきなのはジャーナリズムだろ!?」


「部数も必要です!!」


　──ビシイッッ!!


　部長が、再びノートを壁に叩きつける。さきほどから声を張り上げているせいで彼女はわずかに息を荒あらげていた。


　……今日の部長、なにかおかしい。妙みように部数にこだわって、言ってることが無む茶ちや苦茶だ。まったく賛成できない……。


　部屋の中に、微び妙みような沈ちん黙もくが漂ただよう。ぼくも部長も互たがいに考えこんでしまって、言葉をなくしていた。


　この学園には様々な分野の〝天才〟が集まっている。ぼくはポルノ小説の天才として入学していたが……部長の才能はいまだ不明だ。才能だけでなく、本名や所属クラスも不明のままである。さらに言えば、彼女の胸にはなぜか弾だん痕こんのような傷きず痕あとがあって、その由来も不明で……とにかく彼女には秘密が多かった。そのせいか時々、彼女の考えていることがわからなくなる。


「──もう！　ふたりともどうしちゃったの!?」


　ぼくの隣となりでずっと話を聞いていた女の子が、急に声を上げた。髪かみを肩かたの辺りでそろえているいかにも活発そうな子で、どのクラスにもひとりはいそうな馴な染じみやすいかわいさがある。彼女はマネージャーの天才、倉くら部ぶ勝かつ代よだ。


「少し売上げが落ちたくらいで怒る部長もおかしいけど……変に熱くなってる丈途くんもおかしいわ！」


「ぼくはおかしくないよ！　新聞同好会のメンバーなんだから、ジャーナリズムについて真面目まじめに考えるのは当り前だろ!?　おかしいのは部長の方さ!!」


「あたくしだっておかしくありません！　閃新聞のことを真しん剣けんに考えて言ってるんです!!」


「いや、部長は絶対におかしい！　部長がジャーナリズムを忘れたのなら……ぼく、もうこの同好会にはいられない!!」


　そう言った瞬しゆん間かん、ぼくは身をひるがえして部室の扉とびらへと向かう。部長はそんなぼくを見て「なっ……丈途さん……!?」と声を失っていた。


「ふたりともやめなさいってば！　新聞も売る！　ジャーナリズムもまっとうする！　両方やれば丸く収まるんでしょ!?　ならそうしましょう！　新聞を売るための特集を組むかたわら、ジャーナリズムをまっとうした特集も組む！　これで完かん璧ぺきよ!!」


　勝代の強ごう引いんなまとめに、ぼくと部長は思わず顔を見合わせてしまった。ぼくは部室の扉に手をかけたまま止まってしまい、部長はその場で思案を始めてしまう。


「……いいですわ。次に出す閃新聞、ダブル特集で勝負を仕し掛かけましょう」


　部長は意を決したようにみんなを見み渡わたすと、落ち着きを取り戻もどした声でそう言った。


「丈途さん、それでいいですか？」


　彼女はぼくへ目をやり、じっと見つめてくる。その瞳ひとみの真剣さに目をそらせなかった。


「……うん」


　ぼくが頷うなずくと、部長はすぐさま「ではジャーナリズムに関かかわる特集はあたくしが作ります。丈途さんと勝代さんには、新聞を売るための特集を作ってもらいます」と指示を飛ばしてくる。


「ちょっと待ってよ！　どうしてぼくが新聞を売るための特集を作らなきゃいけないのさ!!」


「だって丈途さん、あたくしがジャーナリズムを忘れたら同好会にいられないんでしょ？　だからあたくしがジャーナリズムに関わる特集を作るんです」


「そ、それは……でも……」


「丈途さんは、ダブル特集でいくことをさきほど承しよう諾だくされましたわよね？」


「ま、まぁそうだけど……」


　……まいったな。なんだか変な展開になってきたぞ……。


「……仕方ない。わかったよ。でも、ぼくと勝代で新聞を売るための特集を作るって……どうしたらいいのさ？」


「それを考えるのもおふたりのお仕事ですわ。あたくしは自分の作る特集で手て一いつ杯ぱいになりますから」


「そんなぁ……」


「丈途くん、なにかいいアイデアはないの？」


　勝代が困ったようにこちらを見つめてきた。今までの閃新聞はほとんど部長の指示に従って作っていたのだ。突とつ然ぜんぼくたちだけで作れと言われても、どうしたらいいのかわからない。


「う～ん。創刊号のときは学園のアイドルにちょっとエッチなインタビューをして部数を伸のばしたから……今回は、それより刺し激げき的な取材をアイドルにするとか？」


「でも、エッチなインタビューより刺激的な取材って……アイドルたち、絶対に嫌いやがるわよ」


「だよねぇ……」


　ぼくは勝代と一いつ緒しよに唸うなってしまう。部数を上げるための特集と簡単には言っても、方法を考えるのは難しい。


「アイドルたちにちょっとエッチな恰かつ好こうをしてもらって、運動会でも開いたらどうかしら？　読者が喜びそうじゃない？」


　確かにそれなら人目はひくだろうが……ありふれたアイデアだ。大きく部数が上がるほどみんなの興味をそそるかは怪あやしい。


「アイドルにちょっとエッチな恰好をしてもらって、かつ珍めずらしい大会を開いて、読者の興味をそそるアイデアを入れて……。いっそ、なんでもありの無む茶ちや苦茶な特集でも作ろうか？」


　ぼくが言うと、部長が呆あきれたようにこちらへ目をやる。


「丈途さん。特集という以上、なにかのくくりがないと読者が混乱してしまいますわ」


「ならさ、いっそなんでもありってくくりはどうかな？　なんでもありでアイドル同士がそのかわいさを競きそうとか……」


　喋しやべりながら、ぼくは考えがどんどんまとまっていくのを感じた。


「そうだ！　題して〝異種エロ萌もえ対戦特集〟だ!!」








　さざ波の音が心地ここちよく辺りを包んでいる。強い光が肌はだを熱していたが、潮風がそれを優やさしく癒いやしてくれた。暑い中でも過ごしやすい気候だ。


　浜はま辺べを満まん喫きつしようと、ここには大勢の人が集まっていた。子供がはしゃぐ声やそれをたしなめる親の声……それに、ビキニを着て豊満な胸や綺き麗れいな太ふと股ももを惜おしげもなくさらすお姉さんたちの嬌きよう声せい……。


「……ふぅん。そんなにビキニが好きなら、わざわざ私たちと一緒に来ないでひとりで水着観賞に来ればよかったのにね」


　浜辺の気温を一気にさげる冷たい声が背中に刺ささる。慌あわてて目を向けると、そこにはアイドルと見まがうかわいい顔をした女の子がいた。歌の才能を持つ園声謡江だ。彼女は淡あわいピンクのブラウスに花はな柄がらのスカートをはき、いつも首からさげているハートのペンダントをつけていた。そしてその顔は今、怒いかりに打ち震ふるえている。


「いきなり私たちをこんな所に連れてきて……しかも、私たちを放って浜辺にいるお姉さんたちの水着姿を眺ながめて……これのどこが取材旅行なのよ!!」


「──ほんとよねぇ。でもこんなに面おも白しろそうな所なら、妹たちも連れて来ればよかったわ。丈途の誘さそいが急すぎて、新しい水着を買う時間がなかったけど」


　謡江の横にいたポニーテールの女の子が、海を眺めながらつぶやく。彼女は霧む線せん蘭らん。プログラミングの天才にして生きつ粋すいの百合ゆり少女だ。蘭は今、半ズボンにノースリーブのジャケットを合わせたクールでかわいい恰好をしていた。こういった服を自然に着こなす辺り、蘭に女子の人気が集まるのも頷ける。ちなみに彼女がさきほど言った 〝妹〟とは、蘭をお姉さまとして慕したう女の子たちのことだ。


　男子に人気のある謡江。女子に人気のある蘭。いずれも、閃学園のアイドルとして特集に載のせたい人物であった。


「水着なら売店で買えるから、ふたりとも肢し体たいは後ほど思う存分さらして……じゃなくて、もうすぐ取材を始めるからよろしく頼たのむよ！」


　ぼくが必死にお願いすると、彼女たちは渋しぶ々しぶといった感じで近くのビーチパラソルへ向かい始めた。


　……しかし、いつも制服姿ばかり見ているせいか、ふたりの私服姿って新しん鮮せんだな。


　オシャレをしてきたふたりに比べ、ぼくはジーパンに柄がら物もののシャツを合わせただけのずいぶん気の抜ぬけた恰好だった。


　ふたりを見送っていると、ビーチパラソルの下で先に休んでいた中性的な顔立ちの男と目が合う。数学の才能を持つ、円えん修しゆう律りつだ。彼は爽さわやかなライトブルーのポロシャツに白いズボンを合わせていた。


「みんなで一いつ泊ぱく二日の旅行だなんていいね。丈途はいつもみんなのことを考えてくれるな」


　律はそう言いながら、潮風に髪かみをなびかせて微笑ほほえんでいた。


　……だが、ぼくは律をここへ呼んだ覚えなどない。ぼくが取材旅行をすると知った律が「いくら僕が人前で肌をさらすのを嫌きらうからって……他ほかの子たちと海へ行こうだなんて不純だ!!」と騒さわぎ、勝手についてきたのだ。ついでにそのとき、別の理由で騒いでついてきた人物がもうひとりいて──。


「お前がこんなに周しゆう到とうな用意をして取材するんだ。ただでは終わらないと信じているぞ!!」


　一眼レフのカメラを持った、ジーパン姿の女の子が叫さけぶ。写真の才能を持つ名めい機き来らい夏かだ。……彼女は、醜みにくい写真を撮とることにしか興味がない。ぼくと一緒にいると醜い写真が撮れると考え、この旅行についてきたのだ。


　律は来夏の言葉に苦く笑しようすると、近くにある林へ目をやった。


「来夏の言う通り、学園新聞の取材にしてはずいぶんと手がこんでるね。外は寒いっていうのにこんな所に来てさ」


　律の視線の先を見るとそこには──窓があった。ガラス越ごしに見える木には葉が茂しげっていない。……そう、今はまだ冬。段々と春が近づいてきて時折暖かな日もあるものの、本来ならビキニなど着られるはずもない季節だ。


「──みなさん。あたくしの家が運営する全天候型リゾート、お気に召めしましたか？」


　その声にみんなが一いつ斉せいに顔を向ける。声をかけてきたのは、大だい胆たんに肩かたを露ろ出しゆつさせた服を着てぴったりと太股にはりつくレギンスパンツをはいた部長だった。


　──私服もエロい!!


「人工の陽ひ射ざし、人工の海、人工の潮風……とはいえ、中々のものでしょう？」


　部長の言葉に、みんなが一様に頷うなずいていた。


　部長はぼくが考えた特集案を聞いたとき、ここを撮さつ影えい場所として提供すると言ってくれたのだ。……ついでに言うと部長の実家が経営しているのは、ここだけではないらしい。


　部長の脇わきにはいつものように外国人ＳＰがふたりついていた。今日もスーツとサングラスという怪あやしすぎる恰かつ好こうで来ている。白人っぽい男がロッキーで、黒人っぽい男がブレイドだ。


「小こ僧ぞう。お嬢じようの新聞を売るために死ぬ気で特集を作れよ」


　ブレイドが凄すごみをきかせて言う。


「少年。きみの作る特集がお嬢の歩みをエスコートできることを祈いのろう」


　ロッキーが粛しゆく々しゆくとつぶやく。


　……学園新聞の特集くらいでこんなにプレッシャーをかけられるとは……。


　ぼくがこめかみに一筋の汗あせをたらしていると、律がさりげなく声をかけてきた。


「でも、丈途の特集のおかげで二年生になる前のいい思い出作りができそうだね」


　──はっとした。……そうだ。しばらく前に冬休みが終わって、今は三学期。もういくらか経たてばぼくらは二年生になるのだ。


「思い出か……そうだね。ここでいっぱい作れるといいね」


　ぼくは言いながら、この一年間の出来事を思い返していた。入学直後におこなわれたクラス対たい抗こうのオリエンテーション大会。大切な物を賭かけておこなわれた才能テスト。自分のファンクラブにさらわれた謡江を助けるためにプレイしたリアルＲＰＧ。秩ちつ序じよ派と無秩序派にわかれておこなわれた思想の戦い。……そして、部長や勝代と過ごした新聞同好会。


「あっという間だったけど、いろんなことがあったな……。なんか、ぼくっていつも酷ひどい目にあってた気がするけど」


　でも、大切な思い出だ。無む茶ちや苦茶な校風の閃学園でなければ、こんなにたくさんのことは経験できなかっただろう。


「僕たち、二年生になっても同じクラスになれるといいね」


　律が、どこか恥はずかしそうにつぶやく。


「うん。また色々と助けてもらうことになりそうだけど」


　ぼくが、はにかみながら言う。


　こんな毎日がいつまでも変わらず続けばいいのに……。そう願わずにはいられなかった。


「──さぁみんな、準備ができたわよ!!」


　女の子の元気な声が辺りに響ひびいてくる。目を向けると、デニム生き地じのスカートにボーダーのシャツを合わせた勝代がいた。彼女の後ろには誰だれかが隠かくれている。戸と惑まどったようにゆっくりと勝代の背から出てきた人物は……巫女みこさんだった！


　巫女さんは小こ柄がらな赤髪の女の子で、手にはクラリネットを持っている。彼女はミニスカ型の巫女装束を着てそのほっそりとした太ふと股ももを露あらわにしていた。二の腕うでの辺りには大きな切れこみが入っており、綺き麗れいな腕もさらしている。


　彼女はクラリネットの天才、鳴唐吹音さんだ。かわいらしい容姿とクラリネットの美しい音色で男女両方にファンを持っている。ただ、彼女の家業は神職ではない。ではなぜこのような恰好をしているのかと言えば──。


「これこそが異種エロ萌もえ対戦特集だよ！　学園のアイドルたちに様々な萌える恰好をしてもらい、ポルノ小説の才能を持つぼくがそれを見てエッチなレポートを書く。そして、新聞上で人気投票をおこなうんだ。この特集はそう……学園をあげての一大イベントなんだよ!!」


「「はぁぁぁぁ!?」」


　その場にいたみんなが、大口を開けてこちらを見ていた。


「もちろん〝異種〟というだけあって普ふ通つうの萌えじゃつまらない。このリゾートに来た理由はそれさ。海で巫女さん……しかも手にはクラリネット。中々ない組合せだろ？　きっと、エロくて萌える新境地が見いだせると思うんだ!!」


　みんなぼくの斬ざん新しんな発想に言葉もないのか、その場で固まっていた。


「……馬ば鹿かね。本物の馬鹿ね。元々そう思ってたけど、確信があきらめに変わったわ……」


　蘭が頭を押さえて呻うめいていた。


「私、どんな恰好をさせられるのか今から不安だわ……。帰りたくなってきたかも……」


　謡江がこちらへ疑わしげな視線を送ってくる。


「大だい丈じよう夫ぶだよ！　露ろ出しゆつ度どで言えばビキニの方が断然上だし！　今回の取材は学園のアイドルたちに気持よく協力してもらえるよう、ちゃんと考えてあるんだからさ!!」


　ぼくの説明に、蘭も謡江も微び妙みような顔をするばかりである。


「丈途くん。吹音、よくわからないんだけど……楽器の演奏が、巫女さんにとってのエッチなの？」


「ぶっっ……!!」


　普ふ段だんおとなしい鳴唐さんの急な発言に、つい吹ふいてしまう。


「巫女さんって神様に仕えてるものね」


　鳴唐さんは納なつ得とくしたようにひとりで頷うなずいていた。


　……そうか。鳴唐さん、この間までポルノ小説を恋れん愛あい小説と勘かん違ちがいしてたくらい純情だから、巫女姿そのものが萌えだったりエロスだったりするってわからないんだな……。


　ぼくは軽く咳せき払ばらいをすると「とりあえず打合せ通りに演奏してくれれば、あとはぼくがうまくやるから」と説明する。


　彼女はぼくの言葉に微笑ほほえむと、その場でクラリネットを吹き始めた。


　辺りに漂ただよう素そ朴ぼくで温かな音……。夏の浜はま辺べにＢＧＭはつきものだが、にぎやかな浜辺で鳴唐さんの演奏を聞くと違い和わ感かんが凄い。


「吹音ちゃんの巫女姿が見られたのは嬉うれしいけど……ほんと、なんなのよこれ」


　蘭が煮にえ切らない顔をして口を開く。


「まぁ見ててよ」


　ぼくの言葉を聞いて、勝代が意を得たようにカメラを構えて鳴唐さんを撮とり始めた。それと同時にぼくはパーティーの司会者がつけるような大きな蝶ちようネクタイと一本のマイクをポケットから取り出す。


　蝶ネクタイは雰ふん囲い気き作りのための物だ。マイクはＩＣレコーダー付きで、今から喋しやべる内容を記録して後ほど原げん稿こうに起こすための物である。ぼくは鳴唐さんをモチーフにしたポルノ小説をなぜか書けないのだが、今回のレポートはいつものポルノとは少し違ちがう。大丈夫だろう。


　蝶ネクタイを首につけると、ぼくは巫女姿の鳴唐さんをじっと見つめてマイクに語りかける。すると、浜辺に設置されていたスピーカーからぼくの声が流れ始めた。












　神聖な巫女装束に身を包んだ小さな女の子……鳴唐吹音さんは今、大きな海蛇の妖怪と対峙していた。波打際に立って遥か上空から彼女を見おろす蛇は、しかしそれ以上前へ進めないでいる。


　理由は──クラリネットだ。巫女装束と鳴唐さんの天才的な演奏が合わさり、神楽曲を思わせる神聖さを発揮して海妖たる蛇を動けなくしているのだ。


「ギギ……ギ……」


　蛇が呻き、人の拳大ほどある卵をいくつも産む。すると卵から通常の大きさの蛇がどんどん孵化し、鳴唐さんへ向かって這い出した。


　鳴唐さんは必死に演奏を続けるが、大きな蛇を抑えるので精一杯なのか産まれ出た蛇の動きまでは止められない。何匹もの蛇が、鳴唐さんの細い足に絡みついてきた。


「んっ……んふぅ……」


　耐えるような喘ぎが演奏にまじって流れる。蛇がぬるりとした体液を鳴唐さんにこすりつけ、足を這い上がってきたのだ。蛇たちはミニスカ型の巫女装束の裾から、彼女の腿の内へと体を進めている。


「ん……んくぅぅ!!」


　彼女のショーツをこじ開けんと、何匹もの蛇が頭を振り始めた。大蛇を抑えるのに必死で動けない鳴唐さんは、その場に立ち尽くして蛇の愛撫を受け続けるしかない。巫女装束の二の腕部分にある切れこみからも、蛇がどんどん入りこんできた。鳴唐さんの小さな胸の周りには今、無数の蛇が絡みついている。蛇は膨らみの薄い胸をじっとりと這い回り、快楽で鳴唐さんの集中力を乱してゆく……。


「くうぅ……んふっ……んんっ!!」


　──ガクッ！


　ついに、鳴唐さんが膝を折ってしまった。その瞬間、蛇は一気に彼女の全身に広がり、全方位を這い回って極上の快楽を与え始める。耳もうなじも首筋も、胸も脇腹も腿の内も……すべてがぬるりとした体液で塗り散らかされ、蠢く蛇の体に愛撫される。


「んぐぅ！　んんん！　ふっ……んくぅぅぅ!!」


　それでもなんとか曲を吹いていた鳴唐さんだが、集中力が切れた垂れ流しの演奏を続けるうちに、やがて大蛇を拘束していた力が消えてしまう。


　しかし迫り来る大蛇を見据える彼女は、希望を捨てずに健気に演奏を続けるのであった。












　さきほどまで浜辺でにぎやかにしていた客たちが、ぼくのナレーションと鳴唐さんのクラリネットを聞いて黙だまりこんでいた。なぜか、祈いのりのポーズをとっている人すらいる。


　……みんなどうしたんだろう？


　ぼくが首をかしげていると、蘭が震ふるえながら足を踏ふみ出した。


「ふ……吹音ちゃぁぁぁん！　がんばって!!　海妖なんかに負けないで!!」


　蘭は力の限り叫さけび、鳴唐さんを抱だきしめる。


「……馬ば鹿かげたナレーションでも、鳴唐の演奏と合わさると凄すごい説得力だな……」


　騒さわぐ蘭を見つめながら、来夏が呆あきれたようにつぶやいていた。


　……どうやら浜辺の雰囲気が一変してしまった原因は、鳴唐さんの天才的な演奏にぼくのナレーションが加わったせいらしい。


「……私たちがこれからどんな恰かつ好こうをさせられてどんなナレーションを入れられるのか、すっっごく心配なんだけど……」


　謡江が頰ほおを引きつらせながらこちらを見ていた。
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「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　鳴唐さんだって浜辺でクラリネットを吹いてただけじゃないか！　変なことなんてしないから!!」


「クラリネットを吹ふいてただけでここまでエッチなナレーションが入るから不安なの！」


「安心してくれって！　取材に協力してくれるアイドルたちのことも考えて、ちゃんとプランを練ってあるんだからさ！　ねぇ、勝代!!」


　いきなり話を振られた勝代は、思わず「えっと……」と口ごもる。


　…………………………………………………………………………………………………………。


「ほんとに信じていいの!?」


　こちらへつめ寄る謡江を前に、ぼくはもはや「信じてくれよ！」と言い続けるしかなかった。


　そんな中、蘭に抱きしめられていた鳴唐さんが己おのれの足を見つめてほっとしたようにつぶやく。


「蛇さんに嚙かまれなくてよかった……」








「……ふぅ。謡江、なんとか納なつ得とくしてくれたな」


　ぼくは海の近くにある岩場に腰こしをおろし、少し離はなれた所にいるみんなを見つめて荒あらい息を整えていた。


「特集作りって大変だな。部長、いつもひとりでこんなプランを練ってたんだよなぁ……」


　ぼくはため息をつくと、海を見つめて考えこんでしまった。


　閃新聞のことで部長と言い争いをしてしまったが、部長は今まで自分ひとりですべてを抱かかえこんでいたのだ。部長の苦労も考えず、好き放題に言いすぎたと反省した。


「それにしても今回の部長、やっぱり変だよなぁ……妙みように部数にこだわってさ。まだ生徒の半数も新聞を読んでるなら、こんなに急いでテコ入れする必要ないだろうに……」


　部長の考えていることは本当によくわからない。そもそも部長は謎なぞが多すぎるのだ。ぼくは部長の学年すら知らない。大人っぽい雰ふん囲い気きのある彼女のことだから、上級生ということは大いにあり得るだろう。もし部長が三年生だった場合──。


「もうすぐ卒業じゃん!!」


　口を突ついて出た言葉に、ぼくは啞あ然ぜんとしてしまう。今までそんなことは考えたこともなかった。いつもの新聞同好会が、いつも通りにずっと続くものだとばかり思っていた。だが……そんなはずはないのだ。もし部長が三年生だとすると、部長が急いで閃新聞にテコ入れしたのも説明がつく。卒業を前に最後の大仕事をしようというのだろう。


「ど、どうしよう……！」


　ひとりで慌あわててしまい、意味もなく立ち上がってしまう。その場をうろついて心を落ち着けながら、これから先のことに思いを巡めぐらせた。


　──もし部長が同好会からいなくなったら……ちゃんと活動を続けていけるのだろうか？　新入生が入会してきても、ぼくと勝代だけで指導ができるとは思えない……。


「部長と離はなれ離ばなれになるだなんて考えてもいなかったし……どうしたらいいんだ!!」


『──あたくしの駒こまとして、ずっとそばにいなさい』


　前に、部長がぼくへ言った台詞せりふを思い出す。あのとき部長は〝ずっと〟と言った。しかしそんなことは実際にはあり得ないのだ。


「もし本当にずっとそばにいられるとしたら、それってぼくと部長がこれから先の人生もずっと一いつ緒しよにいるってことで、つまるところ──」


　それから先の言葉は、口に出せなかった。どこか恥はずかしく、どこか自分の想像を超こえた出来事のようで……言うのがはばかられた。





「──ごめんなさい。あたくしが天才ジャーナリストだったらよかったんですけど……」





　不意に、誰だれかの声が聞こえる。波の音にまぎれて聞きとりづらいが、近くで話している人がいるようだ。


　ぼくは声がする方へ足を向けて歩みを進めてみる。大きな岩の近くに来ると、岩いわ陰かげに隠かくれるようにして立つ部長が見えた。


「どうしてこんな所に……？」


　彼女は携けい帯たい電でん話わで誰かと話しており、ぼくにまったく気づかない。


「──えぇ。ですから、次の閃新聞で計画を動かしたいと思って……そうですわね。ちょうど機が熟した頃ころですし──」


　……計画？　機が熟す??


　どういうことだろう。だいたい、部長は誰と電話しているのだろうか。閃新聞のことについて話しているようだが……。


　部長の会話に耳を澄すませていると、次の瞬しゆん間かん、想像もしていなかった言葉が響ひびいてきた。


「大だい丈じよう夫ぶですわ。ちゃんと部数を伸のばしてみせます。あたくしとあなたの夢のためですもの」


　あ、あたくしとあなたの夢って……えぇ!?　そ、それって……今話してる相手ってまさか……彼氏ぃぃ!?








　──ザァァァァ。


　──ザァァァァ。


　水の青さに心こころ奪うばわれ、寄せては引く波をひとりで眺ながめていた。盛り上がった波が白い泡あわを立て、砕くだけて散って青に戻もどる……。延々と繰くり返される心地ここちのよい光景。


「あぁ……世界はこんなにも美しいんだなぁ」


　この素す晴ばらしい光景を前に、世せ俗ぞくのわずらわしさなど小さなことだと感じる。


「……丈途くん。取材を放って、こんな所でなに馬ば鹿かなこと言ってるのよ」


　気がつくと後ろに勝代が立っていた。デニム生き地じのスカートをわずかに風に揺ゆらし、眉まゆをひそめてこちらを見つめている。


「ふっ……そんなにせかさなくてもいいじゃないか。今はこの大自然を感じていたいんだ」


「大自然って……この海、思いっきり人工物じゃない」


　勝代は眉をひそめたままため息をつくと「丈途くん、変よ？」とぼくの隣となりに腰こしをおろす。ボーダーのシャツから出ていた彼女の腕うでが、肌はだが、わずかにぼくに触ふれる。健康的で肌はだ触ざわりのいい勝代の腕……。暑さで、少しだけ汗あせばんでいた。


「ひとりで海なんて見つめて……青春したいの？」


「青春って……いや、べつにたいしたことじゃないんだ。部長に彼氏がいたみたいでさ、なんかこう……ははっ。なんだろうなぁ……急に海が見たくなったんだ」


　喋しやべった瞬間、電話をしていた部長を思い出して胸に強い痛みが走る。ぼくはなぜかさきほどから頭の奥がぼうっとして思考がうまくまとまらないが……この痛みだけは鮮せん明めいに感じた。


「部長、彼氏いたんだ！　でも……いてもおかしくないわよね。部長、すっごい美人だもの」


　勝代の言葉で、胸の痛みがさらに増す。苦痛に耐たえきれず顔を歪ゆがめたぼくを見て、彼女が「もしかして、部長に彼氏がいるって知ってへこんでるの？」と聞いてきた。


　……へこんでる？　部長に彼氏がいたから??　……あぁ、そうか。ぼく、へこんでるのか。でも部長に彼氏がいたからへこむって……それ、ぼくが部長のことを──。


「丈途、こんな所にいたのかい。みんな取材の続きを待ってるよ」


　少し離はなれた所から、律が波なみ打うち際ぎわを歩いてこちらへ向かってきていた。


「取材……あぁ、そうか。やらなきゃ……」


　いまだ思考がまとまらない頭でなんとか考えつつ、ぼくは律に向かって「じゃあ律、早く着き替がえてよ」と喋りかける。


「ぼ……僕も取材されるのか!?　そんな話は聞いてないぞ!?」


　……なにを言ってるんだ？　取材旅行についてきたんだから、そりゃ取材されるさ。


「えと……律はどんなコスプレがいいかな。──あっ！　勝代、あの半ズボンのやつなんてどうだろう？」


「えぇ!?　律くんにあれを着せるの!?　っていうか律くんで記事を書くの!?」


「当然だよ」


「どこが当然なの!?　しっかりしてよ!!　絶対に今の丈途くん普ふ通つうじゃないわ!!」


　勝代が真しん剣けんな目をしてぼくの肩かたをつかみ、必死に揺すってくる。女の子とはいえ体育会系の勝代に本気でつかまれると……痛い。


「勝代、やめてよ。ぼくはいつも通りだよ。協力してくれるよね、律？」


　その言葉を聞いて、律が息を呑のんだ。次いで彼はぼくの瞳ひとみをじっと見み据すえ、静かに口を開く。


「……丈途には、どうしても僕の力が必要だって言うんだな？」


「うん」


「……丈途は、僕の半ズボン姿が見たいって言うんだな？」


「うん」


「そうか……すまない!!　僕、はじめから半ズボンで遊びにくるべきだったよ!!」


「そこ、謝るとこなの!?」


　勝代の声も虚むなしく、律は完全にやる気になったようだ。彼は勝代から衣装の置き場所を聞くと、すぐに去ってしまった。そしてしばらく待つと……。





「──な、なんだあの物々しい姿は!?」


「──リゾートに凶きよう悪あく犯でもまぎれこんだのかしら……」


「──きゃ～！　あんな凜り々りしい方に守ってもらえるだなんて～～!!」





　辺りが妙みようにざわめき始めた。みんなの視線を追うとそこには……半ズボンにブーツを合わせた、軍服姿の律がいた。彼は漆しつ黒こくのコートをなびかせつつ、腰にさげたサーベルをカチカチと規則的に鳴らしてこちらへ向かってきている。中性的な顔立ちのせいで男装の麗れい人じんにも見え、その凜々しい姿は──。


「美しい……」


「た……丈途くん!?　部長に彼氏がいたショックで、ＢＬボーイズ・ラブになっちゃったの!?」


「ＢＬ？　そんなことないよ。たださ、似合ってるじゃないか、律の軍服姿」


「しっかりしてよ～～～!!」


　勝代はまたしてもぼくの肩をつかみ、必死に揺すってくる。


「……丈途。僕を見て美しいだなんて……」


　律が感かん極きわまったように瞳を潤うるませ、こちらを見つめていた。


「僕はなんでもするよ！　さぁ丈途、なにをして欲しいか言ってごらん!!」


「そうだねぇ……。浜はま辺べでバーベキューをしてる人たちに、軍人さんが火器の扱あつかいを指導するノリで火の扱いを教えてきてよ」


「わかった！　素す敵てきなナレーションを期待してるよ!!」


　はつらつとした声で答えた律は、ブーツで浜辺を走り始めた。












「なんだその着火は！　バーベキューに火炎放射器を使う馬鹿がどこにいる!!」


　漆黒のコートをひるがえし、腰からさげたサーベルを鳴らしながら律が浜辺を駆け抜ける。軍服を着て半ズボンにブーツを合わせた律は、美しさと勇壮さを兼ね備えていた。


　律が怒鳴ったのは、自分より二回りは大きい屈強な軍人だ。しかし、その軍人は律を前に萎縮していた。今はバーベキューの演習中である。上官たる律の目の前で演習を失敗したのだから、罰を受けるのは当然だ。


「できの悪い部下にはおしおきだね。今から僕がなにをしても、絶対に動いたら駄目だよ？」


　律はそう言って、部下の股間をブーツで蹴り上げる。


「ぐうっっ……!!」


　屈強な部下はしかし、その痛みに耐えて動かなかった。


「……うん。さすが僕の部下だね。でも……これはどうかな？」


　律は次いで、部下に寄りそうようにして立った。そして片足を上げると、半ズボンから出ている太股を部下の股間に這わせ始める。


　一瞬、部下はなにが起こっているのかわからなかったようだ。だが律の綺麗な足がまるでヴァイオリンの弓がごとくなめらかに左右へ動き始めると、思わず「うっ……」と喘ぎを漏らす。


「痛みには強いけど快楽には弱いんだね。もう一度言うけど、絶対に動いたら駄目だよ？」


　律は悪戯っぽく笑い、今度は太股を回すようにして動かし始めた。回転運動によって太股の筋肉が複雑に動き、それが部下の股間に伝わってより刺激を与える。きめの細かい律の肌はなめらかにすべり、部下を絶頂へと誘い始めていた。


「バーベキューはね、この愛撫と同じなんだよ。ちゃんと材質を見極めて計算しておこなえばすぐに火がつくんだ。そもそも、きみは備長炭と黒炭の違いもわかってないだろう？　備長炭は熱伝導率がよく長持ちするが、火つきは悪い。対して黒炭は簡単に火がつき、早く消えてしまう。ちなみに僕の計算でいくと……きみは火がつきやすく早く燃え尽きるタイプだね。だからそろそろ……」


　男が、苦しげに呻き始めた。痛みからではない。快楽が絶頂を迎えようとして、果てそうになる己に我慢を強いているからだ。


「……いい子だね。ここでイっても動いたことになるから、死ぬ気で我慢しなよ」


　律は薄く笑うと、自分の計算に従って太股を男に強くこすりつけ始める。


　これで男はすぐに果てるはずだ。そして、それからが本当のおしおきの始まりなのだ。












　ぼくが蝶ちようネクタイをつけてマイクで喋しやべっていると、勝代はあきらめたのかカメラで律を撮さつ影えいし始めた。


　律は喜び勇んで浜辺を回り、火の扱いを指導している。


　そんなとき、突とつ然ぜんぼくの横から声が聞こえた。


「……丈途。こんな特集、逆に部数が落ちるんじゃないか？」


　……部数が落ちる？　そんなことになったら……部長におしおきされちゃう！


　はっとして、我に返った。慌あわてて周りを見ると、来夏がぼくの横で物もの珍めずらしげにどこかを眺ながめていることに気づく。


「来夏……こんな所でどうしたの？」


「どうしたもなにも、一向に取材が始まらんからお前を捜さがしてたら、律が半ズボンの軍服なんぞ着て浜辺を回ってたからびっくりしたぞ。さすがというか、お前の趣しゆ味みは変わっているな」


　……え？　律が軍服を……??


　言われて来夏の視線の先を見ると、確かに律が軍服を着て浜辺をせわしなく回っていた。


「律、なんであんなことしてるんだろ？」


「どう考えてもお前の取材だろうが。さっきまでマイクを持って律の軍服姿にナレーションをつけてたじゃないか」


「えぇぇぇ!?」


　そんな馬鹿な……いや、でもよく考えるとそういう記き憶おくが微び妙みようにあるな。


「しかしお前は色々とコスプレ衣装を持ってきているんだな。面おも白しろそうだから後で見せてもらおう──あっ！」


　来夏が声を上げて目を輝かがやかせる。いつの間にか、律の周りに男女問わず人が集まっていた。


「──僕らにも火の扱いを徹てつ底てい指導してくれませんか？　下手くそだったらそのブーツで踏ふんでくださって構いませんから……」


「──駄目よ！　私たちがこのお方から火の扱いを厳しくご指導頂くの!!」


　……ブーツで踏むとか厳しくご指導とか……ずいぶんマニアックな人気を得てるな。しかも、男女両方に!!


「Ｍ気き質しつ全開でコスプレ軍人を口説こうとするその姿……醜みにくいぞ!!」


　来夏は律に声をかけている人々を嬉き々きとして撮とり始めてしまった。


　来夏のおかげで我に返ったぼくは、すぐに勝代へ向かって声を張り上げる。


「ごめん勝代！　この撮影……間ま違ちがいだった!!」


　その言葉を聞いた勝代は、安心したように「そ、そうよね。いくらなんでも酷ひどいって思ってたわ……」とつぶやき、こちらに戻もどってきた。


「でも律くん、意外と人気あったし……新聞に使っちゃう？」


「えぇ!?　でもそれは……いや……どうなんだろう？」


　男女両方に口説かれている律を眺め、ぼくと勝代は呆ぼう然ぜんとしてしまった。


　しばらくその場で考えこんでいたぼくは、ふと、勝代に向かって喋りかける。


「ねぇ……ぼく、部長に〝駒こま〟って言われたことがあるんだ」


「……駒？」


「部長にとっては自分のそばに在るべき存在って意味らしいんだけど……そうじゃなくてさ、言葉そのままの意味で、ぼくってただの駒だったのかな？」


　知らず、声が尻しりすぼみになっていた。勝代に問いかけてはみたものの、その答を聞くのが恐こわかったのかもしれない。


「丈途くん……部長のこと、好きなの？」


　勝代の不安げな声が響ひびく。


　どうして勝代がそんな声を出すのか一いつ瞬しゆん考えて……思い出した。勝代は以前ぼくに手編みのマフラーをプレゼントしてくれたことがあったのだ。普ふ通つうに考えれば、勝代はぼくに好意を抱いだいていることになる。


「……丈途くん。後で、ちょっと私につき合ってくれない？」


　そう言った勝代の瞳ひとみには、なにか決意がこもっているように見えた。


　まさか……告白!?


　自分でたどり着いたその考えに、ぼくは思わず生なま唾つばを呑のんでしまった。








　浜はま辺べの一角には吹ふき抜ぬけのレストランがあった。定番のかき氷もあるが、街のレストラン並においしい料理も出している。海の家としては豪ごう華かな部類に入るだろう。一通り海水浴を楽しんだ客たちはここで水着姿のまま椅い子すに座り、軽い食事を楽しんでいた。


　……勝代、なんでぼくをこんな所に呼び出したんだろう？　軽い物でも食べながらしたいのかな……その……告白を!!


　──ごくり。


　再び、生唾を呑んでしまう。


　段々と緊きん張ちようが高まり、待っているだけで動どう悸きが激しくなる。


「──お帰りなさいませ、ご主人様～[image: ]」


「ご……ご主人様ぁ!?」


　急に聞こえた元気な声に驚おどろいて振ふり向くと、そこには……メイドさんがいた！　スポーツブラジャー風の露ろ出しゆつ度どが高い衣装で、肩かた口ぐちやミニスカについたフリルが風になびいている。


「ご主人様、ご注文はなんでしょうか？」


「ご注文って……勝代！　そんな恰かつ好こうでなにしてるのさ!?」


　そう。メイドさんは勝代だった。彼女は恥はずかしそうに口をすぼめながら「丈途くんが元気になるかなと思って……」とつぶやく。


　元気になるかなって……これ、告白じゃなかったんだ。そっか……そうだよね……。


　肩を落としながら、ぼくはメイド姿の勝代をもう一度よく眺ながめてみた。スポーツブラジャー風の衣装から張りのある胸の谷間がよく見える。暑いせいか彼女の谷間に少しだけ汗あせの玉が浮ういており、心なしか肌はだの色が映はえていた。


　──いい目の保養だ！　元気になるな!!


「さぁ、ご主人様。なにかお申しつけください」


　彼女は恥じらいつつもこちらを見つめ、メイドさんらしい素す敵てきな笑えみを浮かべていた。


　……メイドさんに申しつけって……メイドさんと言えば、なんでもお世話してくれる人の代名詞。なんでもということは夜のそい寝ねも当然お願いできて、寝ぼけたふりをしてベッドの中で手を動かして勝代の張りのある胸を触さわって「……んっ」と喘あえがせたり、さらに寝ぼけたふりをして指まで動かして胸を丹たん念ねんにほぐして「はあぁぁっ……！　ご主人様……私、もう我が慢まんできません!!」だなんて言わせたりして──。


「逆に、ぼくになにをして欲しいか言ってごらん！」


「……逆にって、それは駄だ目めよ。私は今メイドさんなの」


　いきなり大声を上げたぼくを見て、勝代は困ったように喋しやべっていた。


　……あっ。メイドさんを前に、思わず妄もう想そうが暴走してた……。


「えと……勝代、違ちがうんだ。気持は嬉うれしいけど、励はげますのにメイドさんって……方向性が微び妙みように間違ってると思うんだ」


　ぼくの言葉を聞いた勝代は「……え？　私、またやっちゃったの!?　もう、私の馬ば鹿か馬ば鹿かぁ!!」と、自分の頭をポカポカと叩たたき始めてしまった。


　……ドジっ子炸さく裂れつだな。


[image: ]


「丈途くんってこういうの好きそうだと思ってやったんだけど……」


「そりゃ好きだけど、これ、変な方向にド直球投げてる感じの励まし方だよ……」


「ごめんなさい。私、回りくどいのが苦手で……」


　申し訳なさそうに言う彼女を見て、その素す直なおさがどこかおかしく、不覚にも笑ってしまった。


「そ、そんなぁ……。丈途くん、笑うだなんて酷ひどいわ」


「違うんだ。勝代の心こころ遣づかいが嬉しくてさ。なんて言うか……ありがとう」


　ぼくのその台詞せりふに安心したかのように、勝代は微笑ほほえんでいた。


「でも、海の家でメイドさんっていうのも面おも白しろい組合せだね。せっかくだから……その、取材させてもらっていいかな？」


「わ……私が!?」


「うん。今の勝代……その、かわいいよ。エロくて」


　はにかみつつ言うぼくを見て、勝代も頰ほおを染めつつ「私でいいなら……」と頷うなずく。


　ぼくは勝代に笑みを向けると、さっそく蝶ちようネクタイとマイクを取り出して準備を始めた。












　夏休みに入り、高校の新聞部にも長期休暇が訪れる。ぼくは友達と一緒に海へ遊びにきて、思いきり泳いでいた。


　少し泳ぎ疲れた頃になると、ぼくはひとりでこっそりと海の家へ向かう。ここの海の家は変わっていることで有名なのだ。それは──。


「お帰りなさいませ、ご主人様～[image: ]」


　店に入ると、メイド服を着た女の子たちが笑顔で迎えてくれる。実はここ……メイド喫茶ならぬメイド海の家なのだ！　彼女たちはスポーツブラジャー風の露出度が高い衣装を着ており、肩口やミニスカについたフリルを海からの風になびかせていた。


　女の子に案内されて席に座ると、誰かがオーダーをとりにくる。顔を上げるとそこにいたのは、思いもよらぬ人物だった。


「マ、マネージャー!?　なんでこんな所にいるの!?」


　そう。彼女は新聞部のマネージャー、倉部勝代だった。


「部活が休みだし……バイトしてたの。マネージャーとメイドって〝ご奉仕〟ってところで似通うものがあるでしょ？　私に合ってるかなぁと思って……」


　彼女はばつが悪そうに「でも、友達に見つかっちゃうなんてね」と微笑んでいた。


「私、マネージャーだからご主人様の好みは全部わかってるのよ。任せて！」


　彼女は一旦厨房へ戻ると、ソフトクリームを持ってこちらへ来る。そして、突然クリーム部分を自分の胸にのせてしまった。


「さぁ、ご主人様。お召しあがりください」


「なっ……なにやってるんだよ!?」


「ご主人様、こういうの好きでしょ？」


　……その通りだ。さすがマネージャー。よくわかっている。


　ぼくは彼女の健康的で張りのある胸についたクリームに見入ってしまう。だが知合いの女子の胸を舐めるだなんて恥ずかしいことができず、その場に固まってしまった。


　勝代はそんなぼくを見て、優しく微笑む。


「ご主人様は恥ずかしがり屋さんだものね。では私がお口へ運びます！」


　そう言って、彼女は唐突に胸をぼくの顔へつけてきた。クリームの冷たさに声を上げそうになりながらも、ぼくの顔を押し返そうとするほど弾力のある彼女の胸に少し驚く。


「クリームが溶ける前にお召しあがりください」


　潮風にまじって、勝代からわずかに汗の香りがした。夏に吹きさらしのお店で働いているのだ。当然だろう。彼女にうながされるままその胸へ舌を這わせると、どこか甘酸っぱい味がした。ソフトクリームの甘さと、勝代の胸の味……。


「ご主人様、おいしいですか？」


　そう言った彼女の笑みは、晴れやかで献身的なメイドさんのイメージそのままだった。


　ここまで完璧なご奉仕をするだなんて……マネージャーがメイドさんをするのは、反則だ。












　……気がつくと、海の家の中が静まり返っていた。いぶかしんで辺りを見回すと……周りの客が、鼻血を出して倒たおれている!!


「なにが起こったんだ!?」


　よく見てみると、倒れているのは男性客だけで、女性客は男性客に向かって冷たい視線を送るばかりである。


「……メイドさん。俺も注文があるからよろしく……」


　倒れている男性客の誰かが呻うめく。するとそれに続くようにして「こっちも……！」と、男性客たちが口々に呻きだした。


　──そうか！　ぼくのナレーションと勝代のメイドさん姿で、男性客たちが妄もう想そうしたんだ!!


「勝代、とりあえず続きは他ほかの所で話そう！　このままじゃ……ご奉ほう仕し頼たのまれまくりだ!!」








　海の家を出て私服に着き替がえた勝代は、ぼくと一緒に海岸沿いに来ていた。夕焼けが再現されているのか、辺りを茜あかね色いろの光が包んでいる。ぼくたちは砂すな浜はまに腰こしをおろすと、ふたりでじっと海を見つめ始めた。


「私は丈途くんと部長が新聞同好会を立ち上げた後で知り合ったから、ふたりの間でどんなやりとりがあって同好会ができたのか知らないけど……そのせいかな、わりと状じよう況きようが冷静に見られたりするの」


「……どういうこと？」


「この取材に来る前、丈途くんは部長のジャーナリズムについて凄すごく真しん剣けんに話してたよね。でも私、いろんな部活でマネージャーをしてきたからこそ思うんだけど……部長、少なくとも天才ジャーナリストじゃないわ」


「あっ……」


　それは、本人も彼氏との電話で言っていたことだ。


「私が思うに、部長は人を統とう括かつするタイプの天才で……もしかしたら、新聞同好会もジャーナリズムとは別の意図があって作ったんじゃないかしら」


『──次の閃新聞で計画を動かしたいと思って……そうですわね。ちょうど機が熟した頃ころですし──』


　部長が電話口で彼氏に言っていたことを思い出した。


　……そういえば部長、前にも〝計画〟って言葉を使ってたな。あれは確か、隠かくれん坊ぼうの天才を取材するために雪山へ向かったときだ。あのときの部長もなにかおかしかった。部長が言うジャーナリズムは公正な事実を伝えるもののはずなのに、隠れん坊の天才と隠れん坊で勝負して強ごう引いんに勝ち、閃学園の校訓に反対するかのような記事を意図的に作っていた。


　閃ひらめきを信じろ


　感性を信じろ


　我が道をゆけ


　……それが、閃学園の校訓だ。生徒たちの大半は天才ゆえに今まで世間の誤解や無理解にさらされ続けてきた者たちである。そんな生徒たちを伸のび伸のびと育てる、いい校訓だと思う。部長はなぜその校訓に対して問題提起をするような記事を書いたのだろうか。


　……もしかして、彼氏の影えい響きようなのかな？　ふたりの夢のために閃新聞の部数を伸ばすって言ってたし……。


　ぼくが考えこんでいると、勝代がそっと話を続ける。


「部長、本当に謎なぞが多いわよね。でも少なくとも私は、部長のおかげで女の子のいる部活でもマネージャーの才能を発揮できるようになったわ。丈途くんも駒こまがどうのなんて気にせず、もう少し部長を信じてもいいんじゃないかしら？」


　勝代はそう言ってぼくに笑えみを向ける。


　……あっ。勝代、本当はこれが言いたくてぼくを呼び出したのかもしれない。しかもわざわざエッチなメイドさんの恰かつ好こうまでしてくれて……。


　勝代はマネージャーとして、いつもぼくらのためにがんばってくれる。献身的で本当にいい子だ。こんなに人のためにがんばれる子、中々いない。


　ふと、自分の胸が強く高鳴ってくるのを感じた。勝代に励はげまされ、不思議なくらい元気づけられている自分を感じた。


「さぁ。取材の続き、一いつ緒しよにがんばりましょ！」


　勝代はそう言うとぼくの手を握にぎって立ち上がる。そのままふたりで歩みを進めると、いつの間にか自分の体が軽くなっていることに気づく。


　……ぼくが二年生になったとき、勝代と同じクラスだったら毎日元気をもらえそうだな。


　なんとなく、そう思った。








「……丈途、取材をさぼるな。みんな水着を買いに売店へ行ってしまったぞ」


　リゾート内にあるホテルの中を勝代と歩いていると、不意に声をかけられた。顔を向けるとそこには……くのいち姿の来夏がいた！


「そのコスプレ、どうしたの!?」


「お前らが持ってきた衣装が面おも白しろそうだったんでな、借りたのさ。丈途の醜みにくい瞬しゆん間かんを撮とるために張っている様を、くのいち姿で表現してみた」


「表現してみたって……」


　来夏が身につけているくのいち装束は、腰までスリットの入ったきわどいものだ。スレンダーな彼女が着るとその脚きやく線せん美びが強調され、つい目がいきそうになる。


「それはそうとお前ら……どうして手なんて繫つないでるんだ？　まさか浜はま辺べで盛り上がってつき合い始めたのか？」


　来夏に言われて自分の手を見ると、まだ勝代と繫いだままだったことに気づく。


「ら、来夏ちゃん！　これは、その、違ちがっ……」


　勝代は慌あわてて嚙かんでしまい、その場であたふたしている。


　ぼくも動どう揺ようしてしまい、思わず手を放した。


「あっ……」


　一いつ瞬しゆん、勝代が残念そうにぼくの手を見つめる。それを目にとめ、一いち抹まつの罪悪感がよぎった。


「……ふたりの慌てぶりが実に怪あやしいんだが……」


　来夏が眼力メヂカラのある鋭するどい瞳ひとみをこちらへ向け、じっと見み据すえてくる。


「そ、それよりさ、早くみんなと合流しなきゃ！　来夏、水着売場まで案内してくれよ!!」


「……ふん。まぁいいだろう。さっさと取材が進まないと私もつまらん」


　来夏は踵きびすを返すと黙だまって歩き出してしまった。ぼくと勝代も、それに続いて足を踏ふみ出す。


　しばらく廊ろう下かを進んでいると、先の方からにぎやかな声が聞こえてきた。


「──吹音ちゃん、たまには大人っぽい水着も着てみない？　ほら、フリルのついたビキニなんてかわいいわよ!!」


「──でも吹音、スクール水着でいいよ？」


「──遠えん慮りよしないの！　ビキニが恥はずかしいなら、タンクトップとビキニがセットになったタンキニなんてどう？　ミニスカもついてて、吹音ちゃん似合いそうよ～」


　水着売場では、蘭が鳴唐さんにいろんな水着を着せようとしてあちこちから商品を持ってきていた。鳴唐さんはそんな蘭を前に戸と惑まどい、色いろ違ちがいのスクール水着ばかり手に取っている。


　……鳴唐さん、なにがなんでもスクール水着派なんだな……。


　鳴唐さんの私服はシャツにワンピースを合わせた清せい楚そでかわいらしいものだった。このような服を着る彼女がスクール水着以外で泳ぐ姿は想像しがたい。


　苦く笑しようしていると、ふたりを尻しり目めに謡江がビキニコーナーの前で悩なやんでいる姿が見えた。


「……恥ずかしいけど、着たら喜ぶんだろうなぁ……」


　ふと出た彼女のつぶやきを聞きながら、ぼくはビキニコーナーの前まで行く。


「はじめからビキニ一択たくなんて大だい胆たんだね」


「だって丈途くんが……」


「ぼくがどうしたの？」


「浜辺でビキニばかり見てたから……って、あれ!?　丈途くん、どうしてここにいるの!?」


　謡江はこちらを振ふり向くと、後ろに整然と陳ちん列れつされているビキニを隠かくすようにして急いで両手を広げる。


「み、見てただけだからね！　私、着るなんて言ってないわよ!!」


「いや……そりゃ謡江にも好みがあるだろうけど……」


　謡江の態度に首をかしげて喋しやべっていると、その声で部長がこちらに気づいた。


「あら、丈途さんに勝代さん。早く取材を進めてくださいね。あたくしはあたくしで、きちんと特集の準備を進めておりますのよ」


　いつも通りに言う彼女を見て、つい彼氏のことが頭をよぎる。しかし勝代に目をやると、すぐにその考えを振り払はらった。今ここでそのことを気にするのは、ぼくを励はげましてくれた勝代に悪い気がしたのだ。


　気持を落ち着けて、改めて部長の方へ目をやった。すると、彼女がいる水着コーナーには外国人モデルが着ていそうな高値で露ろ出しゆつの多い物ばかり並んでいることに気づく。


　……さすがだな……。


　そんなことを考えていると、唐とう突とつに部長の携けい帯たい電でん話わが鳴った。彼女は電話に出ると二言三言だけ話してすぐに切ってしまう。そして、水着コーナーの脇わきに立っていたＳＰたちに何事か申しつけ、ひとりでホテルの廊下を進み始めてしまった。


　……今の電話、もしかして彼氏かな？


　廊下の先を見つめていると、勝代が「……気になる？」と聞いてきた。


「そんなことないさ」


　ぼくが水着コーナーに視線を戻もどすと、来夏が急にこちらへ矢や継つぎ早の質問をしてくる。


「どうしたんだ？　今、部長が向かった方を意味ありげに見つめていたよな？　なにかあるのか??　秘密にしてやるから言ってみろ」


「……いや、来夏に教えるのが一番危ないから……」


「ほう……つまり、私に知られるとまずいことを隠しているというわけか」


　来夏は口の端はしを上げると、部長の後を追っていきなり駆かけ出してしまった。


「ちょっ……来夏！　待ちなって!!」


「お前、そんなこと言われて私が素す直なおに待つと思うのか？」


　来夏は言いながらどんどん先へ進んでいる。


　──まずい！　来夏に追われたら、部長もどんな写真を撮とられるかわかったもんじゃない!!


「私たちも行きましょう！　非常事態だもの!!」


　勝代の声を聞くと同時に、ぼくは走り出していた。








　勝代とふたりで駆けていると、意外と早く来夏を見つけた。彼女は客室が並ぶ廊下の角で立ち止まり、そっと角の先をうかがっている。


「来夏！　部長にもプライベートってものがあるんだから──」


「──しっ！」


　鋭く飛ぶ来夏の制止の声。いつになく真しん剣けんなその様子に、ぼくは知らず黙りこんでしまった。


「……部長は一体何者なんだ？　あの男とこんな所で会ってるなんて怪しすぎるだろ」


　来夏が声をひそめてぼくたちに話しかける。


　……あの男？





「──特集はなんとかなりそうなんだね？　ぼくの方もそちらの進行に合わせてシナリオを調節するから、ここから先はきっちりと頼たのむよ」


「──えぇ、もちろんですわ。ずっとこのときを待っていたんですもの。これ以上シナリオの改かい稿こうは頼まないですむよう、万ばん全ぜんの準備で進めますわ」





　……シナリオ？　改稿??　……どういうことだろうか。





「──では、あたくしたちの夢のために」


「──あぁ、ぼくらの夢のために」





　その言葉を聞いて、部長が今話している男が前に電話していた相手だと確信した。


　──ドクンッ！


　突とつ然ぜん、鼓こ動どうが高鳴る。必死に抑おさえようとしても、どんどん高鳴りが大きくなってゆく。


　──どうしたっていうんだ!?　部長の彼氏のことなんてもう気にしてないはずなのに……そばにいるってわかった瞬しゆん間かん、こんな……。


　ぼくが困こん惑わくしていると、来夏が「お前ら、早く見てみろ」とどこか焦あせった声を出してきた。


「……べつにいいよ」


「とにかく見ろ。あの男と関係があるというだけで、どうにもきな臭くさい匂においがする」


「……どういうこと？」


「お前だってよく知ってる男だぞ。秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いではかなり世話になったからな」


　……どうして今その話が出るんだ？　いや、待てよ。シナリオの改稿って……秩序派と無秩序派の戦いって……まさか、今部長が話している相手は──。


　反射的に足を踏ふみ出していた。廊ろう下かの角を曲がると、半はん袖そでのワイシャツを端たん正せいに着こなしてノートパソコンを脇に抱かかえた男が目に入る。眼鏡をかけておりいかにもインテリといった感じだが、野や暮ぼったさはなくむしろ洗練された知性を感じた。


　あいつは──クロトだ！


　彼は映画シナリオの天才である。そして、閃学園の生徒たちが秩序派と無秩序派の二手にわかれて大きな争いを起こしたとき、秩序派のリーダーとして無秩序派のぼくや来夏たちと敵対した人物でもあった。


　──部長の彼氏って、クロトだったの!?


　こちらに気づいた部長が「丈途さん！　どうしてここに!?」と珍めずらしく取り乱していた。しかし、クロトはぼくを見ても動じた様子がない。


「やぁ、丈途くん。久しぶりだね」


　彼は優ゆう雅がとすら思える仕草でぼくに微笑ほほえみを向けてきた。


「……秩序派らしく、あいさつは欠かさないんだね」


「その勝負はもう終わっただろ？　しかしあれは実に有意義な戦いだったね」


　彼は秩序派のリーダーとして『常識を信じろ・秩序を信じろ・正しき道をゆけ』といった秩序的な思想を学内に広め、あの無む茶ちや苦茶な学園生たちを生き真面目まじめで機械的な人間に変えようとしていた。そして部長もクロトと同じく、校訓に反対するかのような記事を作っていた……。


　まさか、部長が最近おかしかったのは……クロトのせい!?


「ぼくたちはもう少し話があるのでね。失礼するよ」


　クロトはそう言って部長の肩かたに手を回した。そして彼女を抱だき寄せると、近くにあった部屋の扉とびらを開けて中に入ろうとする。


「部長!!」


　ぼくの声を聞いた部長は、どこか気まずそうにしながらもこちらを振ふり向かない。


　クロトが先をうながすと、部長はぼくから逃のがれるようにして……部屋の中へと消えた。




　ガールズトーク＠女王小悪魔の部長







「──部長、クロト先せん輩ぱいと同じ部屋に泊とまったの!?」


　謡江が頰ほおを染めつつ声を上げる。


「部長さん、でもそれって、あの……」


　吹音が、顔を真っ赤にして言葉を失う。


「ごほん！　今は詳くわしく話せませんが、クロトさんとはなにもありませんでしたからねっ!!」


　部長はふたりが向ける疑ぎ惑わくの眼まな指ざしを前に、全力で声を荒あらげた。そして内心で毒づく。


　──もう！　お兄さまったら丈途さんの前でわざとあたくしを部屋に誘さそって……つき合ってるって勘かん違ちがいされたじゃありませんか！　いくら丈途さんのことをライバル視してるからって、あたくしを使って丈途さんを動どう揺ようさせなくてもいいんじゃありません!?


　心の中でそう叫さけぶ彼女へ、謡江がジト目を向ける。


「……本気で否定するところが怪あやしいわね。丈途くんとなにかあっただなんて言って……なにかあったのはクロト先輩の方じゃない」


　その言葉に続くようにして、吹音が真っ赤な顔のままつぶやく。


「ぶ、部長さん、まさか丈途くんとクロトさんのふたりが好きなの……？」


「部長ってとんでもない小こ悪あく魔まよね。女王小悪魔よ。吹音さん、気をつけましょう」


「女王小悪魔って……小悪魔さんの女王様ってこと？　それ……恐こわい」


「えぇ、恐いわよぉ～。おしおき棒一本で男という男を手玉に取って、ビシバシと痛みとも快楽ともつかぬおしおきを──」


「謡江さん、その丈途さんっぽい妄もう想そうはいい加減にやめてください！　っていうか女王小悪魔ってなんですか!?　クロトさんとはなにもなかったってさっきから言ってるでしょ!!」


　──ビシイッッ!!


　部長は謡江の暴走を止めるようにして、巨きよ大だいノートで地面を叩たたいた。


　──くぅぅ……！　あそこでお兄さまとあたくしの繫つながりがばれてしまったのは不覚でしたわ……。おかげで丈途さんにいらぬ誤解を招いてしまいました。本当のことを今すぐにでも話したいのに、世界平和計画のために言えず辛つらいですわ……。でも──。


「丈途さんはやはり素す敵てきな殿との方がたでしたわ。だってあのあと、丈途さんはあたくしにサプライズを用意してくださったんですもの」


　部長は夢見るような瞳ひとみで、リゾートでの話を続ける──。
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　異種コスプレ

　～くのいち×婦警×チアガール編～







「けほっ……けほっ……。吹音、煙けむりが目にしみて前が……前が……」


　夜空に舞まい上がる黒こく煙えんを前に鳴唐さんがむせ、浜はま辺べにかわいらしい咳せきが響ひびく。彼女は紺こん色いろのスクール水着を着ていたため、薄うすい膨ふくらみの胸が咳で激しく揺ゆれている様がよく見えた。


「吹音ちゃん大だい丈じよう夫ぶ!?　火のそばで目をつぶったら危ないわよ！　あたしが守ってあげる!!」


　下がミニスカ型になっているライトグリーンのビキニを着た蘭が、ポニーテールを揺らして鳴唐さんに駆かけ寄る。彼女はここぞとばかりに鳴唐さんに抱だきつき、頰をすり寄せていた。


「……蘭さん。バーベキューのそばでそんなことしたら逆に危ないでしょ。火に当たるわよ」


　謡江が呆あきれたようにつぶやく。彼女はフリルのついたピンク色のビキニを着ており、形の整った胸やしなやかな太ふと股ももといった抜ばつ群ぐんのプロポーションをおしげもなく披ひ露ろうしていた。


「鳴唐さんは火起こしに新聞紙を入れすぎなんだよ。バーベキューは事前計画が大切なんだ。火起こしに使う物質の熱伝導率やその他の性質をきちんと考えた上で計算して──」


　淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせて、律がバーベキューの火起こしを理り屈くつっぽく語っている。みんな水着を着ている中で、彼だけは爽さわやかなライトブルーのポロシャツ姿だった。


「ははっ……みんな元気だなぁ。若さっていいなぁ……」


　ぼくはみんなから少し離はなれた場所で、大の字になって寝ねながらつぶやく。海水パンツ一枚になっているため、夜気で冷やされた浜辺の砂が背に当たって心地ここちいい。


　──閃新聞の取材で来たこのリゾートは今、夜になった外に合わせるようにして照明のほとんどを落としていた。小さな光が天てん井じようにいくつも灯ともり、星空が再現されている。


「丈途くんもバーベキューを一いつ緒しよにしたらどうなの？　せっかく取材の息いき抜ぬきでみんなと用意したのに……」


　ぼくの脇わきに座っていた競泳水着の女の子がつぶやく。勝代だ。張りのある彼女の胸が、競泳水着の窮きゆう屈くつなしめつけでギュッと抑よく圧あつされているのがよく見えた。


「ぼくはここでみんなが楽しんでるのを見てるよ。ふっ……だってさ、幸せだろ？　みんなが幸せそうにしてるのを眺ながめるのはさ……ははっ」


「……丈途くん、また変なテンションになってるわよ。部長に彼氏がいるってわかったときと一緒」


　──ギクッ！


「ち……違ちがうよ！　ぼく、全然普ふ通つうだから!!」


「噓うそ。丈途くん……やっぱり部長のこと好きなのね」


「好きもなにも、部長には彼氏がいるだろ!?」


「その彼氏と部長がホテルの部屋に消えたのを見てから、ずっとテンションがおかしいもの」


　……うっ！　確かにそうかも……。


　ぼくたちは部長と彼氏がホテルの部屋に消えたのを目もく撃げきしたあと、この浜辺でバーベキューを始めた。バーベキューの準備をしているときから、ぼくはずっとここに寝ね転ころがったままだ。


「私、なにかと丈途くんのそばにいたがるでしょ？　でも……それが迷めい惑わくなら、迷惑ってはっきり言ってくれていいのよ……？」


　勝代はどこか悲しそうに顔を伏ふせると、そのまま黙だまりこんでしまった。


　いつも元気な勝代がこんな風に黙りこむだなんて……ど、どうしたらいいんだ!?


　慌あわてているぼくの横から、女の子の淡たん々たんとした声が響く。


「痴ち話わ喧げん嘩かはあとにしろ。……と言いたいところだが、まぁ、目の前で部長が男とホテルの部屋に消えれば気にしない方が無理か」


　声のした方へ顔を向けると、くのいち装束を着たままの来夏がいた。よほどこのコスプレが気に入ったらしい。


「あのクロトが部長の彼氏と決まったわけじゃないが、同じ部屋で一晩過ごせば当然……」


　来夏のつぶやきに、ぼくはつい言葉の先を想像してしまう。


　部長は年とし頃ごろの女の子だ。そしてクロトは年頃の男……。そうなればやることはひとつで、きっとベッドの上で部長はクロトから服をまさぐられつつ「んっ……みんなが取材してる最中にあたくし……あっ……んんぅ……!!」と喘あえぎ、その豊満な胸を揉もまれながら「だ、駄だ目め……部長としてあたくし……こんな……んくっ……!!」だなんて淫みだらに顔をとろけさせて──。


「あぁぁぁ！　もう、こんな状じよう況きようじゃ取材は続けられないよ!!」


　ぼくの叫さけびは、バーベキューに熱中しているみんなの笑い声で霞かすんで消える……。


　そんな中、勝代の肩がピクッと動いた。


「……取材、さぼるの？」


「……へ？」


「取材、続けられないって言ったでしょ？」


「だってさ……部長とクロトは、新聞同好会のことでぼくたちになにか隠かくし事があるみたいじゃないか。それがはっきりするまでは取材なんて──」


「ダ・メ！」


「……え？」


「私、新聞同好会のマネージャーとしてそんなこと許さないわ！　絶対に取材は続けるの！　きちんと取材するの！　なんだったら今からやるの!!」


「い……今から!?」


「丈途くん、どうせバーベキューには参加しないんでしょ！　だったら問題ないじゃない！　ほら、そこにいい取材対象がいるし!!」


　勝代はそう言って来夏を指差す。


「わ……私か!?　私であのエロナレーションをやるのか!?」


　いきなり話題を振ふられた来夏は、驚おどろきで舌を嚙かんでいた。


「だって来夏ちゃん、もうコスプレしてるじゃない」


「私は関係ないだろ!?　そもそも写真家の私が撮とられるなど──」


「さぁ丈途くん！　来夏ちゃんでエロ萌もえを撮っちゃいましょう!!」


　勝代はそう言って取材用に持ってきていたカメラを掲かかげる。


「来夏ちゃんが逃にげる前に早くするわよ、丈途くん!!」


「だから、部長とクロトが隠してることがはっきりするまでは──」


　勝代はその言葉を無視すると、寝ねていたぼくの手を取って力ずくで立ち上がらせ、蝶ちようネクタイとマイクを渡わたしてくる。


「もう……強ごう引いんだなぁ」


　ぼくは渋しぶ々しぶ蝶ネクタイを首につけると、逃げる来夏へ目をやってマイクへ語りかける。すると、浜はま辺べに設置されていたスピーカーからぼくの声が流れ始めた。












「あっ……駄目よ、こんな所で……んくっ……！」


「大丈夫さ。夜の浜辺なんて暗くて周りが見えないしね」


　砂浜にあるちょっとした岩場の陰で、男と女が身を寄せ合っていた。男は服の上から女の胸をまさぐりながら、耳元でささやくようにして喋っている。


「──ふん。あいつら私がいるとも知らずに……。今日もたっぷり稼がせてもらうぞ──」


　闇間に潜んでいた来夏が、静かにつぶやく。彼女はくのいち装束に身を包み、息を殺してカップルへとカメラを向けていた。──盗撮だ。誰にも気づかれずに密命を果たす忍びがごとく、影のようにして盗撮を成功させ続ける来夏……くのいち装束は、そんな彼女に見合ったトレードマークと言えよう。


「やんっ……！　うくぅぅ……」


　男が手に力をこめ、女の胸に指を食いこませる。そのせいで、女の喘ぎが一際激しくなった。食いこんだ指は胸を固定し、皮膚でなく胸そのものを左右に回して愛撫し始める。


　──ごくり。


　男の荒々しい手つきを見て、来夏が生唾を呑んだ。思わず、あの男に自分が触られたらどうなってしまうか想像する。


「……なにを馬鹿なことを考えているんだ、私は……」


　そう言って来夏が姿勢を変えて岩場に座った瞬間……岩の突起が、彼女の股間を押した。


「──んふっ……!!」


　耐えられず、来夏は喘ぎを漏らしてしまう。慌てて自分の口を手で押さえたが……不意に訪れた快楽に、知らず続けて腰を動かしていた。


「あうぅ……んくっ……！」


　来夏は岩のゴツゴツとした突起に危険を感じながらも、淫らに腰を振り続ける。少しずつ岩に体重をあずけ、ショーツをより強く突き上げさせていた。


「ふぅぅ……！　んんっ……くっ……!!」


　ついには、来夏のショーツが破れ始めてしまう。このまま本当に岩が腿の内に食いこんでしまうのではないかと思うくらい、激しい腰つき……。


「──おい。あそこで誰か、ひとりで感じてるぜ！」


　唐突に、来夏の後ろから声がした。振り返った彼女の瞳には、見知らぬ男たちが下卑た顔をして自分に近づいている姿が映る。


　──見つかった！


　盗撮にあるまじき、くのいちにあるまじき失態に気づいて焦る来夏。


　だが彼女は次いで、この先訪れるであろう男たちの暴挙を思い……より強く、岩に股間を押しつけてしまった。












「くっ……やめろぉぉぉぉぉぉ～～～～!!」


　ぼくのナレーションを聞いた来夏は、恥はずかしさが爆ばく発はつしたように叫さけびながらどこかへ駆かけ去ってしまった。


「……来夏、ごめん。でも浜辺でひとりエッチする来夏……エロかったよ」


　静かになった浜辺で、ぼくのつぶやきを聞いた誰かが苦く笑しようしていた。目を向けると、バーベキューをやっていたみんながこちらを見つめている。どうやら苦笑していたのは律と謡江らしい。鳴唐さんは不思議そうな顔でこちらを見つめており……蘭に至っては、心底嫌いやそうに眉まゆを寄せていた。


「今のは取材だからね！　ぼくの趣しゆ味みでやったことじゃないから!!」


　ぼくは言いながら蝶ネクタイを外し始める。


　──ザッ……。


　後ろで、誰かが砂浜を歩く音がした。


「……来夏？　やけに早く戻もどってきたね──」


　言いながら振ふり返るとそこには……部長がいた！


「どうしてここに……!?」


　彼女はブラックカラーの一風変わった水着を着ていた。基本はビキニだが、胸の部分を横巻きにした布だけで覆おおっており、腰の部分も布を斜ななめに巻いている。彼女自身の大人びた雰ふん囲い気きもあいまって、まるで南国の女王様のように見えた。


「色々と用事が終わりましたもので……」


　部長はどこか気まずそうに言うと、こちらから離はなれてひとりで砂浜に腰をおろしてしまう。普ふ段だんの強気な言動はなりをひそめ、歯切れの悪いことこの上なかった。


　……部長、彼氏と一いつ緒しよにいるところをぼくに見られてから、ずっとあんな感じだな……。


「ねぇ部長──」


「やぁ、みんな楽しんでいるようだね」


　不意に横合いから声がする。目を向けると、半はん袖そでのワイシャツを着た眼鏡姿の男がいた。


「クロト……」


　彼はぼくのライバルだ。そして今まで知らなかったが……部長の彼氏だった。


　……部長はクロトの前であの水着に着き替がえたのかな……。


　部長とクロトの甘いひとときをまたしても妄もう想そうしそうになり、頭かぶりを振って必死に抑おさえる。


「……部長、どうしてクロトなんかと……」


「ぼくとあの子の関係、気になるかい？」


　ぼくのつぶやきを聞きつけたクロトが、こちらへ近づき静かにささやく。


「……べつに」


「そうか。……しかし、あの子も粋いきなことをする。特集の取材にかこつけてリゾート旅行をして、みんなと最後の思い出作りだなんてね」


　…………最後？


「ちょっ……最後ってなにさ!?」


「おや、きみはまだ聞いてなかったのかい？　しかしぼくから言うことではないし……」


　──そのとき、ぼくは思い出した。部長の学年は謎なぞのままである。もし三年生だった場合は……もうすぐ卒業だ！


「丈途くん。おそらくきみは今、ぼくとあの子に繫つながりがあることを知って『こんな状じよう況きようじゃ取材は続けられない』と思い始めているんじゃないかい？　だが、あの子は信念をもって閃新聞を作っている。ぼくのことは置いて、この取材をやりとげて特集を成功させて欲しいな」


「でも部長は、自分とクロトの夢のために閃新聞を作ってるんだろ？　クロトが絡からんでることなんて……うさんくさいな」


「やはり、ぼくがあの子と廊ろう下かで話していたことを聞いていたんだね」


　──そう。部長は自分とクロトの夢を叶かなえるために、新聞同好会を利用しているようなのだ。


「ぼくに特集を成功させるよう頼たのむなら、自分の夢をちゃんと話したらどうなの？」


「ふっ……。ぼくとあの子の夢なんてたいしたことないさ。わざわざ他人に話すようなことじゃないね」


「ならふたりでやればいいじゃないか。ぼくや勝代……新聞同好会まで巻きこまないでくれ」


「冷たいことを言う。あの子はその新聞同好会の部長じゃないか。きみたちの思い出は偽にせ物ものなのかい？　ぼくはあの子が同好会のことを楽しそうに話すのを何度も聞いたよ？」


　新聞同好会の思い出……。そうだ。部長との出会いは突とつ然ぜんで、彼女の強ごう引いんなペースに巻きこまれて一緒に立ち上げた同好会だが……楽しかった。エロアイデアで勝ち抜ぬく閃学園チームを取材した、新春の羽子突つき大会。雪山で遭そう難なんしつつも取材をやりきった、サバイバル隠かくれん坊ぼう。他ほかにもぼくは、同好会でたくさんのことを経験した。そしてそのすべてが……大切な思い出だ。


「丈途くん。きみはこの旅行が、あの子の用意した『最後の思い出作り』だと知ってしまったよね？　これが最後……そんな状況で、手て抜ぬきの特集なんて作れるかい？　たとえその特集が、あの子とぼくの夢を叶えるために必要なものだったとしてもね」


　ぼくを試ためすように言うクロト……。


　っ……！　クロト、自分たちの夢にぼくが協力せざるを得ないように「最後の思い出作り」だなんて教えたのか！　相変わらず人の心を読んで意のままに操あやつろうとする奴やつだ!!


「知らない夢に協力なんてできないよ!!」


「簡単なことさ。きみは特集記事を成功させてくれるだけでいいんだ。よろしく頼むよ」


「クロトなんかによろしく頼まれたって──」


「そう感情的にならず、よく考えてみてくれ。あの子のためにね」


　クロトはぼくの怒ど声せいをいなすように微笑ほほえむと「では、一足先にバーベキューへ加えてもらうよ」と言って鳴唐さんたちのところへ行ってしまった。


　急にバーベキューへと加わったクロトを見て彼女たちは驚おどろいていたが、あの場にいるメンバーはほとんどが秩ちつ序じよ派としてクロトの仲間だったことがある。無秩序派だった謡江は戸と惑まどっていたが、他のメンバーはすぐにクロトと打ち解けてバーベキューを続けていた。


「……おいおい、私がいない間に妙みようなことになってるな。なんでクロトがバーベキューなんてしてるんだ？」


　来夏が、豹ひよう柄がらのあしらわれたハイレグ水着を着て戻もどってきた。スレンダーな彼女がハイレグを着ると長くて綺き麗れいな足が強調されて映はえる。強い眼力メヂカラと豹柄が合わさり、まさに女め豹ひようのようであった。


「鳴唐さんたちは秩序派だったからね。ぼくにとってクロトは敵対した相手でも、みんなにとっては仲間だったから……」


「ふん。あんな奴と仲良くするなんて、考えただけでゾッとする」


　来夏の言葉に、ぼくは苦い顔をして頷うなずくしかなかった。


　そんな中、勝代がみんなから離はなれて座る部長を心配そうに見つめている。


「部長……どうしてクロト先せん輩ぱいとの夢を教えてくれないのかしら。そのために新聞同好会が動いてるんだとしたら……私たちだって無関係じゃないのに……」


　勝代の言う通りだ。そして、部長がなにも語らないせいで、ぼくの中で部長に対しての不信感が増している。


「……ほんと、こんな状況で取材なんて続けて大だい丈じよう夫ぶなのかな……」


　ぼくのつぶやきが誰だれかの耳に届くことはなかった。


　楽しそうにバーベキューをする声が響ひびく中で、部長はただ、黙だまり続けている。








　バーベキューが終わると、ぼくはホテルに帰ってすぐに寝ねた。一日中取材をして疲つかれていたのだろう。そんな夜中過ぎのことだった……。


　──カチリ。


　唐とう突とつに、小さな金属音がした。


　不思議に思ってベッドの中から音のした方を見ると……バスローブ一枚の女の子がいた！


「ぶ……部長!?　どうしたの!?」


　そう。視線の先にいたのは部長だった。部屋の扉とびらの前に立ち、なぜかうつむいている。


　彼女は後ろに外国人ＳＰふたりを従えていた。スーツとサングラスという怪あやしすぎる恰かつ好こうをしている男たちで、白人っぽい男がロッキー、黒人っぽい男がブレイドである。


　部長はぼくの声に反応するように、顔をわずかに後ろへ向けた。


「ふたりとも、さがっていてください」


　その一言で、ＳＰたちはドアのそばから離れて姿を消す。


「……なにも言わないでください。丈途さんがあたくしに色々と聞きたいことがあるのはわかっております。ただ……今はあたくしの話を聞いて欲しいのです」


　部長は部屋の扉をしめると、こちらへ向かってそっと歩みを進める。ぼくはベッドから身を起こし、黙って彼女を見つめていた。


　やがて部長がぼくの前に立つと、シャンプーのいい匂においがふわりと漂ただよってくる。


　……風ふ呂ろ上あがりなんだ。って……風呂上がりでバスローブ一枚でここに来たの!?


　ごくり……。


　つい、生なま唾つばを呑のんでしまった。


　まさか……ぼくに身を捧ささげるために体を洗ってきたのかな……。ど、どうしたらいいんだ!?　取材旅行でこんなチャンスが訪おとずれるだなんて思ってなかったし……なんの準備もしてない!!


「えと、こういうときは確か……コウノトリさんだ！　そう、コウノトリさんに任せていれば万ばん事じオッケーで、子供もすぐに運んできてくれて……って、駄だ目めじゃん！　高校生で子供なんて運ばれても、ぼく、育てる自信がない!!　あぁ……どうしたらいいんだ……初めての経験で、なにをしたらいいのか……くっ！　コウノトリさんめ……子供はまだいらないのに……」


「……子供？　なにを言ってるんですの??」


　部長が、こちらをいぶかしげに見つめていた。


　──しまった！　突とつ然ぜんのことで慌あわてちゃった！　よく考えたらぼく……ポルノ作家だった!!　自分のポルノを参考にして大人の階段をのぼればいいじゃないか!!


「部長、ぼくに任せてくれ！　今まで小説で何度もイメージトレーニングしてきたし……満足させられると思う!!」


「……満足？　なんのことですか??　あたくし、真面目まじめなお話をしにきたので……できれば静かに聞いて頂きたいんですが……」


　部長はベッドに腰こしかけると、扉の方を向いて心の準備をするように目をつぶる。


　……真面目なお話……。


「つまり、エッチな話じゃないってこと……？」


「当り前です!!」


　ぼくの発言に、部長が目を見開いて思いっきり突つっこんできた。


　……なんだ。違ちがうのか……よく考えたらそうだよね。部長、彼氏がいるし……エッチなことするわけないよね……。


　ぼくが肩かたを落としていると「もう、お話ししてよろしいですか？」と部長がつぶやく。


「……うん」


「では……」


　部長はそう言うと同時に、こちらへ腕うでを伸のばしてぼくの手を取り……。


　むにゅっっ！


　急に、自分の胸へぼくの手を当てた!!


「ぶ……部長!?」
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　ぼくの手を包みこむような豊満な胸の感かん触しよく……。お風呂上がりということもあって、温かく、しっとりとしていた。


　これはやっぱり……エロ展開!?


　そのとき、ぼくの手が指先大の丸い傷に触ふれる。部長の胸にあるこの傷……覚えがある。弾だん痕こんのような、あの傷きず痕あとだ……。


「この傷を丈途さんに知られたときあたくしが言ったこと、覚えておられますか？」


　部長が、絞しぼり出すような声で言う。弾痕のような傷痕……新聞同好会で雪山に行ったとき、遭そう難なんしてみんなで身を寄せていてぼくが知らず触さわってしまった傷……。


「あのときあたくしは、いつか時がくれば丈途さんに一番にお話ししますと言いました。今も、その気持は変わりません。ですから……こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう況きようで言っても説得力がないのはよくわかっておりますが……あたくしのこと、信じてもらえませんか？」


　部長がいつの間にかこちらを向いていた。どこかすがるような瞳ひとみで、ぼくを見つめている。いつも自信満々の彼女がこんな顔をするなんて……信じられない。


「……いつになったら全部話してくれるの？」


「……ごめんなさい……」


「クロトが、この旅行が最後だって言ってた。それ……どういう意味？」


「……ごめんなさい……」


　答になっていない答ばかりを言い、部長は申し訳なさそうに首を横に振ふる。


　……部長のこと、本当になにもわからないままだな……。


　部長はぼくの返答を待つようにして、目の前でうつむいていた。重要なことはなにも語らず、ただ自分を信じて欲しいという部長。普ふ通つうに考えてずいぶん無理のある話だ。


「……部長、ぼくと一いつ緒しよに新聞同好会を立ち上げたときのこと、覚えてる？」


　部長が、そっとこちらを見つめる。


「いきなり部長がぼくの目の前に現れてさ、『あなたのポルノ小説の才能、新聞同好会で活いかしなさい』だなんて言って……無む茶ちや苦茶な子だと思ったよ。でもさ、部長がどうしても新聞同好会を作りたいって思ってることだけはよくわかった。だからぼくも協力して、一緒に同好会の立ち上げを手伝って……」


　ぼくの言葉を聞きながら、部長はそのときのことを思い出すように遠くを見つめる。ぼくの手を握にぎっていた指に、少しだけ力がこもった。


「部長、あのときぼくに〝駒こま〟って言ったろ？　部長にとってそばに在るべき存在だって……でもさ、なにも言ってくれなかったら、ぼくはなんの力にもなれないよ？」


　その言葉で、はっとしたように部長が顔を上げる。


「丈途さん……」


　思わずやってしまったかのようにぼくの手をこぼし、部長はただこちらを見つめていた。


「あたくし……あたくし……」


　部長の腕が、再びこちらに伸びてくる。今度はぼくの手でなく、ぼく自身を捕つかまえようとするようにゆっくりと伸びてくる。そして、ついにぼくを抱だきしめようとした瞬しゆん間かん──。


「……っ……！」


　彼女は耐たえるように呻うめき、宙で拳こぶしを固めた。次いでその拳を自分の胸に置き、絞り出すようにして「ごめんなさい……」とまた謝ってくる。


「丈途さん、今日はこれで……」


　言うなり部長はベッドから立ち上がり、逃にげるようにして扉とびらへと向かう。


「──部長！」


　ぼくの声で、部長の足が一いつ瞬しゆん止まった。彼女は前を向いたまま、震ふるえる声を出してくる。


「……ごめんなさい。でも……ありがとう」


　それだけ言うと、今度こそ本当に部屋を出てしまう。


「……部長……」


　シャンプーの残のこり香がだけが、いつまでも部屋に漂ただよっていた……………………………………。


　──ギィ。


　しばらくして、誰だれかが部屋の扉を開けた。見ると、入口に部長のＳＰたちが立っている。


「小こ僧ぞう。お嬢じようにあそこまで言わせて協力しなかったら……承知しねぇぞ」


　ブレイドが、どすをきかせた声で言う。


「少年。きみが見てきたお嬢は、信じるに値あたいしない女性だったか？」


　ロッキーが、静かに問いかけてくる。


　ふたりはこちらを一度じっと見み据すえると、すぐに踵きびすを返して去ってしまった。


「信じるに値……か」


　さっきまで部長の胸に触れていた手を見つめ、ぼくは漏もらす。


　弾痕のような傷……部長は、あの傷にどれほどの想おもいをこめて夢を追いかけているのだろうか。傷を負うほど危険な目にあってまで、なにをやりとげようとしているのだろうか。


「きっと、部長にとっては命を賭かけてもいいくらい大切なことなんだろうな。部長がそこまでしてなにかをやりとげようとしてるなら……クロトは信じられないけど、部長なら──」


　──信じられる。


　そう、思った。








　潮風がぼくのシャツを優やさしく揺ゆらす中、人々の楽しげな笑い声が響ひびいている。


　浜はま辺べは、今日もにぎやかだった。


　海へ目をやると、鳴唐さんがスクール水着を着て浮うき輪で泳いでいるのが見える。


　……浮き輪か。鳴唐さんらしいな……。


　微笑ほほえましく思いながら彼女が泳ぐ様を眺ながめていると──。


　バチャンッ！


　音を立てて、鳴唐さんが逆さまになった！　浮き輪を中心に百八十度回転してしまい、足が水上に、頭が水の中に入っている！


　お……おぼれた!!


　ぼくが急いで駆かけ出そうとすると、それよりも速く誰かの影かげがこちらを横切って鳴唐さんへと一直線に疾しつ走そうする。ミニスカート仕様の婦警服を着ている子で、あまりの速さにポニーテールが激しく揺れていた。


「──吹音ちゃん！　あたしの妹になるまでは……いや、あたしとつき合わないで死ぬなんて駄だ目めよっっっ!!」


　鳴唐さんを助けようと走っていたのは、コスプレをした蘭だった。彼女はいまだ息ができず足をバタつかせている鳴唐さん目がけ、素す早ばやく海へダイブする。


「──危なかったわ！　吹音ちゃん、あとは人工呼吸を──」


「けほっ、けほっ……。それよりお水が飲みたい。ここの海、本当にお塩の味がするの……」


「いいえ！　まずは人工呼吸をしないと危険──」


「でも吹音、もう息してるよ？　それよりお水が──」


　蘭は無事に鳴唐さんを助けられたようだが……そのまま延々と、人工呼吸と水の話を繰くり返し始めてしまった。


「……よかったわね。でも蘭ちゃん、凄すごいスピードだったわ……」


　隣となりから声がしたので目を向けると、競泳水着を着た勝代が駆け出そうとした姿勢のまま呆ぼう然ぜんとしていた。


「蘭、鳴唐さんが絡からむと目の色が変わるからね……」


　ぼくが苦笑いしていると、ふと、浜辺の一角でうつむいている部長が目に入った。南国の女王様のような横巻き布の水着を着ているが……にぎやかな浜辺でひとりうつむいていると、華か美びな恰かつ好こうにもかげりが差す。


　ぼくの視線に気づいた勝代は、部長に目を向けて「まだ元気がないのね……」と不安げに漏らしていた。


　昨日の夜、バスローブ一枚でぼくの部屋に来た部長のことを思い返す。何度も何度も「ごめんなさい」ばかり口にしていた部長……きっと、いまだそう思って暗い顔をしているのだろう。


「……ぼく、どうしたらいいんだろう……？」


　部長のことは信じると決めた。だが、彼女が自分を責めて暗い顔を続けているのなら……簡単には普ふ段だん通りに戻もどってくれないだろう。


「──丈途。さっさと取材を終わらせてちょうだい。あたし、吹音ちゃんと遊びたいから」


　声のした方を見ると、ミニスカ婦警服をびしょ濡ぬれにして立つ蘭がいた。上着が海水で胸にはりつき、その綺き麗れいな形を露あらわにしている。ミニスカも海水で足にはりつき、腿ももの内付近までその形をくっきりと見せていた。


　──エロい！


　蘭がびしょ濡れになってくれたおかげで、いい妄もう想そうができそうだ。


　ぼくはさっそく蝶ちようネクタイとマイクを用意すると、すぐにナレーションを始めた。












　──ピー！　ピピー!!


　昼の浜辺にけたたましい笛の音が鳴り響く。


「こら、あんた！　汗まみれの汚らしい体で女の子に近づくんじゃないわよ!!」


　ビキニの女を口説いていた海パン姿の男に、蘭が怒鳴り声を上げる。彼女は今、ミニスカート仕様の婦警服を着ていた。この浜辺を守るために見回りをしていたのだ。


「──ちっ。うるさいのが来たな……」


　男は漏らすと、面倒そうにその場を離れてゆく。口説かれていた女は安心したように息をつくと「ありがとうございます」と言って蘭から離れようとした。その瞬間──。


「駄目よぉ～。だってあなた、魅力的すぎるんだもの。きっとこの浜辺にいる限り口説かれ続けるわ。警官として、ちゃんと保護しないと。まずは身体検査からねぇ～」


「……え？」


　女の目が、点になった。


　蘭は言うが早いか女に襲いかかり、ビキニから見える胸の谷間に指を差し入れる。


「んぅ……!!」


　女はそれだけで感じてしまったようだった。しかし蘭は愛撫をやめず、胸の谷間に差し入れた指を動かして水着の中で乳房をまさぐった。水着の抑圧と女の汗で、愛撫する指はじっとりと這うかたちになる。その半端な力加減が、より女の意識を胸に集中させてしまった。


「あんっ……あなた……ふくぅっ……ほんとに婦警さんなの……くぅっ……!!」


「あら失礼ねぇ。本物よぉ？　その証拠に、銃だって携帯してるんだから。ほら──」


　蘭はそう言って女の水着から手を抜き、その指先を掲げる。


「……それが、銃？」


「そう。この銃が放つのは……弾丸タッチよ！」


　蘭は言うなり指先を高速で動かし、女の胸に当てる。プログラミングの天才たる蘭は、異常に速い指使いができるのだ。そのあまりの速さから生まれる衝撃は、女の胸が大きくたわむほどだった。


「はぁぁぁぁ!!　婦警さん、そんな……私、私もう……!!」


　愉悦に浸った顔で女が声を上げる。


　それを聞いた蘭は、満足したように微笑み、女の耳元にそっと口を寄せた。


「あたしの部屋で、一晩中きちんと保護して、あ・げ・る[image: ]」












「──とんでもない婦警だな。ナンパを横取りかよ……」


「──でも、婦警が百合ゆりしてるのを眺ながめるのも悪くないぜ」


「──あの婦警、見た目からしてエロいもんなぁ」





「っ…………」


　ぼくのナレーションを聞いた男性客たちの反応を耳にして、蘭が呻うめきながら体を震ふるわせる。


「どうしたの？」


「か……覚かく悟ごしてたけど……やっぱりヤだわ！　なによこの羞しゆう恥ちプレイ!!」


　──バシィィン！


　蘭の手の平が、ぼくの頰ほおを思いっきり打つ。


「痛っっ～～～～!!」


　蘭はぼくの声を無視して、浜はま辺べから駆かけ去ってしまった。


　……こういう取材だって知ってたくせに……酷ひどい……。


　痛む頰を押さえていると、律がぼくの横に来て「蘭の場合、取材協力してくれただけでもよしとするしかないのかな……？」と苦笑いしていた。


　律はラベンダー色のポロシャツを着ている。変に恥はずかしがり屋なところがある彼は、人前で肌はだをさらすのを嫌きらうため水着を着ないのだ。


「……丈途くん。私はなんでこのコスプレなの……？」


　ぼくの脇わきで、震えるような声がする。見るとそこには……チアガールがいた！　夏の陽ひ射ざしで染めたような鮮あざやかな黄色の衣装で、彼女のきらめくアイドル性がさらに輝かがやいている。


「似合ってるよ、謡江」


　素す直なおに誉ほめたぼくの言葉に、彼女は面めん食くらっていた。「あ、ありがとう……」と頰を染めてしまい、声の震えが止まる。


「でも、やっぱりわからないわ。なんで浜辺でチアガールなの？」


「浜辺で……っていうより、救護室でかな」


「救護室？」


「この暑さにやられた人たちを、チアガール姿で応おう援えんして欲しいんだ」


「な……なにその発想!?　だいたい、そんなことしたら余計に暑苦しいじゃない!!」


「大だい丈じよう夫ぶさ。謡江はファンクラブまであるような子だし……応援されたら絶対に嬉うれしいって」


「その考え、男性患かん者じや限定でしょ!?」


「いいからいいから」


　ぼくは謡江の背を押すと、強ごう引いんに救護室まで連れて行った。












「ラララァ～～♪」


　チアガール姿の謡江が、救護室で歌いながら踊りを見せ、患者たちを元気づけている。謡江の美声が奏でるアップテンポは、沈んでいた患者たちの気分を一気に軽くしていた。だが──。


「……あら？　あなたはまだ沈んだ顔のままね」


　救護室の奥に、ひとりだけ陰鬱な顔を続ける男がいた。どうやら暑さにやられたらしく、だるそうな表情のままベッドに横たわっている。


「──よし！　じゃあ私、あなたの上で直接チアリーディングするわ!!」


「……俺の上で？　直接??」


　男がいぶかしげな顔をしていると、謡江がバッグからボンボンを取り出していきなり男の上にまたがった。そして……急に、腰を振り始めた。


「んっ……Ｆ・Ｉ・Ｇ・Ｈ・Ｔ　ファイト！　はぁっ……Ｆ・Ｉ・Ｇ・Ｈ・Ｔ　ファイト！」


　謡江はボンボンを動かしつつ、かけ声を上げながら腰を振る。腰の動きの激しさとスカートの短さで、彼女のしなやかな足が根本まで丸見えだ。


「あくぅ……Ｆ・Ｉ・Ｇ……はあぁっ……！　Ｈ・Ｔ……ふっっ……!!」


　腰の動きが激しさを増すにつれ、謡江のショーツが段々と濡れてくる。そのせいで腰がよくすべるようになり、さらに動きが激しさを増した。振るほどに速くなる腰つき……今や、謡江のショーツはねじれ始めている。


「くふぅ……！　ファ……あぁっ!!　イ、ト……んっっ!!」


　アイドルのようにかわいくも晴れやかな顔で応援していた謡江が、いつの間にか淫らに男を求める恍惚とした表情を浮かべていた。


「あぅっ……まだ元気にならないのね。くっぅ……じゃあこれなら……」


　謡江は男の上にまたがったまま、相手のズボンに手を伸ばす。そして、そっとファスナーをおろし始めた。


「私の元気、体の内から直接送ってあげるわ。ね？」


　そう言ってパンツ越しに男の股間を握った謡江は、硬くなったそれを愛おしそうに撫で上げ、甘い吐息を漏らしていた。












「──俺にもチアリーディングしてくれ！」


「──馬ば鹿か野や郎ろう、俺がしてもらうんだよ!!」


「──あ、僕、暑さにやられて元気が出ないんだよねぇ……」





　ぼくのナレーションを聞いた男性患者たちが、次々と声を上げる。しまいにはみんなして謡江に「チアリーディングしてくれ！」と必死にお願いし始めた。


　男性患者たちに圧された謡江は、戸と惑まどいつつもボンボンを振ってアップテンポを歌い始める。そして救護室に響ひびき渡わたる──超ちよう絶ぜつ高周波！


「や、や[image: ]てぐれ……本当に歌わないで……」


　バラードを歌えば天使のような美声を発する謡江だが……アップテンポを歌うと、キメラ合成獣の遠とお吠ぼえさながらの禍まが々まがしい高周波を発するのだ！





「──ぐおぉぉ……やめ……いや、でもかわいいから許……したら死ぬかも……」


「──痛っっ……高周波で傷口が、傷口が開くぅぅぅ……!!」


「──誰だれよ、あの迷めい惑わくな女は！　さっさと叩たたき出して!!」





　救護室の中が阿あ鼻びき叫よう喚かんの地じ獄ごくと化す中、病人の皆みな様さまの呻うめきが聞こえる。


　──やばい！　このままだと本気で死人が出る!!


[image: ]


　ぼくは自分の両耳を押さえたまま謡江のそばまで行くと「もう取材は終わったから！　早く帰ろう!!」と叫さけび、救護室から一いつ緒しよに駆かけ出た。








「はぁ……はぁ……はぁ……」


　救護室から逃にげ出したあと、ぼくは浜はま辺べに戻もどって荒あらい息を整えていた。謡江は着き替がえに行っているので、しばらくは戻ってこないだろう。


「──取材はすべて終わったようだな。あとは思う存分遊ぶだけ……と言いたいところだが、こんな状じよう況きようではそんな気分にもなれんか」


　ハイレグを着て長い足をさらした来夏が、ぼくの近くまで歩みを進めてため息をつく。


「……どういうこと？」


「あいつらさ。繫つながりがばれた途と端たん、隠かくそうともしなくなったな。目め障ざわりもいいところだ」


　来夏がどこかへ目をやったので追って見ると……浜辺の一角にいる部長の脇わきに、いつ来たのかクロトが座っていた。クロトは部長になにか話しているようで、たまに部長が頷うなずいている。


「ふん。仲のいいことだ」


「…………」


　ぼくが黙だまってふたりを見つめていると、こちらの視線に気づいたクロトが急に立ち上がった。そして、ぼくの方へ向かってくる。


「……なにさ、クロト」


「そう邪じや険けんにしないで欲しいね。ぼくはもう帰るから、安心して旅行を楽しむといい。最後にひとつ、頼たのみたいことがあって来たんだ」


「特集記事を成功させる以外に、まだ頼みがあるっていうの？」


　ぼくが嫌いやそうに言うと、クロトは「まぁそう言わずに聞いてくれ」と部長の方へ目を向ける。


「あの子はあぁ見えて案外弱いところもある。できれば丈途くんには、同好会の仲間として最後まで支えてやって欲しいんだ」


「言われるまでもなくそうするよ。クロトは信じられないけど……部長は、信じられる」


「ははっ。ぼくはきみにずいぶん嫌きらわれているようだね。だが、それを聞けて安心したよ」


　クロトは身をひるがえすと、そのままぼくの前から去ろうとする。


「丈途くん。きみの女性を見る目は確かだと思うよ。このぼくも、あの子のためにがんばっているのさ。では、さようなら」


　そうつぶやき、クロトはリゾートの出口へ向かって遠のいていった。


「……最後まで支える、か」


　部長はやはり、卒業してしまうのだろう。もし部長がいなくなれば、新聞同好会はぼくと勝代で続けていくことになる。不安も多いが……部長には、あんな顔をしたまま卒業して欲しくない。できれば、笑え顔がおで卒業して欲しい。


「なにかいい方法はないかな……」


　ひとりきりになった部長を見つめながら、考えを巡めぐらせる。


「いつもの部長に戻ってもらう方法……いつもの部長……そうだ！　部長と言えばあれだ!!」








　灼しやく熱ねつの光の中、男たちがじっと刻ときを待っている。息を殺し、神経をギリギリまで研ぎ澄すませ、周りのざわめきから人々の吐と息いきまで聞きとらんとするほど集中している……。


「……勝つのは俺だ……」


　誰かがぼそりとつぶやく。その一言で、男たちに殺気が宿った。流れる汗あせを拭ぬぐいもせず、鋭するどい視線が交こう錯さくする。


「──そろそろフラッグレースの受付時間が終わりま～す！　他ほかに参加者はいませんか～？」


　競泳水着を着た女の子が、マイク越ごしに元気なアナウンスをする。勝代だ。


「夏の浜辺と言えばフラッグレース！　熱砂にまみれ、熱砂を蹴けり上げ、灼熱地じ獄ごくを振ふり切ってその手に勝利のフラッグを～!!　そして勝者に贈おくられるご褒ほう美びは……これよ!!」


　勝代は声を上げつつ、近くにあった大型のボードを指差す。そこに書かれていた文字は──。





『女王様の、お・し・お・き[image: ]』





「「おぉぉぉぉ!!」」


　浜辺に集まっていた男たちが、我こそはと雄お叫たけびを上げる。


　──このフラッグレースの主しゆ催さい者しやは、ぼくと勝代だ。そしてボードに書かれている通り勝者には……女王様のおしおきが贈られる！　つまり参加者は全員、生きつ粋すいのＭ男！　女王様にビシバシと叩たたいてもらうため、Ｍ男たちが浜辺で殺気をまき散らしていたのだ!!


「……こんなレースをわざわざ開かい催さいして、しかも参加までしてるぼくもずいぶんとＭ男だな」


　ぼくはため息まじりにつぶやく。


　勝代に目をやると、ゴール近くに作られたプレハブ型の舞ぶ台たいの裏へ向かっていた。


　しばらく待つと舞台裏から女の子たちが騒さわぐ声が聞こえてくる。





「──なんであたくしがこんなことをしなきゃいけないんですの!?」


「──いいじゃない！　早く着替えて!!」


「──あたくし嫌いやですわよ!!」


「──えぇい！　もう強ごう引いんに着替えさせちゃえ!!」


「──ちょっ……勝代さん、やめ……あっ……」





　……最後の「あっ……」って部分、きっと、服を脱ぬがせて一いつ旦たん裸はだかにしたところだよな……。


　着替えている女の子の裸を妄もう想そうしようとすると……舞台裏から、勝代が出てきた。


「さぁ、準備ができたわよ！」


　言うと同時に勝代は舞台裏から誰だれかを引っ張り出す。それは……革かわのボンデージを着ておしおき棒を持った、部長だった！


「──あっ、丈途さん！　こんな馬ば鹿かなレース……どうせあなたのアイデアでしょ！　なんなんですかこれは!?」


「まぁ……取材の一いつ環かんかな？」


「噓うそおっしゃい！　あたくし、帰りますわよ!!」


　そう言って部長が去ろうとすると、急に辺りから歓かん声せいがわき上がった。





「──あの子が女王様なのか!?　俺も参加するよ!!」


「──馬鹿野や郎ろう！　あの子におしおきしてもらうのは俺だ!!」


「──ぼ、ぼくだって、その……おしおきしてもらいたい……」





　今までフラッグレースの参加者を遠巻きに眺ながめていた男たちが、ボンデージ姿の部長を見た途と端たんに参加受付へ殺さつ到とうしてくる。


「部長、これでもう逃にげられないね」


　ぼくが微笑ほほえむと、部長が「もう！　あたくし、どうなっても知りませんわよ!!」と頰ほおを膨ふくらませ、舞台に座りこんでしまった。


「しかし部長の女王様コスプレ……本当に似合ってるな」


　こっそりと漏もらしながら勝代に目をやる。すると勝代は意を得たように頷うなずき、舞台の前の砂場に一本の小さな旗を刺さした。


「ついにレースの時間となりました！　みんな、女王様のたぎるようなおしおきの嵐あらしを手にするため……全力で駆かけ抜ぬけましょう!!」


「「おぉぉぉぉ!!」」


　男たちがスタートラインに集まり、フラッグに背を向けて砂上に寝ねそべる。最初は十数人だった参加者が部長の登場で膨れ上がり、今や浜はま辺べの一角を埋うめ尽つくすほどの人数になっていた。


　大勢の男たちが、静かにスタートの合図を待つ。


　……普ふ通つうに勝負をすれば、体力の無いぼくがこのレースで勝てるはずがない。だがぼくには……秘策がある！　異種エロ萌もえ対戦特集の取材から学んだ、ある秘策が!!





「スタートッッ!!」





　勝代の声で、みんなが弾はじけるようにして立ち上がった。フラッグの方へ向き直り、筋力の限りを尽くして全力疾しつ走そうを始める。


　──今だ!!


　ぼくはフラッグへ向かって駆けながら、息が切れるのを無視して大声で叫さけび始めた。












「うふふっ……あたくしのために優勝してくださって嬉しいですわ」


　浜辺のフラッグレースを制したぼくの前で、ひとりの女の子が微笑んでいた。──部長だ。彼女はこのレースのレースクイーンを務めていた。革製のボンデージを着て豊満な胸や肉欲的な太股を惜しげもなくさらし、浜辺の男たちの視線を一身に集めている。


「あたくし、強い殿方って好きですわ。お約束通りご褒美を贈らなくてはなりませんわね」


　彼女はそう言った瞬間、ぼくのことを蹴倒してブーツで思いきり踏みつける。


「ぐげぇ……！」


「さぁ、愛しのワンちゃん。狂おしく鳴きなさい」


　部長はおしおき棒の先をぼくの股間に当て、そっと上に動かす。そのなぞるような力加減が絶妙で、つい「ん……」と声を漏らしてしまった。


「……あたくし〝鳴け〟と言ったはずですが？」


　──ビシィィィ!!


「っっっ～～～～!!」


　おしおき棒で、股間を思いっきり叩かれてしまった。ぼくは声にならない声で悲鳴を上げ、股間の痛みで脂汗を垂らしてしまう。


「……人間みたいな悲鳴を上げなかっただけ、よしとしましょう。では……」


　部長はぼくを調教するかのように、わざとさきほどと同じ動きでおしおき棒を股間に這わせる。一度叩かれたせいで刺激そのものに敏感になっていた股間は、棒の微妙な丸みさえ感じ取ってビクンッと反応する。


「ワ……ワン！」


「よくできましたわね。気持よかったですか？」


「ワン！」


「そうですか。では今度はあなたがあたくしを気持よくしなさい」


　部長はそう言うと、ぼくの顔の上にまたがり、自分の股間を押しつけてきた。


「ふっ、ふぐぅ……!!」


「さぁ、お舐めなさい」


　部長に言われて、革のボンデージ越しに股間を舐める。ほんの革一枚向こうに部長の秘部があると思うと、段々、舌の動きが速まってきた。


「あぁっ……！　いいですわ……んっ！　ワンちゃんらしい下品な舐め方ですわねぇ」


　部長は愉悦に浸ったように言うと、肉欲的な太股でぼくの顔を挟んだ。そして、より強く股間を顔に押しつけてくる。


　ぼくは息苦しくなりながらも、部長の体から漂う淫靡な香りを嗅ぎ、気が遠くなり始めた。












　──バタンッ！


　──バタンッ！


　──バタンッ！


　……コース上に、男たちが次々と倒たおれ伏ふしていた。彼らの後ろにはひとしく血の跡あとが残っている……。まさしく、死し屍し累るい々るいの地じ獄ごく絵え図ずだ。


「お前……ずるいぞ。ちゃんと勝負しろ……」


　後ろの方から、怨うらみがましい声が聞こえてきた。振ふり返ると、倒れていた男のひとりが顔を上げてこちらを睨にらんでいる。その鼻からは赤々とした血が垂れていた。……鼻血だ。


「ちゃんと勝負してるよ。あのナレーションはただのかけ声さ」


　ぼくは走りながら言い放つ。前に目を向けると、まだぼくの先を数人の男が駆けていた。


「早くしないと誰だれかがゴールしちゃう……。もう一回ナレーションして、鼻血で倒れてもらわないと」


　──そう。勝代の取材をしたとき、ぼくのナレーションを聞いた男たちは鼻血を出して倒れていた。これはそれをヒントに編み出した必殺技わざ……名付けて「紅の聖書レツド・バイブルストーム」だ!!


　走りながらナレーションをしたせいで、ぼくの息は限界近くまで上がっていた。しかし、ここで負けるわけにはいかない！　部長にいつもの笑え顔がおを取り戻もどすためにぼくは……必ず勝つ!!


「──部長に股間を強く押しつけられたぼくは、それに応こたえるように舌を強く動かして股間を舐め上げる。『んはぁっっ……！　凄っっ……』。部長は本気で感じ始め──」


　ナレーションを続けると、ぼくの前を走っていた男がひとりまたひとりと倒れ始める。


「くっ……まだ残ってる。仕方ない、もっとエロく……」


　先頭を走っている男がフラッグの近くに迫せまっていた。もう、時間がない!!


　ぼくは息も絶え絶えになりながら「部長の股間が、一ひと際きわ熱くなったのを感じた。ぼくの唾だ液えきのせいか部長が濡ぬらしたせいなのか、革かわのボンデージはすでにヨレヨレだ。『くうぅぅっ……！　はっ……元気のいいワンちゃんですわね……あはぁぁっ!!』。部長はとろけるような視線をこちらへ向けると『ご褒美に、あなたの股間を思いっきり蹴けってあげますわ』と言って腰こしをずらし、ぼくの頰ほおに優やさしいキスをしてくるのであった」と声を絞しぼり出す。


　ナレーションし終えると、先頭を走っていた男がついに──倒れた！　先頭の男だけでなく、参加者全員がぼくのナレーションで鼻血を出して倒れていた!!


「やった！　これで優勝だ!!」


　ガッツポーズを作り、ぼくは砂からフラッグを引き抜ぬく。


「丈途くん、おめでとう!!」


　司会の勝代が、ぼくの手を取って晴れ晴れしくみんなへと掲かかげた。浜はま辺べからは勝者を称たたえる大きな歓かん声せいがわき上が………………………………………………………………………らない？


「……あれ??」


　周りを見ると、観衆の蔑さげすむような視線とランナーたちの怒いかりに溢あふれた眼光が刺ささってくる。


「いや……あの……ぼく……」


　しどろもどろになりながら後ずさりを始めた。すると──。


「た～け～と～さ～ん！」


　額に青筋を立て、おしおき棒を手の中でもてあそんでいる部長が近づいてきた。


「お望み通り、たっっっっぷりとおしおきして差し上げますわ!!」


　──ビシィィィ!!


「痛っっっっ!!」


「あたくしに変なコスプレをさせてエッチなナレーションまでして……丈途さんは一体、なにがやりたかったんですの!?」


　──ビシィィィ!!


「痛っっっ……そ、それは──」


　──ビシィィィ!!


　──ビシィィィ!!


「痛っっ!!　痛っっ!!　……ちょ、ちょっと部長!!　ちゃんと喋しやべらせてよ!!」


「なんですの!?　おしおきして欲しかったんでしょ!?」


　部長は再びおしおき棒を手の中でもてあそびつつ、柳りゆう眉びを逆立てて声を荒あらげる。彼女の風格と革のボンデージがあいまって、まさに女王様としか言いようのない姿であった。


「……よかった。部長、いつも通りに戻ってくれたね」


「……え？」


「いつもの女王様っぽい部長だ」


「た、丈途さん、それって……」


「こんな馬ば鹿かなイベントを強行すれば、ふさぎこんでるのをやめてくれると思ったんだ」


　おしおきで痛む体を押さえながら、ぼくは照れ笑いを浮うかべた。


「部長、この旅行が最後の思い出作りなんだろ？　あんな顔のまま終わったら嫌いやじゃないか。ぼくは部長の〝駒こま〟として……あんな顔じゃ終わらせない。本当は笑って欲しかったけど、さすがにこのアイデアじゃ無理か……」


　ははっ……とぼくが苦く笑しようしていると、部長が唇くちびるを嚙かみしめてわずかに体を震ふるわせ始める。


「……部長？」


「──もう！　そんなことのためにこんな無理をして……」


　彼女はぼくの体についたおしおきの痕あとを見つめ、急に涙なみだを流し始めた。


「ぶ、部長!?　な、泣かないでよ……!!」


「無理ですわ。だってあたくし──」


　いきなり、部長がぼくに抱だきついてきた。ボンデージ越ごしに伝わる豊満な胸の感かん触しよく……。


「え!?　部長!?」


「だってあたくし……嬉うれしいんですもの」


　彼女はそう言いながら、瞳ひとみいっぱいに涙を浮かべつつ──微笑ほほえんでいた。








「……痛っぅぅ……」


　放課後。ぼくは足を引きずりながら校舎の中を歩いていた。取材旅行から帰って、もう何日か経たっているが……いまだ、部長のおしおきの後こう遺い症しようが残のこっている。


「部長の本気のおしおき……もうしばらくは痛みそうだな……」


　しかし、おかげで部長に笑え顔がおが戻もどった。それで充じゆう分ぶんだと思う。


「──丈途くん、まだ体が痛むなら肩かたを貸しましょうか？」


　ぼくの隣となりを歩いていた勝代が、心配そうに聞いてくる。普ふ段だんは元気な彼女だが……今はどことなく顔が暗い。


「ありがとう。でも、ひとりで歩けるよ。勝代こそそんな顔をして……大だい丈じよう夫ぶなの？」


「だって……部長とは、今日でお別れなんでしょ？」


　……そうだ。ぼくたちは今日、部長から「大事なお話があります」と部室に呼び出されていた。クロトが言った「最後の思い出作り」という台詞せりふを思えば……部長は今日で新聞同好会を引退するのだろう。


「よく考えたら、三年生はもうとっくに部活を引退している時期だものね。部長は、ギリギリまで私たちにつき合ってくれたのよね」


「そうだね。でも……お別れ、なんて言えばいいんだろう……」


　自然とため息が漏もれ、ただでさえ引きずっていた足の進みが余計に遅おそくなる。


「勝代は冬に新聞同好会へ入ったから、今日まであっという間だったでしょ？」


「えぇ、つい最近のことだものね。でも……私、部長のおかげで変われたわ。男の子の部活でしかマネージャーができなかったのに、女の子がいても大丈夫になったもの」


「ほんとよかったよね。ぼくは……」


　言いながら、今までのことが一気に頭の中を駆かけ抜ぬけた。学園のアイドルにエッチなインタビューをしてみんなから追われるはめになったり、取材で雪山に行って遭そう難なんしたり……大変なことも多かったが──。


「ちょっとはジャーナリストっぽくなったかな？　エッチな記事ばっかり書いてたけどさ」


　ぼくが笑うと、勝代もつられて笑っていた。


「新聞同好会のおかげで、学園生活が何倍も楽しくなったよ。それもこれも、部長がいたからだと思う」


「そうね。部長の存在って大きいもの。部長のいない新聞同好会なんて……。私たち、これからどうなっちゃうのかしら……」


　再び、勝代の顔が暗くなり始める。ぼくは慌あわてて彼女の手を引くと「さぁ、行こう！」と、湿しめっぽい雰ふん囲い気きを消し飛ばすように力強く歩き出した。


　胸の内にわき上がる不安や悲しみを、体の痛みでごまかして前へ進んだ。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　ぼくと勝代は、ほとんどの生徒がその存在に気づいていないであろう校舎奥の階段をくだり、鉄製の重々しい扉とびらの前まで進んだ。その扉にはノートの切れ端はしが大おお雑ざつ把ぱにテープ付けされており、サインペンで『新聞同好会』と書かれている。


「このいかにもテキトーにつけた表札……見慣れてくると味があるな」


「いくらなんでもそれはないわよ。……あっ、そういえば今日の昼休みにね、いつの間にか閃新聞が出てたみたいなの。部長、私たちの記事を受け取ったあと残りの作業をひとりでやっちゃったみたい」


「えぇ!?　水みず臭くさいなぁ。言ってくれれば手伝ったのに……」


「異種エロ萌もえ対戦特集のおかげで、たくさんの生徒が新聞を手に取ったみたいよ」


「そっか、よかった。誰だれのコスプレが一位になるか楽しみだね」


「どうも噂うわさだと吹音ちゃんが有力らしいけど……結果が楽しみよね！」


　勝代は言いながら部室の扉に手をかけた。そのとき──。


　ダダダダダッ！


　大勢の人が階段を駆けおりてくる音が聞こえる。


「なんなの!?」


　ぼくが驚おどろいて見上げると、生徒たちが狭せまい階段をすし詰づめ状態でくだってきていた。全員が手に閃新聞を持っており、なぜか感動に打ちひしがれた顔をしている。


「丈途くん！　よくわからないけど……部室に逃にげましょう!!」


　そう言って勝代が扉を開けようとした途と端たん、生徒たちがぼくらの後ろにたどり着いてしまう。そして、駆けおりてきた勢いを殺しきれず思いっきりぼくらを押した。


　──ビリッ！


　なにかが破れる音がする。


　一体なにが──!?


　驚いて周りを確かく認にんすると、扉に貼はられていた新聞同好会の表札が破れていた。そしてその下から……別の表札がのぞいていた！


　きちんとした金属のプレートで作られた表札。この部屋が元々なにであったか示すように扉に馴な染じんだ表札……。





『一年零ゼロ組』





　金属プレートには、そう書かれていた。


「零組って……なに!?」


　声を上げるぼくをよそに、生徒たちは次から次へと狭い階段に殺さつ到とうしてくる。


「ちょっ……みんなどうしてここに集まってるの!?」


　そのときふと、誰かが手に持っていた閃新聞が目に入る。そこには、一枚の大きな写真が載のっていた。内乱が続いている中東とおぼしき地域で、子供たちと遊びながら笑顔を見せる男女が写っている。


　そしてその男女とは──部長とクロトだ!!


「丈途くん、この写真はなに!?」


「し、知らないよ!!」


「それにこの記事、どういうこと!?」


　勝代が指した部分には、「一年零組が主導し、ボランティア企き画かくを立ち上げる」と書かれていた。


「一年零組……。それに、ボランティア企画……？」


　──ギィ。


　不意に、部室の扉が開いた。すると中から……部長とクロトが出てきた!!


「あら、本当の表札を見せる手間がはぶけましたわね」


　部長は「一年零組」と書かれた表札を見つめながら、のんきにつぶやく。


「部長！　これ……どういうこと!?」


「丈途さん、そんなに慌あわてないでください。閃新聞をお読みになればわかりますわ。それと、わざわざ零組へお越こし頂いた皆みな様さま。ボランティアについての打合せがありますので、少々お待ちください」


　部長は言いながら、手に持っていた閃新聞をぼくに渡わたしてくる。


　新聞に書かれていたのは、紛ふん争そうのせいで貧困に喘あえぐ者たちの記事だ。


「丈途さんの特集のおかげで、たくさんの生徒にこの記事を読んで頂けましたわ。ありがとうございます」


「なんだよそれ……。ぼくの特集、そのために作らせたって言うの……？」


「新聞を売るための特集は丈途さんが作る。ジャーナリズムに関かかわる特集はあたくしが作る。はじめからそういうお約束だったでしょ？」


「それはそうだけど……やっぱりおかしいよ！　だいたい、なんで部長が戦場にいるのさ!?　それに一年零組やボランティア企画ってなんだよ!?」


　叫さけぶぼくの目に、部室の中が映った。銃じゆうや弾だん薬やく、無線機器や地図などが無造作に置かれているレジスタンスの基地のような部室……。


「一年零組とは、あたくしのクラスですわ。今まではあたくししかおりませんでしたが……丈途さん、勝代さん。あなた方には今いるクラスからこの零組へ編入して頂きます」


「「編入!?」」


　ぼくと勝代の声が、驚きで重なる。そんな中、クロトが微笑ほほえみながら「だから、あの取材旅行が〝最後〟の思い出作りだと言ったろ？　丈途くん。きみの、一年三組での最後の思い出作りという意味さ」とつぶやく。


「そんな……そんなこと、勝手に決めるなよ！」


「この件についてはもう、学校側の承しよう諾だくを得ておりますわ」


「えぇ!?」


　部長とクロトが扉とびらの前に並び、手をたずさえてこちらを不敵に見み据すえる。そして、おもむろに口を開いた。


「ぼくの夢──」


「あたくしの夢は──」


「「世界平和」」


　……せ、世界平和ぁぁぁ!?


　──ドクンッ。


　なぜか、心臓が不ふ穏おんな高鳴りを起こした。


「あたくし、ボランティアで世界平和に貢こう献けんしたいのです」


　──ドクンッ。


　部長の言葉に、強い違い和わ感かんを覚える。


　──ドクンッ。


「学生らしくて、素す敵てきな夢でしょ？」


　────────────────────────────────────────。


「……噓うそだ……」


　ぼくは、絞しぼり出すようにして喋しやべる。どれくらいの期間をかけたのかは知らないが、部長やクロトが今まで温めていた計画が、ただのボランティア企画のはずがなかった。この話、もっと大きな裏があるに違ちがいないのだ。


「噓ではありませんわ。丈途さんたちの編入の件に関しても、ボランティアに必要な措そ置ちとあって学校側がこころよく認めてくださいましたのよ？」


「なんでただのボランティアでクラスを替かわらなきゃいけないのさ」


「閃学園らしくみなさんの才能を活いかしてボランティアをするためには、きちんとした指示系統が必要ですもの。一年零ゼロ組はボランティアの要として、学園生全員を導く役割を担になっているんですの」


　……学園全体を巻きこむつもりだ。部長とクロトは、自分たちの夢のために、ぼくらの閃学園を巻きこむつもりなんだ。


「いや、もうぼくらは巻きこまれてる……」


　多くの学園生が、部長の記事を読んでボランティアに協力しようとしている。ぼくや勝代も、自分の意思とは無関係にボランティアに関わることになってしまった。


「──丈途もここに来てたのかい？　僕と一いつ緒しよにボランティアをがんばろうじゃないか！」


　律が、階段の上からこちらに手を振ふっていた。


「──丈途くん。吹音……みんなの力になれるかな？」


　鳴唐さんが、人混ごみの中から不安げにこちらを見つめている。


「──あんたにしてはまともな企き画かくを立てたわね。それとも部長のアイデアかしら？」


　蘭が、鳴唐さんの後ろについて首をかしげていた。


「──丈途くん……この企画、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」


　謡江が、人に押されながらクロトに疑うたがわしげな視線を向けている。


「──お前、クロトが関わった記事を新聞に載のせるなんてどういうつもりだ!!」


　来夏が、怒いかりを露あらわに人をかきわけながらこちらへ向かっていた。


　……ただでさえ一年零組や部長の記事のことで混乱していたところへ、顔かお馴な染じみのみんなが一いつ斉せいに来て頭がパンクしそうになる。


「……ぼくは……ぼくはボランティア企画なんて……」


「──おいおい丈途くん。きみは同好会の仲間として、この子を最後まで支えてくれるって言ったじゃないか。もちろん、零組に入るんだろ？」


　クロトは戸と惑まどうぼくへ鋭するどく喋りかけ、部長へと目を向ける。


「嫌いやとは言わせませんわよ？　なにせ丈途さんはあたくしの──〝駒こま〟ですもの」


　そう言った瞬しゆん間かん、部長はクロトから離はなれてぼくの手を取り、強ごう引いんに部室の中へと引き入れようとする。


「──部長！　ぼくはまだなにも言ってない……あっ！」


　気がつくと、ぼくは部長に引かれて一年零組の敷しき居いをまたいでいた。


　それを見た部長はこちらへ目をやると、本当に嬉うれしそうに満面の笑えみを浮うかべる。


「いらっしゃい。あたくしの、初めてのクラスメートさん」




　ガールズトーク＠恋の年季







「──なによそれ!?　丈途くんは部長のために一いつ所しよ懸けん命めいにがんばったのに……まるでバッドエンドじゃない!!」


　謡江が声を荒あらげて部長を見つめる。


「吹音、丈途くんと三組で一緒に過ごせる残りの時間、凄すごく大切に思ってたのに……」


　吹音はせつなげに目を伏ふせ、か細い声で漏もらす。


　──やっぱり、おふたりには怨うらまれてしまいましたわね。


　部長はふたりの反応を前に、黙だまりこんでしまった。


　──おふたりだけではありませんわ。きっと丈途さんだって、いきなりクラス替がえをさせられてあたくしのことを怨んでいるに違いありません……。でも、丈途さん。お兄さまに翻ほん弄ろうされながらも最後まであたくしのことを信じてくださって嬉しかったですわ。しかもあたくしを励はげますためにフラッグレースまで開いてくださって……。


　彼女は丈途への感謝を心の中でつぶやくと、〝部長〟としての仮面をかぶり、不敵な笑みを浮かべる。


「あたくしと丈途さんの仲ですもの。クラス替えのひとつやふたつ問題ありませんわ」


「クラス替えまで許されるほどの仲なんてないわよ！」


「あら謡江さん、ずいぶんとお怒りですわね。でも丈途さんが閃学園に入学したのはあたくしのおかげと言えば……どうですか？」


「……え!?　丈途くんがこの学園に入ったのは部長のおかげ!?」


「はい。だってあたくし、丈途さんのことを中学生の頃ころから知っておりましたもの」


「えぇぇぇ!?」


　驚おどろく謡江の横で、吹音が呆ぼう然ぜんと「部長さん、丈途くんとそんなに前から……」と漏らす。


「そう。あたくし、おふたりとは年季が違ちがいますの」


「う、噓うそよ！　だって丈途くん、私にそんなこと一言も喋しやべらなかったわ!!」


「うん！　吹音にも喋らなかった!!」


「ふふっ……あたくしと丈途さんの出会い、実はかな～～～～～り深い事情があるんですの。あれは中学二年の夏のことでしたわ──」








[image: ]


　女王様が導く未来







「……ついに、世界平和計画が動き出しましたわね」


　感かん慨がい深げなため息とともに、部長の大きな胸が揺ゆれる。


「思えば長い道のりでしたわ。新聞同好会の報道活動は、計画の第一段階にすぎませんもの。一年零ゼロ組に丈途さんを迎むかえた今からが本番ですわ」


　彼女は言いながら一年零組の教室を見み渡わたす。銃じゆうや弾だん薬やく、無線機器などレジスタンスの基地を思わせる備品が並んだ教室……。そこには今、三名分の机が置かれていた。彼女の机と同好会のマネージャーたる勝代の机。そして──。


「天才ポルノ作家、芥川丈途さん……」


　部長は丈途の席へと目をやり、愛いとおしそうに微笑ほほえむ。


「あなたが閃学園に入ったのは、あたくしの導きがあったからですのよ？　きっとあなたは気づいてないんでしょうけどね」


　いつの間にか、部長の手に一枚の写真が握にぎられていた。今よりも幼い顔をしている彼女を撮とった写真だ。その中で彼女は、中東系の顔をした少年たちに囲まれ、地面を黒板がわりに授業をしていた。そして彼女たちの脇わきにはなぜか、銃や弾薬が積まれていた……。


「あの頃のあたくしは向こう見ずで傲ごう慢まんで、自分の才能を活いかしきれていませんでしたわね」


　部長が写真の一点を見つめる。そこには著者名「Taketo Akutagawa」と記された小説が写っていた。


「あなたとあたくしが出会ったのは、中学生の頃ころでしたわね。でもこの話は、絶対に丈途さんにできませんわ。三十代の男性作家、芥川竹人……その実まだ中学生の少年、芥川丈途……。平和な国で日々を送る頼たよりない殿との方がたに見えましたが──」


　部長は言いながら瞳ひとみを閉じた。そして、思わず漏もれたようにして言葉をつむぐ。


「あなたは、あたくしの命の恩人ですもの……」


　その声は万ばん感かんの響ひびきをもって、部長を過去の思い出へと誘いざなった。








　最高気温が五十度を超こえることも珍めずらしくない砂さ漠ばく気候……。その圧あつ倒とう的な熱気が、まだ顔に幼さの残る少女の皮ひ膚ふを容よう赦しやなくひりつかせていた。──中学生の頃の部長だ。テントが陽ひを遮さえぎっているとはいえ、中東にあるこの地域は日本と比べれば段だん違ちがいに暑い。しかし彼女がひりついている理由は他ほかにもあった。


『──だから、どうして兵士の名めい簿ぼと武器のリストが整わないんですか!?』


　──ビシィィィ!!


　部長はおしおき棒のような革かわ張ばりのノートで、思いっきり地面を叩たたく。革のノースリーブを地じ肌はだの上に着て革の半ズボンをはいており、その足にはハイヒールを合わせていた。中学生の頃から女王様のような出いで立たちであったことが一目でわかる。


　ちなみに、今の彼女の叫さけびはこの国の言葉で発せられたものだ。そして彼女の目の前で椅い子すにふんぞり返っている軍服姿の太った中東人もまた、この国の言葉で面めん倒どうそうに喋しやべる。


『……書類はきちんと提出したはずだ』


『この国の兵士や武器があんなに少ないわけないでしょう!!』


『証しよう拠こはあるのか？』


『衛星写真に写っているこのたくさんの戦車……リストに載のってませんでしたわよ!!』


　部長は男に写真を突つき出したが、男はそれを見もせずに『オモチャかなにかだろう』と流す。


『どんな考えをすればそんな言訳が通じると思えるんですか！　あなた、それでもこの軍の司令官!?』


　──部長は今、紛ふん争そうが続く地域でＤＤＲと呼ばれる武装解除の仕事にたずさわっていた。兵士から武器を回収し、彼らを普ふ通つうの暮らしに戻もどす仕事だ。


『……きみは交こう渉しようというものをわかっていないようだね。きちんと条件を出さないとこちらも動きようがないんだよ。例えば……私の新しい仕事は用意したのかね？　今よりも地位の下がるものだったら納なつ得とくできんよ？』


『なっ……まさか、自分の保身のために平和への道を邪じや魔ましていたんですの!?』


『子供の発想だな。軍が縮小されれば私の地位は落ちる。まさか私が自分の地位を落とす仕事を進んでやるとでも？』


『そんな……!!』


『お嬢じようさん、歳としはいくつだい？　中々発育がよさそうだし……今夜、私の館やかたに来ればじっくりと一晩かけて交渉の手ほどきをしてやってもいいが？』


　司令官はすでに充じゆう分ぶんな大きさのある部長の胸を見つめ、下げ卑びた笑えみを浮うかべる。


　それを見た部長は、急に日本語に切り替かえて怒ど鳴なり声を上げた。


「肥え太ったドブ豚ぶた！　あたくしの言う通りにすればさっさと平和になりますのに!!」


「「──こほんっ」」


　今の今まで黙だまって部長の脇にひかえていた、スーツとサングラスという怪あやしすぎる恰かつ好こうをした男ふたりが同時に咳せき払ばらいをする。


「お嬢。いくら母国語だからといっても、口調や表情から悪意は伝わると思いますが」


　黒人っぽい男が、日本語で淡たん々たんと喋る。ブレイドだ。


「お嬢。ここは平和を願う交渉の場です。お気持はわかりますが、相手は機械ではなく人間なのですから……もう少し臨機応変に対応してください」


　白人っぽい男も日本語を使い、優やさしくたしなめるように言う。ロッキーである。


　部長はまだ中学生……己おのれの才能に心が追いつかず、仕事をうまくこなせないという壁かべに当たっていたのだ。


『──もう！　みんなして……なんなんですの!?』


　部長はわざとこの国の言葉で声を荒あらげると、足を踏ふみ鳴らしてテントから出ていってしまう。


　彼女がつけていたフローラルな香こう水すいの匂においが、灼しやく熱ねつの気温に醸かもされて辺りに強く薫かおっていた。








『──おかえり、センセ～！』


『──わ～い、巨きよ乳にゆうセンセ～だ～！』


『──違ちがうよ！　女王様センセ～だよ～！』


　日本で言えば小学校五・六年生ほどの少年たちが、テントに入ってきた部長を見て嬉うれしそうに駆かけ寄る。部長は彼らを見ると『どうして変な言葉ばかりすぐ覚えるんですかね……』と仕方なさそうに笑っていた。


　ここは司令官のいたテントから、いくらか離はなれた場所にあるテントだ。少年たちはひとしくボロボロの衣服を着ており……近くに銃じゆうを置いていた。


　──彼らは少年兵なのだ。両親を亡なくして軍に入った者、ある日いきなり入隊を強制された者……様々いるが、みんな年とし端はもいかないうちから〝紛争〟という厳しい現実に身を置かざるを得なかったことだけは共通していた。


『では、授業を始めますわよ』


　部長と少年たちは申し合わせたように円になり、地面へと座る。


　そして部長は近くに落ちていた小枝を取ると、枝先で地面になにか書き始めた。


『まずは英語の授業からです。そうですね……馬を英語で言うと「horse」』


『『──horse』』


　部長が書く文字に従って、少年たちは元気に喋りながら指で地面に同じ文字を書く。部長はそれを見て微笑ほほえむと、さらにいくつかの単語を地面に書いて授業を進めた。少年たちは純じゆん粋すいな好こう奇き心しんに満ちた瞳ひとみで授業を受けており、このときだけは厳しい現実を忘れているかのようだ。


　──この子たちのこういう顔を守るために、あたくし、がんばらなきゃいけませんわね……。


　少年たちを眺ながめながら、部長は決意を新たにしていた。


　そのとき、彼女はさきほど司令官が言った台詞せりふをつい思い出してしまう。


　──今夜、私の館に来ればじっくりと一晩かけて交渉の手ほどきをしてやってもいいが？


　……バキッ!!


『あのドブ豚……!!』


　部長は握にぎっていた小枝に知らず力を入れてしまい、地面に突き刺さして折ってしまった。


『──早く装備を調ととのえろ！』


『──すぐに進行するぞ！』


　突とつ然ぜん、辺りが騒さわがしくなる。部長が慌あわててテントを出ると、兵士たちが銃じゆう器きを携けい帯たいして行軍の準備を始めているのが見えた。


『まさか……また紛ふん争そうがぶり返したんですの!?』


　部長が困こん惑わくしていると、軍の司令官が彼女の近くを通りかかる。


『あっ、ドブぶ……じゃなくて司令官！　この騒ぎはどうされたんですの!?』


『難民キャンプを隠かくれ蓑みのにしているゲリラたちがいるという情報を得た。ここから北へしばらく進んだ場所にあるキャンプでのことらしい。これからすぐに調査へ向かうんだ』


『調査って……ゲリラを前にしてそれだけですむはずがないでしょ!?　キャンプ内で戦せん闘とうが始まったら、無関係な人たちも犠ぎ牲せいになりますわよ!?』


『ゲリラをかくまうような奴やつらは、国に不満を持って進んでかくまってるんだ。戦闘になったところで自分の責任さ』


『そんな……!!』


　司令官の冷れい酷こくな台詞に部長が声を失っていると、少年兵の何人かが彼女のもとへ駆け寄る。


『巨乳センセー！　そのキャンプ、ぼくの妹がいる所だよ!!』


『女王様センセー！　ぼくの弟もそこにいるんだ!!』


　少年兵たちが不安そうに部長を見つめる……。


　──この子たちの笑顔を奪うばうようなことは……絶対にさせませんわ!!


『司令官！　このまま難民キャンプに行ってゲリラを捕つかまえようとしても、全員漏もらさず捕まえられる確率は低いですわ！　確実にゲリラ全員を捕まえる策を考えるので、一週間だけ待ってください!!』


『……一週間？　馬ば鹿かを言え。そんなに時間があったら、どこかが襲しゆう撃げきされてしまう』


『なら……三日！　三日でいいですから!!』


　司令官は面めん倒どうそうに『一週間も三日も似たようなもの──』と喋しやべりかける。しかし言葉の途と中ちゆうでなにか思いついたように顔を上げると、急に部長へ底意地の悪い笑えみを向けた。


『……わかった。では三日待とう。ただし三日後までに策を用意できなかった場合、一晩ともに過ごしてもらう』


『なっ……!!』


　部長は予想外の条件に、言葉をつまらせてしまう。


　司令官はそんな部長を愉たのしそうに見ると、革かわのノースリーブからのぞく大きな胸や革の半ズボンからのびる豊満な太ふと股ももへ、舐なめ回すような視線を這はわせる。


　──このドブ豚ぶた！　こんなときまでくだらないことばかり考えて!!


『あなた、本当に見下げ果てたクズ──』


　──クイッ。


　誰だれかが、部長の服の裾すそを引っ張った。振ふり向いた彼女の瞳に、不安げな顔をしたひとりの少年兵が映る。


　……っ！　あたくしが今ここでキレれば、この子たちの家族が……!!


『……わかりましたわ。その条件、のみましょう』


『よし、契けい約やく成立だな』


　司令官は鼻の下がのびるのをこらえつつ笑うと、ご機き嫌げんな様子で兵士たちを通常任務に戻もどした。ゲリラ全員を捕まえる策など、部長に用意できるはずがないと決めつけているようだ。


『……お嬢じよう。あんな約束をしてよかったんですか？』


　部長と司令官のやりとりをあえて黙だまって聞いていたブレイドが、感情の読めぬ声でつぶやく。


『お嬢。今の交こう渉しよう、もうちょっとやりようがあったように思うのですが……』


　ブレイドと同じくあえて黙っていたロッキーが、心配そうに部長を見つめる。


『うるさいですわね！　三日でやればすむことですわ！　三日で!!』


　部長は声を張り上げると、すぐさまＳＰたちに指示を飛ばす。


『ふたりとも、今から難民キャンプを探さぐって今日中に手がかりをつかんできなさい!!』


『『了りよう解かい！』』


　唐とう突とつに下された無む理り矢や理りな命令に、ブレイドとロッキーは顔色ひとつ変えず短く答え、すぐさまその場から離はなれた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　そして数時間後。とっくの昔に陽ひは落ち、辺りは暗くなっていた。すでに夕食も終わっており、少年兵たちはそろそろ眠ねむりにつこうとしている。


　そんなとき、ついにブレイドとロッキーが戻ってきた。


『お嬢！　難民キャンプにこんな物が……』


　ロッキーが何冊かの小説を部長に手て渡わたす。それは英語で書かれた物であった。


　部長はその小説を読み進めるうちに、みるみる顔を赤くしてゆく。


『こ、この小説ってまさかポル──』


　その瞬しゆん間かん、少年兵たちが部長のもとへ駆かけ寄り、じゃれるようにして小説を奪って目を通す。


『ぼく、この部分なら読めるよ！　「あふぅ……！　い、イクっ!!」って書いてある～！』


『そんな本を読むんじゃありません!!』


　──ビシィィィ!!


　部長は顔を真っ赤にして、おしおき棒のような巨きよ大だいノートを地面に叩たたきつける。


『先生～！　「イクっ」ってなんですか～？』


『変なこと聞くんじゃありません!!』


　──ビシィィィ!!


　部長はまたしても巨大ノートを地面に叩きつけると、少年たちから本を取り戻そうと必死に辺りを駆け回った。


　そんな部長を見つめ、ブレイドが淡たん々たんと説明を始める。


『あの難民キャンプに英語の小説を読める者がいるのは不自然です。この辺りのゲリラにも読めやしないでしょう。おそらく、キャンプに潜せん伏ぷくしているゲリラは報ほう酬しゆうをもらって各地のゲリラに様々な技術を教えて回っている奴やつらです』


『……なるほど。平和への道を邪じや魔まするふざけた方々というわけですね。でもこのポルノ小説……わざわざ紛ふん争そう地帯に持ってきてまで読んでいるとは、よほどお好きなんですわね』


　部長は少年兵から取り返した小説に視線を落とし、「Taketo Akutagawa」という著者名と簡単なプロフィールに目を通した。


『タケト・アクタガワ……いいですわね。使えそうですわ』


　部長は顔を上げると、ブレイドとロッキーを見み据すえて勢いよく声を張る。


『すぐに自家用ジェット機の手配を！　行き先は──日本ですわ!!』












　小麦色に日焼けした彼女を見つめ、ぼくは恥ずかしげに苦笑する。ぼくたちは中学の友達と海へ行った帰りに、ふたりでこのラブホテルに寄った。しかし、ぼくにとって女の子とこういう場所に来るのも一晩ともに過ごすのも、初めての経験だ……。


　ぼくが恐る恐る彼女の肩へ手を置くと、急に「痛っ……！」と呻かれてしまった。


「……ずいぶん日焼けしたからね。やっぱり……触るだけで痛い？」


「うん……。でも、私だって覚悟を決めてここに来たし……」


「──そうだ！」


　ぼくはいいことを思いつき、恥ずかしさで頭に血が上りながらも彼女のシャツとスカートを脱がして下着だけにした。そして、彼女のブラジャーを少しだけずらし、小麦色の肌と白い肌の境界線をそっと舌でなぞる。


「んんぅ……」


　淡い痛みと心地のよい快楽がまざったような、不思議な顔……。彼女の表情を見て、ぼくは自分のアイデアが間違っていないことを確信した。


　ぼくはそのまま、ビキニによって作られた日焼けと地肌の境界を舌でなぞる。


「はっ、やぁぁ……！」


　小麦色の肌は日焼けゆえかはじめから熱をもっており、滲んだ汗に彼女の甘い匂がうつっておいしかった。白い地肌はまだ愛撫をはじめたばかりのせいでぬるかったが、日焼け部分より柔らかく波打ち、甘嚙みをしてその弾力を愉しんだ。


「や、やめてよ……気持よかったりちょっと痛かったり……はぁぁっ!!」


　ぼくがわざとらしく日焼け部分を強く舐めると、彼女は電流でも走ったかのように身をよじらせて声を上げる。


「お、お願い……もうやめて……」


　彼女の切実なその声が、ぼくに火をつけてしまった。今までは白い肌と小麦色の肌の境界を舐めていたが、ぼくは完全に日焼けしている彼女の腹部へと舌を落とす。


「あくぅっ……！　はっ、あぁぁ……!!」


　またしても、強い刺激で彼女が身をよじる。だがこの刺激に淫靡なものを感じているのか、彼女の股間に手をそえると濡れてきているのがわかった。


　ぼくは股間に顔を近づけるとショーツを真ん中に寄せ、日焼けの縁をなぞり始める。


「んくぅぅ……！　あはぁ……！」


　ぼくの舌が這うたび、彼女はビクッビクッと股間を突き上げる。もう、我慢しきれなくなったようだ。


「挿れて欲しくなった？」


「だって……あなたが際どい所ばかり舐めるから……」


　ぼくはついに女の子とひとつになる悦びを胸に、満を持してショーツの上から彼女の股間を舐め上げる。


「ここは日焼けしてなくて、よかったね」












　──ミ～ンミンミン。


　──ミ～ンミンミン。


　部屋の机で小説を書いていると、夜が明けてきたせいかセミの鳴き声が聞こえてきた。


「……もう朝か。これだけ書けば、今日は心おきなく海へ遊びに行けるな」


　ぼく──芥川丈途は、椅い子すの上で大きく伸のびをすると軽く息を吐はいた。


「みんなとの待合せは昼過ぎだし……ちょっと寝ねてから行こう」


　今は、中学二年の夏休みだ。友達みんなが塾じゆくの夏期講習に精を出す中、ぼくは締しめ切きりに追われて日々を過ごしていた。そう……ポルノ小説の締切り。ぼくは中学生にして現げん役えきのポルノ作家なのだ。


「……受験、どうしようかな。落ちる自信だけはあるんだよね。小説を書きながら通えそうな高校が一番いいんだろうけどなぁ……」


　ぼくは本ほん棚だなに入れられた自分の小説へと目をやる。まだデビューしたばかりなので数冊しかないが、すでに英訳された物も置いてあった。


　……英訳って、どんな人が読んでるんだろう？　外国人なんだろうけどさ……。


「まっ、考えても仕方ないか。今日は小説も受験も全部忘れてパァ～っと遊ぼうっと！　せっかくみんなの塾が休みなんだしね！」


　ぼくは元気よく言うと、それから昼前まで寝て過ごした。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　目覚ましの音で起きると、ぼくはなによりも先に「薄うすい！　気持いい!!」と銘めい打うたれた小箱を手に取る。この中に入っている物は……コンドームだ！


「ついにこれを使うときが来たか……!!」


　──ごくり。


　思わず生なま唾つばを呑のみ、手に汗を握にぎってしまう。ぼくは今日、みんなと海へ行く。そしてそこで、コンドームを使うことになるだろう。夏の海でコンドーム……当然、やることはひとつだ。


「どのタイミングでこれを出したらいいかな？」


　いきなり出すというのも、がっついているようでよくないだろう。


「やっぱり、気分が盛り上がってきた辺りで出した方がいいよな」


　しかしぼくがこれを使うのは初めてのことだ。本当にベストのタイミングで出せるかどうか自信がない。


「しまったなぁ……事前に予行演習でもしておけばよかった……」


　今さら言ったところでもう遅おそいことはわかっていたが、初めての経験を前に色々と不安は尽つきない。だが……とにかくやりきるしかないのだ！


「中学二年の夏休み……一生の思い出になるだろうな」


　ぼくは窓の外へ目を向けると、中天にさしかかった太陽をまぶしげに眺ながめ、どこか甘あま酸ずっぱい心地になった。


　さっそくバッグにコンドームをつめたぼくは、他ほかにも海水パンツやタオルなどを用意して準備を進める。そして寝ね間ま着きからシャツとジーパンに着き替がえると、すぐに家を出た。


「──暑っ!!」


　玄げん関かんを出た途と端たんに強い陽ひ射ざしがぼくを照らす。天気予報では、今日の最高気温は三十度を超こえるらしい。


「寝ね起おきでこの気温……死ねる……」


　陽射しの強さに押されるようにして、知らず身をかがめてしまう。


「──こちらは涼すずしくていいですわね。でも、三十代の男性作家って……どんな方です？」


　不意に、家の前の道路から女の子の声が聞こえてきた。


　……こ、この暑さで涼しいだって!?


　声のした方を驚おどろいて見ると、革かわのノースリーブを地じ肌はだの上に着た女の子が歩いていた。スーツとサングラスという怪あやしすぎる恰かつ好こうの外国人ふたりを脇わきに従えている。


「──今入った情報によると、どうも三十代の男性作家というのは公式の情報で、非公式では中学二年生の……って、あいつがその芥川丈途です」


　黒人っぽい男が、喋しやべりながらこちらを指差す。


　──え!?　ぼくの話!?


　突とつ然ぜんのことでわけがわからなかったが、身の危険を感じて家に戻もどろうとした。すると後ろから「確保！」と叫さけぶ女の子の声が聞こえる。


「確保って……!?」


　言いながら玄関へ駆かけていると、ふたり分の足音が後ろから猛もう烈れつなスピードで近づいてきた。


　──ガッッ!!


「かはっ……!!」


　首の後ろに強い痛みを感じるとともに、ぼくは意識を失ってしまった。








「……まさか年ねん齢れいを詐さ称しようしていたとは。でもこの殿との方がた、コンドームを持って外に出ておりましたが……そんなにモテるんですか？」


「調査結果からすると、まったくモテませんね。今日は男友達と海へ行き、コンドームを水風船にして遊ぶ予定だったようです」


「み、水風船って……この殿方、馬ば鹿かですか!?　馬鹿なんですか!?」


　女の子の上げる声で、ぼくは目が覚める。


　──えと、なにがあったんだっけ……？


　虚うつろな意識の中で思い出そうとしていると、自分が木小屋に寝ね転ころがっていることに気づく。辺りに目を向けると、革のノースリーブを着た女の子の顔には……蝶ちようの仮面が見えた！　さらに、彼女のそばにいるふたりの男たちは、スーツ姿に白い仮面を合わせている！


　──怪しい!!　っていうか、恐こわっっ!!


　ぼくは驚きと恐きよう怖ふで声を失ってしまう。


　──け、警察に通報するときってどうすればいいんだろう!?　えと、女の子の顔はどうだったっけ!?　かわいかったことは覚えてるんだけどなぁ……。スーツの男たちはサングラスで顔がよくわからなかったし……ぼく、なんの情報もないじゃん!!


　ひとりで慌あわてていると、スーツの男たちは手や首の肌はだが黒い者と白い者にわかれていることに気づいた。


　女の子はさっきから、白人っぽい男の方と話しているようである。


「これはおいらの推測ですが、日本の中高生男子にありがちな悪ノリ……というやつかと」


「日本の中学生は想像以上にお子様ですわね……」


「お嬢じようも一応、日本の中学生ではありませんか。そういえば、もうどれくらい学校に通ってなかったですかね……」


　白人っぽい男が思い出すようにしてつぶやく。


「──お嬢、どうやら目覚めたようです」


　いつの間にか、黒人っぽい男がぼくのことを見つめていた。


　女の子は彼の台詞せりふを聞いてこちらを向くと「こほんっ」と軽く咳せき払ばらいをする。


「芥川丈途さん。あなたは我々に確保され、今その命を握にぎられております」


「命ぃ!?」


「そう。命が惜おしくば──血に飢うえたゲリラがビンビンに反応するポルノを書きなさい!!」


　──ビシィィィ!!


　女の子は声を張り上げつつ、手に持っていたおしおき棒のような物を床ゆかに叩たたきつけた。


「ひぃぃぃ！」


　情けなく悲鳴を上げるぼくを見み据すえながら、女の子は「イエスかノー、どちらですか!?」とたたみかけてくる。


「わ……わかりません！　っていうか、血に飢えたゲリラってなんの話ですか!?」


「あなたに質問を許した覚えはありませんわよ!!」


　──ビシィィィ!!


「わけわかんないですよ!!　そんなのノ──」


「ちなみにノーと答えた場合、ハゲタカの餌えさになると思いなさい!!」


　──ビシィィィ!!


　女の子はおしおき棒のような物で床を叩きながら、段々とぼくの方へ近づいてくる。白い仮面をつけた男たちはその場で直立不動になり、こちらへじっと視線を向けていた。


　──これは本当にやばい！　この人たち……本気マジだ!!
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　ぼくは座った状態で後ずさりしながら、震ふるえる声でとにかくわめき始める。


「許してください！　ぼくがなにをしたっていうんですか!?　ゲリラが反応しちゃうポルノなんて書けませんし無理ですし不可能ですし……もう、家に帰してください!!」


「ゲリラがビンビンに反応するポルノを書けなければ、あなたに明日はないと思いなさい!!」


「そんなっ……！　どうしてぼくなんですか!?　ぼくなんてただの中学生で、今日だって友達と海で仲良くコンドームを投げ合って楽しい夏の思い出を作ろうとしてて、こんなことに巻きこまれるような人生なんて一寸たりとも歩んでない──」


　後ずさりしつつわめき続けるぼくを見て、女の子が興を削そがれたようにその場で立ち止まり、ため息をついた。


「なりふり構わず命いのち乞ごいなど……情けない殿方ですわね。本当に、あのゲリラたちがお好きな作家はこの方なんですの？」


「はい。しかし……そもそもこの計画、相手が三十代の男性作家ならまだしも、少年相手では恐きよう慌こう状態になって筆が止まってしまう可能性も大きいかと思いますが……」


　白人っぽい男が、女の子を心配するようにして喋しやべる。


「あたくしの計画は完かん璧ぺきです！　変へん更こうの必要などありませんわ!!」


「計画そのものは完璧だと思うのですが……司令官に対してお怒いかりになったときも言いましたよね？　もう少し臨機応変に対応して頂かないと……相手は機械ではないんですから」


「もう！　また説教ですか!!」


　女の子はヒステリックに叫さけぶと、ふて腐くされたようにみんなへ背を向けてしまう。


　ふたりの男はそんな彼女を前に互たがいの顔を見合わせ、考えこんでしまった。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　嫌いやな沈ちん黙もくが、辺りを包む。


　これって……仲間割れ？　ぼく、このままどうなっちゃうんだろう……。まさか本当に殺され──。


　思わず頭あたまに浮うかんだ光景に、身み震ぶるいしてしまった。


　最悪の結果をなるべく考えないようにしながらぼくが貝のように固まっていると、白人っぽい男が困ったように漏もらす。


「お嬢。このまま彼が恐慌状態を続けて筆が止まると、あの少年兵たちの家族が危険な目にあってしまいます。それはお嬢の望むところではないはずですが？」


「──っ!!」


　その一言で、さっきまで苛いら立だっていた女の子が冷水を浴びせられたようにはっとしたのがわかった。


　それを証明するかのように、女の子は深呼吸をしてこちらを振ふり向くと、一いつ所しよ懸けん命めいに作ったのがよくわかる貼はりついた笑えみを見せてくる。


「芥川さん。あたくし、ちょっと焦あせっていたのかもしれませんわ。お願いするにも、もう少し方法というものがありましたわね」


　女の子はそう言いながら、顔に笑みを貼りつかせたままぼくの目の前まで来る。そして──。


　ギュッ……。


　突とつ然ぜん、ぼくのことを抱だきしめた！


　顔に当たる、彼女の豊満な胸の感かん触しよく。ぼくを包む柔やわらかな腕うで。そして、肌はだから直接嗅かぐフローラルな香こう水すいの匂におい……。


　女子に耐たい性せいのなかったぼくは、一発で意識がぶっ飛んだ。


「あの……!!　これ、えと……!!」


　自分でもなにを言っているのかわからない状態だ。


　そんなぼくを見て女の子は微笑ほほえんだのか、わずかに吐と息いきが後頭部へかかるのを感じた。


「芥川さん。あたくし、あなたにゲリラ向けのポルノを書いて頂くためにある特訓を用意しましたの。あたくしがあなたのためだけに考えた特訓……受けてくださいますわね？」


「は……はい!!」


　ほとんどなにも考えずに即そく答とうしていた。


　このあとすぐ、自分がどれだけ後こう悔かいするのか知りもせずに……。








　木小屋の外に出ると、涼すずしげで爽さわやかな風が吹ふいていた。運ばれてくる緑の匂は強く、近くにいくつかの山頂が見える。


　どうやらぼくはどこかの山奥に連れてこられたらしい。


「──それでは、ゲリラ向けのポルノを書くために特訓を始めます」


　女の子はそう言うと、「これからあたくしのことは〝教官〟とお呼びなさい」と続ける。


　ぼくは改めて彼女の姿を眺ながめた。蝶ちようの仮面をつけて革かわのノースリーブに革の半ズボンを合わせ、足にはハイヒール、手にはおしおき棒のような物……。


　教官っていうか……女王様だ。


　ぼくがひとりで頷うなずいていると、女の子はおしおき棒のような物をいきなり広げて眺め始めた。……って、棒を広げた!?


　驚おどろいて確かく認にんすると、彼女は巨きよ大だいな革張りのノートを丸めて持っておしおき棒のように使っていたと気づく。


「う～ん。まいりましたわね。相手が大人ならある程度はゲリラの知識もあると思ったのですが……中学生では……」


　女の子はノートを眺めて唸うなりながら、考えこんでしまった。


「最終的には、芥川さんが書いたゲリラ向けのポルノと同じシチュエーションを難民キャンプで再現して、ゲリラをおびきよせて捕つかまえればいいわけですし……訓練内容をもう少し初心者向けにしても、大局に影えい響きようはありませんわね」


「……あの、教官。そもそも、なんでゲリラ向けなんですか？」


「秘密に触ふれない！」


　──ビシィィィ!!


　教官は厳しい声を出すと、巨大ノートを丸めて地面に思いきり打ちつけた。


　……やっぱり女王様だ……。


　ぼくが冷ひや汗あせを垂らしていると、教官は腰こしに手を当て、声を張り上げる。


「これから芥川さんがチャレンジする特訓は、『ゲリラの訓練をしながら、その訓練自体にエロを見いだす』というものです！」


「訓練自体にエロを見いだす？　……なんでそれがゲリラ向けのポルノになるんですか??」


「身近な題材の方が共感しやすいでしょ？」


　教官はあっさり言うと、「では、始めてください」とスーツを着た男たちの方を見た。


　黒人っぽい男が黙だまってこちらへ来ると、ぼくの服に小型マイクをつける。


「小こ僧ぞうが喋しやべった言葉は、すべてこのマイクを通じてパソコンに送られ、音声認識ソフトで文章化される」


「ぼくのポルノのためにそこまで……」


「あぁ。だから……死ぬ気でポルノを考えろよ」


　白い仮面の奥にある男の瞳ひとみが、鋭するどく光ったような気がした。


　──うっ！　やっぱりこの人たち……恐こわい!!　一体どんな訓練をやらされるんだろう……。


　教官の色いろ香かで吹き飛んでいた不安が、ぶり返してくる。


　……危ないことにならなきゃいいけど……。


　そう思いながら、ぼくは男に連れられて移動を始める。


　案内されたのは木小屋から少し離はなれた所だった。ライフル銃じゆうが台の上にワイヤーで固定されて置かれている。


「お前は銃の後ろに立っていろ」


　黒人っぽい男はぼくにそう言い捨てると、銃の弾だん道どう上に据すえられたとおぼしき大きなボードの前に立つ。そして、小さな穴があけられた木板を手に持った。


「その銃は照準が固定されている。お前は照準器からこちらをのぞき、俺がボードの前で動かす木板を見ろ。そして木板にあいた小さな穴が照準と一いつ致ちしたとき『ショット！』と叫さけべ」


「……え？　それだけでいいんですか??」


「これは射しや撃げきの精度を上げる訓練だ。お前が『ショット！』と叫ぶたび、俺は木板の穴にペン先を通し、後ろのボードに印をつける。何度ショットしてもボードの同じ位置に印がつくようになれば、射撃の精度も上々というわけだ」


「なるほど……」


　言いながら、ぼくは楽そうな訓練で内心「ラッキー!!」と叫んでいた。


　これなら危ない目にあわないで家に帰れると思い、ほっとして緊きん張ちようが和やわらぐ。


　そのせいでぼくは、つい普ふ段だん通りに話し始めてしまった。


「訓練って言うから、もっと厳しいものを想像してましたよ。でもこの射撃訓練……実際に銃を撃うたないんですね」


「そんな金あるか！　ゲリラ舐なめてんのか小僧!!」


「いや、舐めてるとかじゃないですけど……」


「弾たまひとつにだって金はかかるんだぞ！　ゲリラはなぁ……金はねぇ！　食う物にも寝ねる場所にも困る！　だが思想のために命を賭として戦う！　そういうもんなんだ!!」


「ゲリラも必死なんですね……」


「そうだ！　三日絶食しても通常通り作戦行動をおこなうのは当り前！　ろくに寝ね床どこも整えず野営はするわ、炎えん天てん下かの中で戦せん闘とうしたあとに何キロも移動して街に入るわで……汚お臭しゆうで近くにいた街の人たちが逃にげ出すのも珍めずらしくない!!」


「え……そんな過か酷こくな……」


「そう、ゲリラは過酷だ！　だから小僧もその過酷さを理解しろ！　そしてエロ妄もう想そうしろ!!」


　……そんなこと言われたら、余計にエロ妄想できなくなる気が……。


　ぼくが苦笑いしながら銃の照準器をのぞくと、急に横合いから声がした。


「……なにが面おも白しろいんですの？」


　顔を向けると、いつの間にか教官がぼくのそばに立っていた。……なぜだろう？　蝶の仮面からのぞく目と口元が、怒おこっているように見える。


「どうしたんですか？」


「芥川さん、今、笑ってましたわよね？　こんな訓練は余よ裕ゆうってことですか？　命がかかってるのに？」


　淡たん々たんと問いつめているように聞こえるが、明らかに声こわ音ねが硬かたかった。


「教官。実際に命がかかってるわけじゃないし、なにもそこまで真しん剣けんに考えなくても──」


「銃をここに!!」


　教官が叫ぶと、脇わきにひかえていた白人っぽい男がサブマシンガンを用意し、彼女に渡わたす。


「さぁ、これで命がけになりましたわよ！　そのふざけた笑えみを消して、ゲリラがビンビンに反応するポルノを死ぬ気で作りなさい!!」


　──ズガガガガガガガッッ!!


「うわっっ!!」


　唐とう突とつに発射された弾が、ぼくの足元を蜂はちの巣に変える。


「ほらほらほら！　早くしないと死にますわよ!!」


　──ズガガガガガガガッッ!!


「ちょっっ!!」


　ぼくは慌あわてて逃げながら、必死に言葉をつむぎ始めた。


「──じゅ、銃は男根の象しよう徴ちようで発はつ砲ぽうが射精の象徴だから、撃ちまくればイってイってイきまくれて気持よくて──」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「──なんですか！　この、まったくゲリラ心をくすぐらないポルノは！　っていうかこんなもの、ポルノですらありませんわ!!」


　息を乱してその場に倒たおれ伏ふしているぼくの脇で、教官はノートパソコンを手に声を荒あらげる。


「教官……そんな、いきなりゲリラ心をくすぐれって言われても……」


「だらしのない方ですわね！　もうこの訓練は終わりですわ！　すぐ次の訓練に移ります!!」


　教官はそう言うと、ぼくをおいて先にどこかへ向かってしまった。








「……どうやら少年は、もうちょっと実じつ践せん的な方法で訓練しないとゲリラの気持を理解できないらしいな」


　辺りに木々のないひらけた場所に移ったぼくは、白人っぽい男から仕方なさそうに喋しやべりかけられていた。


「ぼく、さっきのサブマシンガンで、実践的な訓練はもう充じゆう分ぶんです……」


「まぁそう言うな。次はヒット・アンド・ランの訓練だ」


「ヒット・アンド・ラン？」


「撃って逃げる、撃って逃げるの繰くり返しだ。ゲリラは少人数で大部隊に立ち向かうからな。それなりの戦い方というものがあるんだ」


「はぁ……」


　言っている意味はよくわからなかったが、走らされるらしいということだけはわかった。


　……さっきサブマシンガンの弾から逃げ回ったばかりなのに……。


　ため息をついていると、白人っぽい男がぼくにライフル銃じゆうを渡す。


「では少年。ペイント弾だんがこめられたこの銃を持ってヒット・アンド・ランをしつつ……砲ほう撃げきに立ち向かいたまえ」


　……砲撃？


　ぼくが不思議な顔をしていると、男がどこか一点を見つめていることに気づいた。


　──キュルキュルキュル。


　──キュルキュルキュル。


　なにかが移動してこちらへ近づいてくる音がする。


　男と同じ方角へ目を向けてみると……地平線から、戦車が現れた！


「──芥川さん。あたくしの砲撃から逃のがれつつ、きちんと撃ってくださいね。ヒット・アンド・ランですわよ」


　戦車についているスピーカーから、教官の声が流れる。


「む、無理ですよ教官！　人と戦車なんて……勝負にならないでしょ!!」


「あらあら、じっとしてるとすぐにこちらの照準に捕つかまりますわよ？　いいんですの??」


　──ズドォォォン!!


　強きよう烈れつな音が鳴り響ひびいた直後……ぼくの目の前の地面が、爆はぜた!!


「ぐぁっっっ!!」


　爆ばく風ふうで体が吹ふき飛ぶ中、辺りに散らされた土ど砂しやがぼくを激しく打つ。


　地面に転がったままなんとか顔を上げると、目の前にできた大きなクレーターが見えた。


「これはシャレにならないでしょ!?」


「えぇ。あたくし、本気ですもの」


　教官は淡々と言い、再びぼくに砲ほう口こうを向ける。


「戦車と戦うなんて、どうやったらいいんですか!?」


　少し離はなれた場所に立っていた白人っぽい男が、ぼくの言葉を聞いて考えるようにして喋る。


「……普ふ通つうに考えたら、事前に対戦車用の罠わなを作っておいて、そこへ誘さそいこんだ方がいいな」


「今は罠なんて作ってる暇ひまはないですよね!?」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「健けん闘とうを祈いのる！」


　──ズドォォォン!!


　男が喋ると同時に、戦車が砲撃を再開する。


「うぉぉぉぉ!!」


　ぼくは必死に駆かけながら、今すぐこんな状じよう況きようから解放してもらうべく、とにかくポルノを叫さけび続けた。


「──ぐおぉぉぉ！　ヒット・アンド・ラン！　挿いれて逃にげる！　つまりはヤり逃げで──」


　──ズドォォォン!!


「──げごぉぉぉ！　ヤり逃げは言わばゲリラ！　ゲリラ・セックス！　戦場ベツドのロマン──」


　──ズドォォォン!!


　…………………………………………………………………………………………………………。


　何発の砲ほう弾だんを避よけ続けただろうか。戦車の弾たまが切れたおかげで、訓練はようやく終しゆう了りようした。


　辺りはすでにクレーターだらけだ。ぼくは土砂にまみれた状態で、そのクレーターのひとつに転がって死んだようになっていた。


「──このポルノ、爆ばく音おんとお馬ば鹿かなわめき声しかないではありませんか!?　っていうかやっぱりこれも、ポルノですらありませんわ!!」


　ノートパソコンを眺ながめながら、教官が叫ぶ。


　……死者に鞭むち打うつとはこのことか……。


　虫の息のまま黙だまりこむぼくへ、教官はさらに声を荒げる。


「天才ポルノ作家なら、あたくしが書いて欲しいポルノをさっさと完成させてください!!」


「そ……そんなこと言われても……」


「あぁもう！　このままではあの子たちの家族が……!!」


　教官は焦あせったように呻うめき、蝶ちようの仮面の奥にある瞳ひとみでぼくを睨にらみつけてきた。


「こんな殿との方がたに頼たよろうと思ったあたくしが馬鹿でしたわ!!」


　……そんな、勝手にさらっておいてずいぶんな言いようだな……。


　心の中でつぶやいていると、ふと、こちらを睨みつける彼女の瞳が潤うるんでいることに気づく。


　──なんで泣きそうなの!?


「……みんな、ごめんなさい……あたくしの力が及およばないばっかりに……」


　教官はこちらに背を向けると、急に林の方へ向かって駆け出してしまう。


　去り際ぎわに、彼女の瞳の辺りから一ひと粒つぶの滴しずくが散り、陽ひに輝かがやいたような気がした。


「……教官、一体どうして……？」


　啞あ然ぜんとしていると、さっきまで彼女が立っていた場所になにかが落ちているのが見える。


「……なんだろう？」


　体をなんとか起こして、近くに行ってみた。


　落ちていたのは写真だ。拾って見ると、その写真には中東系の顔をした少年たちが楽しげに笑っている姿が写っていた。そして少年たちの脇わきには、銃や弾だん薬やくが置かれていた……。


「これって、中東の紛ふん争そう地!?」


「──少年。その写真を、きみ自身の手でお嬢じように返してきてくれないか」


　白人っぽい男が、言いながらぼくの前まで歩いてくる。


「どうしてぼくが……？」


「お嬢は才能のある方だが、自分の仕事をやりとげるには心が未熟な部分も多い。普ふ段だんは我々でフォローしているが……どうにも〝説教〟に聞こえてしまうらしいんだ。同じ歳としのきみなら、少しは胸の内を明かしてくれるんじゃないかと思ってね」


　彼の言葉に、黒人っぽい男も頷うなずく。


「お前にお嬢を任せるのは不安だが……しょうがねぇ。このままお嬢が感情的になって計画を台無しにしたら、それこそお嬢の悲しむ結果が待っている。お前みたいな腑ふ抜ぬけがお嬢に手を出すはずがねぇし、行ってこい」


　ふたりとも、教官のことを本当に心配しているのがよくわかる口調だった。


「……教官の悲しむ結果、か」


　ぼくは教官が落とした写真をもう一度見つめる。突とつ然ぜんぼくをさらったりしてとんでもない人たちだと思っていたが……なにか、抜ぬき差しならない事情があるのかもしれない。


　ぼくは頷くと、「行ってきます！」と声を上げ、教官が去った方へ駆け出した。








　木々の間を抜けると、崖がけの前に出る。辺りの山々が見み渡わたせて、沈しずみ始めの太陽が望めた。


「もうすぐ夕方か……」


　そうつぶやいていると、崖に座って遠くを眺めている教官を見つけた。どうやら追う方向は間ま違ちがえてなかったらしい。


　ぼくは黙って彼女のそばへ行き、並んで崖に座る。


「……なんですの？　血に飢うえたゲリラがビンビンに反応するポルノが浮うかびましたの？」


　教官はこちらを見もせず、気落ちしたような声で言う。


「……ぼく、突然さらわれたときはとんでもない人たちに捕つかまっちゃったと思ってたんですけど……訓練もとんでもなかったですけど……この写真を見て、もしかしたらなにか深い事情があってこんなことをしてるんじゃないかって気づいたんです」


　ぼくは中東の少年たちが楽しげに笑っている写真を教官に見せる。


「──あっ！」


　彼女は短く声を上げると、ぼくの手からいきなり写真を奪うばい、隠かくすようにして自分の胸に押しつけた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　彼女は胸に写真を押しつけたまま、ばつの悪そうな顔をしてこちらをうかがう。


「……なにも聞かないんですの？」


「教官についてはわからないことが多すぎて色々聞きたくはあるんですけど──」


　ぼくは考えるようにして、辺りに望む山の端はを眺める。


「あの……どうしてゲリラ向けのポルノを書いて欲しいのか、教えてくれませんか？」


　教官はその言葉を聞いて観念したようにため息をつくと、「仕方ありませんわね」とこちらを向いた。


「芥川さんは、ゲリラと聞いてどんな人たちを想像します？」


「んと……闇やみ雲くもに武器を振ふりかざして暴れるような、恐こわい人たちかな」


「その認にん識しきは一いち概がいに正しいとは言えません。紛争地の内情は複雑です。民族や宗教、領土や大国の思おも惑わくなど、様々な要因があって紛争は起こります。そして血で血を洗っているうちに、そもそもなにで争っていたか忘れてしまうほどの状じよう況きようになってしまうことも多いんです」


「ど、泥どろ沼ぬまなんですね……」


「はい。だからこそ民衆は立ち上がって革命を起こそうとします。泥沼の状況を打開するために、もう武力に頼たよるしかないと思いつめてしまうんです」


「そうなんだ……」


「ゲリラは、国民の怒いかりの体現者ですわ。実際、ゲリラ活動は地域住民の支し援えんに頼っていることも少なくありません。つまり国民がゲリラの活動を支えているんですの。あたくしは武力での争いを肯こう定ていできませんが……ゲリラにはゲリラなりの事情があって戦っているんです」


「ぼく、全然そんなこと知らなかったな……」


「実はつい二十時間ほど前、あたくしの生徒の家族がいる地域でもゲリラがかくまわれていることが判明しました。軍は住人を戦せん闘とうに巻きこんででもゲリラを捕まえるつもりなのですが、あたくしはどうしても生徒の家族を守りたいんです。そのためにはゲリラが好むポルノを現地にばらまき、ポルノと同じシチュエーションを現地で再現してゲリラをおびきよせ、そのまま別の場所に誘ゆう導どうしてから捕まえた方がいいと考えましたの」


「そんな事情があったんですね……。でも、どうしてぼくのポルノなんですか？」


「だってそのゲリラたち、芥川さんのファンですもの」


「ぼくのファン!?」


　知らず、大声を上げてしまった。


　……そういえばぼくの本、英訳されてたけど……まさかゲリラまで読んでたなんて……。


「あたくしの生徒の家族を守るためにも、どうしてもあなたのポルノが欲しかったんですが……。駄だ目めですわね、あたくし。芥川さんに当たったりしてしまって……」


　彼女は言いながら、ぼくに向かって頭をさげてくる。


「急にさらってすみませんでしたわ。芥川さんと話して、少し落ち着きました。あたくしは他ほかの方法でゲリラを捕まえてみせますから、芥川さんがすぐにお家へ帰られるよう手配を──」


　教官の声を聞きながら、ぼくは今の話を思い返していた。


　……なんか、凄すごく重要なことをさらっと教えられたような気が……。


「──って教官、先生だったの!?」


　彼女はぼくの驚おどろく顔を見て「あっ……！　いや、その……まぁそんなところですわ」と、まずいことを言ってしまったかのようにうろたえる。


「どうして今まで黙だまってたんですか!?」


「だって、わざわざ言うことではありませんでしょ？」


「違ちがいますよ！　それ、もの凄く重要なことです!!」


　ぼくは声を上げながら急いで自分の考えをまとめる。


　──教官の話からすれば、ゲリラはみんなの未来のために銃じゆうを手に取っている。そんなゲリラだからこそ……そんなゲリラだからこそ……。


「うん、いける！　ゲリラがビンビンに反応するポルノ、書ける!!」








　──カリカリカリカリ……。


　木小屋の中で、ぼくは原げん稿こう用よう紙に向かって一心不乱にシャープペンシルを走らせていた。


「音声認識ソフトがありますのに……原稿用紙の方がいいんですか？」


「そりゃ、やり慣れた方法が一番ですからね」


「そういうものですの……」


　教官と話しながらも、ぼくは筆の勢いを落とさずさらに書き進める。


「でも芥川さん……まさかあんな切り口でポルノを考えるだなんて、驚きましたわ」


　──そう。教官は今まで、ゲリラ向けのポルノを書くのだからぼくにゲリラの訓練をすればいいと思いこんでいた。しかし、ぼくはまったく別方向からのアプローチでゲリラ向けのポルノを考えたのだ。


「さすがポルノ小説の天才と言いましょうか……柔じゆう軟なんな発想をお持ちなんですね」


　教官の感心した声を聞きながら、ぼくは頰ほおが緩ゆるむのをおさえた。


　もうすぐ……あと少しで……。


「──できた!!」


　ぼくが声を上げると、教官は脇わきにひかえていた男たちへ向かって「この原げん稿こうをＦＡＸしてすぐに英訳へ回し、製本させなさい！　できあがった小冊子は現地で受け取りますわ!!」と指示を飛ばす。


「「了りよう解かい！」」


　男たちは短く返事をすると、すぐに木小屋を出る準備を始めた。


「教官。ぼくの小説、ページ数が少なかったけど……大だい丈じよう夫ぶですか？」


「短い方がいいんです。ゲリラがすぐに読めますし、なにより──」


「お嬢じよう！　あの司令官と約束してからもう一日近く経たっています！　その少年を送ってすぐ戻もどらないと作戦が間に合いません!!」


　白人っぽい男が、教官に向かって焦あせったように喋しやべる。


「……せっかくポルノが完成しても、ゆっくりする暇ひまもありませんわね」


　教官はこちらへ目をやると、今までぼくに見せたことがないような優やさしい瞳ひとみをする。


「あたくし、ちょっと約束があって急がなければなりませんの。それもあって、小説は短編の方がいいんですわ。ありがとうございました」


　彼女はそう言って、ぼくに一礼してきた。


「そんな、頭を上げてくださいよ。教官の生徒の家族を守るためのポルノなんだから、お安いご用です」


「そうですか……しかしあたくし、先に謝っておくべきこともありまして……」


「……へ？」


　教官は頭をさげたまま「送そう還かん！」と叫さけぶ。


　──ガッッ!!


「かはっ……!!」


　ぼくは首の後ろに強い痛みを感じ、急速に意識が遠のいてゆく。


「──芥川さん。あたくしを追って崖がけに来てくださって、少しだけ嬉うれしかったですわよ──」


　完全に意識が途と切ぎれる直前、教官の柔やわらかな声が聞こえた気がした。








　日本とは段だん違ちがいに暑い中東の気温を身に受けながらも、部長たちは冷静に難民キャンプを見み渡わたしていた。ゲリラが隠かくれているという、あの難民キャンプを……。


『ブレイド、状じよう況きようは？』


『ポルノ散布からすでに三十時間以上が経過しています。ゲリラがタケト・アクタガワの妄もう想そうに感かん染せんしている確率は高いかと』


　黒人っぽい男が淡たん々たんと答える。


『ロッキー、妄もう想そう発はつ症しよう後の対応は？』


『軍はもう所定の位置に待機済みです。念のため、狙そ撃げき態勢に入っている者もいます。ゲリラの妄想が発症したのち、我々はゲリラの誘ゆう導どうを、軍は住人の避ひ難なんを開始します』


『計画通り万ばん事じ整いましたわね。それでは……ミッションスタート!!』


　その合図で、部長たち三人は難民キャンプの中央へ向かって歩き出した。


　ロッキーがキャスター付きの黒板を押している姿を見て、キャンプの住人が物もの珍めずらしそうな視線を向けてくる。


『芥川さんの渾こん身しんのポルノ、無む駄だには致いたしませんわ』


　部長は言いながら、自分がこれから再現するシチュエーションを頭の中でもう一度確かく認にんした。












『──まずは英語のお勉強からですわよ。one two three……』


　中東の暑さをものともせず、女教師は元気に黒板へと英語の数字を書きつけていた。子供たちは女教師の発音をまねて喋りながら、机の上に広げたノートへ数字を書き写している。


　──ここは、中東の貧しい村にやっとできた学校だ。授業をしているのは開校に合わせて赴任してきた日本人女教師である。彼女は革のノースリーブに革の半ズボンを合わせ、フローラルな香水をつけていた。この村には絶対にいないタイプの女性だ。ゆえに──。


　コツン！


　学校の壁に、小石の当たった音がする。──女教師の恋人だ。合図を聞いた女教師は『黒板に書いた英語をきちんと暗記していてくださいね』と言い、学校を出る。そして近くにあった茂みへと入っていった。


『……今日も生きて帰ってきてくれたのね』


　女教師は木陰の一点を見つめて漏らす。彼女の言葉を聞いて、木陰から銃をたずさえた男が出てきた。彼は、この村を拠点にしているゲリラなのだ。


『また命拾いしたと思ったら、お前の顔が見たくなってね』


　男はつぶやくと、女教師を抱きしめてむさぼるようにそのうなじを舐め上げ、彼女の豊満な胸をノースリーブの上からわしづかんだ。


『やっ……あたくし、今は汗をかいて──』


『香水のいい匂がするよ。俺とは大違いさ』


　男は言いつつノースリーブの前を少しはだけ、その屈強な手で女教師の胸の縁を直接なぞる。


　不意に、男の体から硝煙の匂が漂ってきた。女はそれを嗅ぎながら、この男は自分たちの未来を想って銃を手に取っているのだと改めて悟り……体の奥を疼かせる。


『早く……早くあたくしを抱いて！』


　いつ死ぬともわからぬ戦いに身をおく男を想い、女教師は力の限り抱きついた。男はそんな女教師の想いに応えるようにして、彼女の半ズボンの前を開けて強引に手を突っこむ。


　暑さのせいで半ズボンの中は、汗なのか女の快楽が濡らしたものなのか判別のつかぬ状態でビショビショだ。男はその濡れきった股間をショーツの上から激しくこすり、グチュグチュと音を立てて愛撫をした。


『あっ……そんなに激しくしたら、音が生徒に……！』


　この茂みからも学校の中が見えた。女教師の言うことをきちんと聞いて自習している子供たちが、窓越しに見えた。


『偉い子たちだな。きみの教育がいいんだ』


　ゲリラはみんなの未来のために銃を手に取り、戦っている。ゆえに男は、子供たちの未来を想って紛争地で勉強を教える女教師に惚れていた。


　男は愛撫を続けながら、なにがあってもこの女教師だけは守り抜こうと心に決める。


　彼女は戦場に咲く花のように美しくも気高い。彼女なら子供を清く正しく育て、この血なまぐさい土地をいつか自身の香水のような花の香りで埋め尽くしてくれるだろう。












　──これが、丈途の考えたゲリラ向けのポルノだ。みんなの未来を想うゲリラと子供の未来を想う女教師のポルノ……。これにゲリラが反応しないわけがないのだ。


『──まずは英語のお勉強からですわよ。one two three……』


　難民キャンプの中央に着くと、部長はなんの脈みやく絡らくもなく英語の授業を始める。それを見た住人の大半はなにをやっているのかさっぱりわからない様子だった。しかし……数人だけ、過か敏びんに反応した男たちがいる。──ゲリラだ！


　それを目にとめた部長は、急にわざとらしく大きな声を上げた。


『あたくしが黒板に書いた英語をきちんと暗記していてくださいね。あたくしは……みなさんの未来を想う殿との方がたに、この身を捧ささげたいと思っておりますの』


　部長はそう言いながらゲリラ全員に流し目を送り、ノースリーブの前をわざとらしく少しだけはだける。それを見たゲリラたちは、思わず部長の方へ歩いてきた。


『──妄想発症確認。これより誘導を開始します。ふたりはあたくしと少し距きよ離りを取って警護にあたるように』


　部長のささやきを聞いたＳＰたちは、黙だまって頷うなずく。


　そして部長のあとを追うようにして、ゲリラたちとＳＰは難民キャンプを離はなれ始めた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　キャンプからいくらか離れて茂みの多い場所までくると、ゲリラたちは満を持したように部長へ話しかける。


『──きみ、日本人の女教師だろ？　俺ら、この国の未来のために戦ってるんだぜ』


『──そうそう。だからさぁ……あっちの茂みでいいことしようよ？』


　部長は彼らの言葉を曖あい昧まいに笑いながら受け流すと、茂みの方を鋭するどく確認した。


　──もう少しであそこに隠かくれている軍がゲリラの捕ほ縛ばくを始めますわね。あたくしもそろそろこの場から離れないと──。


　部長がそう思った瞬しゆん間かん……。


　──パァァン！


　銃じゆう声せいが鳴り響ひびき、部長の近くにいたゲリラの肩から血しぶきが上がった。


『なっ……タイミングが違ちがいますわよ!!』


　部長が叫さけんだときにはもう、ゲリラたちの目の色が変わっていた。懐ふところから銃を取り出して辺りを確かく認にんする者、身を隠す場所を探して駆かけ出す者、そして──。


『お前……罠わなにはめやがったな!?』


『きゃあぁぁ！』


　部長が、ゲリラに捕つかまってしまった！


『『くっ……！』』


　丈途のポルノに合わせるため、一時的に部長のそばをゲリラにゆずっていたＳＰたちは歯がみするしかなかった。


　そんな中、近くの茂しげみに隠れていた軍が、ゲリラを捕とらえるため一いつ斉せいに飛び出す。


『──この女がどうなってもいいのか!?』


　部長を人ひと質じちにとっていたゲリラは頭に血が上ったように叫ぶ。しかし軍は止まる気配を見せず、ゲリラは自棄やけになって部長を盾たてにすると突とつ撃げきを始めた。


『『お嬢じよう！』』


　一いつ瞬しゆんの判断ミスで部長の命を左右する状じよう況きように陥おちいり、ＳＰたちは素す早ばやく動く。ブレイドは懐からソードブレイカーと呼ばれる峰みねがギザギザの刃は物ものを取り出し、ゲリラに向かって投げつけた。ロッキーは軍の発はつ砲ぽうから部長を守るため、自分の体を盾にすべく走り出す。だが、それでも銃じゆう弾だんのスピードに勝てるはずがなかった。


　──パァァン！


　誰だれかが無造作に発砲した凶きよう弾だんが、部長を目がけて飛んでしまう。


『──この血なまぐさい土地を、いつか花の香りで……!!』


　なぜか、ゲリラが部長を突き飛ばして地面に倒たおそうとする。その姿はまるで、一度は盾にした彼女を凶弾から守ろうとしたようにも見えた。しかし──。


　バシュッッ！


　凶弾は、部長の左胸に当たってしまった！


『くうぅ……！』


　地面に倒れ伏ふす中で、部長は遠くにある難民キャンプへと目を向ける。


　……しくじってしまいましたわね。でも、生徒たちの家族が無事なら……あたくしは……。


　そこまで考えて、部長の意識は闇やみの中なかへと沈しずんでしまった。
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　…………………………………………………………………………………………………………。


　まどろみの中、薬品の匂においが部長の鼻をつく。耳をこらすと、誰かが泣きじゃくっている声も聞こえた。甲かん高だかい声。子供のような声。いつも聞いている、生徒たちの声……。


　──ガバッ!!


　自分が生きていることに気づいた部長は、慌あわててはね起きた。状況を確認するためにすぐ辺りを見回し、自分が病院のベッドに寝ねていたことを知る。そして部長の周りには……さきほどまで泣きじゃくっていたとおぼしき、生徒たちがいた。


『みなさん……』


　部長の声を聞いても、子供たちはいきなり起きた彼女に驚おどろいて声が出ない。


　だが、一いつ拍ぱくの間をおいて、子供たちは怒ど濤とうのように声を上げ始めた。


『きょ、巨きよ乳にゆうセンセ～！　助かったんだね!!』


『女王様センセ～が死ぬわけないよ～!!』


　子供たちは顔に涙なみだの跡あとを残したまま嬉うれしそうに叫ぶと、遠えん慮りよなく部長に抱だきついてくる。


『ちょ……みなさん落ち着いてください！　ま、まだ怪け我がが……痛っ!!』


　部長は自分の胸を押さえ、その場で呻うめいてしまった。それを見た子供たちは急いで部長から離はなれ、『センセ～ごめんなさい!!』と不安そうに目を向ける。


『い、いいんですのよ。あたくしこそ、心配をかけてごめんなさいね。みなさんの家族は無事でしたか？』


『うん！　センセ～のおかげでキャンプの人たちはみんな無事だったよ!!』


『センセ～、ありがとう!!』


『そう。よかったですわね』


　部長は安心したように微笑ほほえむと、今さらのように自分の怪我を確認した。どうやら包帯が巻かれているのは胸の部分だけらしい。まだ男性に見せたことのない、とっておきだった自分の胸……。


『傷……残っちゃいますかね……』


　部長は子供たちに気づかれないよう小さく漏もらすと、自分の胸にそっと手を這はわせる。


『『──お嬢!!』』


　唐とう突とつに、病室へ大声が響いた。


　部長が声のした方へ目を向けると、ＳＰふたりが自分のもとへ駆け寄ってくる姿が見える。


『お嬢を守れず、すみませんでした!!』


　ロッキーが声を張り上げ、深々と頭をさげる。


『我々は、いかなる処分も受ける所存です!!』


　ブレイドもまた声を張り上げ、深々と頭をさげた。


『ふたりとも、ご苦労様でした。この怪我は、軍の不用意な発砲を事前計画で防止できなかったあたくしの責任ですわ。ふたりに落度はありません。これからも、いつも通りあたくしに仕えてくださいね』


『『お嬢……』』


　ＳＰふたりは感かん極きわまったように言い、部長を見つめる。


『それではまず、状況の説明をお願いします』


　部長の言葉に『はっ！』と答えたロッキーは、素早く説明を始める。


『難民キャンプのゲリラにつきましては、誰ひとり逃のがしはしませんでした！　住人への被ひ害がいはなし！　お嬢は……ここで三日間寝続けておりました……』


『三日……』


　部長は自分の胸に巻かれた包帯を見つめ、つい言葉に出してしまう。


『お嬢を盾にして軍に突つっこもうとしたゲリラは、あのあと捕ほ縛ばくに成功。どうもタケト・アクタガワの小説にある一文に感化され、ギリギリのところでお嬢を盾にできなかったようです』


『芥川さんの書いた……一文？』


『「彼女なら子供を清く正しく育て、この血なまぐさい土地をいつか自身の香こう水すいのような花の香かおりで埋うめ尽つくしてくれるだろう」という部分です。あれを読み、小説のヒロインの生き写しであるお嬢じようを死なせては駄だ目めだと思ったようです』


『血で血を洗ってきたようなゲリラでしょうに、そんなことを……』


　部長は、丈途の力に改めて驚いていた。


　彼女は病室の窓から外を眺ながめると、遥か遠くにある日本を想おもうようにして口を開く。


『芥川さん……あなた、初めて見るタイプね。底の知れない殿との方がたって……嫌きらいじゃありませんわ』


　その言葉を発すると同時に、部長は決意を固めるようにしてベッドからおりようとする。


『くっ……！　あ、あたくしも、芥川さんを見習わないといけませんわね』


『お嬢！　まだ無理ですよ!!』


　ロッキーが止めようと腕うでを伸のばすも、部長は彼の手をのけて床ゆかに立つ。


『ロッキー！　現在は地位のある役職で、軍の縮小にともなって廃はい止しされる予定のものをリストアップしなさい！　もちろん、廃止されるとは気づかれにくい役職をリストに載のせるように！　ブレイドはあのドブ豚ぶた司令官に「現在、司令官にふさわしいお仕事を探しておりますから、兵士の名めい簿ぼと武器のリストを至急整えて頂きたい」と伝えてきなさい！』


『お嬢……』


　ロッキーは部長の台詞せりふを聞き、呆あつ気けにとられているようだった。自分の計画に自信を持ちすぎて人の感情を考こう慮りよしなかった今までの彼女からは、想像もできなかった台詞だからだ。


『司令官にふさわしいお仕事……。なるほど、皮肉がきいていて伝えがいがありますよ』


　ブレイドはにやりと笑うと、その場を去ろうとする。


『──あっ、ちょっとお待ちなさい。もうひとつお願いが──』


　部長はブレイドを呼び止め、何事か短く伝えた。そして、再び病室の窓の外へ目を向ける。


『必ずあなたをスカウト致いたしますわ。あたくしの〝駒こま〟として、力になって頂くためにね』


　そう言った部長の頰ほおには、ほんの少しだけ朱しゆが差していた。








　──数日後の日本・芥川邸てい前──。


「……やっと外出を許してもらえた……」


　ぼくはうんざりしたように言うと、気を取り直すようにして伸びをする。久しぶりの外の空気を、肺いっぱいに吸いこんで深呼吸をした。


「まだ暑いけど……やっぱり外はいいな」


　──実はぼく、数日前に友達と海へ遊びに行く約束をしていたのだが……なにがどうなったのか、自分ひとり海へ行かなかったらしいのだ。そしてその日の夜、ぼくは玄げん関かん前で日本酒の一いつ升しよう瓶びんを抱かかえて爆ばく睡すいしていたらしい。それだけならまだよかったのだが……。


「よりによって、コンドームをぶちまけた状態で寝ねてたなんて……」


　それを見た両親はぼくをその場で叩たたき起こし、「丈途！　お前、なにをやらかしたんだ!?」とか「きっとポルノ作家になったせいよ！　もう……たえられないわ!!」とか、散々なことを言ってきた。どうやら両親は、ぼくが未成年なのにお酒を飲んで酔よっぱらい、女の子に手を出そうとしてコンドームをぶちまけられたと思ったようだ。


「……いや、ぼくも記き憶おくがないからそれを否定できなかったのが痛い……」


　そのせいでここ数日、両親から外出禁止を食くらっていたというわけだ。


「断酒の誓せい約やく書に一筆してやっと外出か……。飲んだ記憶、ないんだけどね……」


　飲んだ記憶すら奪うばうとは……お酒は恐こわい!!


　ぼくはため息を漏もらすと、酔っぱらった中で見ていたと思われる夢について考えた。


　蝶ちようの仮面をつけた女王様のような少女。白い仮面をつけた外国人たち。そしてサブマシンガンやら戦車やら──。


「夢、だよな。どう考えても……」


　言いながら、ぼくは教官のことを思い出していた。生徒の写真をぼくに拾われたとき、慌あわてて取り返していた彼女の姿……。


「よく考えたら教官、かわいいところあるよなぁ。生徒たちの家族、助けられてればいいな」


　ぼくはつぶやくと「夢の話だけどね」と笑って続ける。


「今日はみんな塾じゆくに行ってるし……遊ぶ友達もいないんだよな。ぼくも小説ばっかり書いてないで、そろそろ受験勉強しなきゃ駄目かな」


　憂ゆう鬱うつになりながら漏らしていると、家のポストから大きな封ふう筒とうがはみ出しているのが見えた。


「……なんだろう？」


　取り出してみると、ぼく宛あての封筒だった。封ふうを切って中身を見ると──。





『閃学園高等学校　学校案内』





「……なんでこんな物が？　ぼく、高校のパンフレットなんて頼たのんだ覚えはないのに……」


　──閃学園高等学校。噂うわさくらいは聞いたことのある学校だった。〝天才〟と呼ぶにふさわしい者だけが入学を許されるという、ある意味で超ちよう有名な私立高校だ。


「……あれ？　この一文……誰だれかの直筆??」


　パンフレットの表紙には、女性の字で「あなたの才能をお待ちしております」と記してある。


「『あなたの才能』って……まさかここ、ポルノ小説の才能でも受験していいの!?　でも、頼んでもいないのにぼくへパンフレットを送るくらいだし……いいのかも……」


　ぼくは言いながら、なぜか胸が高鳴るのを感じた。


「閃学園か……。入学したら、どんなことがあるんだろう？　いろんな分野の天才がいるらしいし……楽しいかな？」


　喋しやべりながらもどんどん想像が広がってゆく。


「どんな天才がいるんだろうなぁ。勉強のできる人もいるだろうけど……天才猛もう獣じゆう使いだったり天才怪かい盗とうだったりがいても不思議じゃないし──」


　ぼくがまだ見ぬ高校生活に期待を膨ふくらませる中、パンフレットからフローラルないい匂においが漂ただよってきた。まるで、夢の中で会ったあの女の子がつけていた香こう水すいのような、いい匂……。


「──そういえばぼく、教官はなんの天才って設定で夢を見てたんだろう？　一いつ緒しよにいた男の人が『お嬢じようは才能のある方だ』って言ってたし……なにかの天才だよね？」


　しかし、いくら考えてもあの子の才能がわからない。ぼくは自分の夢の適当さを笑うと、もう一度パンフレットに目を向ける。


「でも、閃学園に行けばいろんな天才に会えるし……あの子みたいな天才にも会えるかもな」








　……そして時は流れ、一年零ゼロ組の教室に舞まい戻もどる……。


　丈途との思い出に浸ひたっていた部長は、どこか嬉うれしそうにそっと微笑ほほえむ。


　──初めて見るタイプね。底の知れない殿との方がたって……嫌きらいじゃありませんわ。


　それは、部長が丈途と閃学園で再会したばかりの頃ころに言った台詞せりふだった。


「あの方は変わっておりませんでしたわ。相変わらず……底の知れない殿方のままでした」


　彼女は言いながら、丈途の席をじっと見つめる。


「丈途さん。あたくし、あなたが閃学園に入学したと聞いて本当に嬉しかったんですのよ？　でも……昔のことは話せませんでした。さすがに『あたくし、昔あなたをさらった〝教官〟ですのよ』だなんて言えませんものね……」


　部長は苦く笑しようすると、服の上から自分の左胸に手を這はわせる。そしてゲリラを捕つかまえるときに負ったあの弾だん痕こんに触ふれた。


「まさかあたくしを盾たてにしたゲリラが、一転してあたくしを助けようとするだなんて……。丈途さんのポルノは無限大の可能性を秘ひめてますわね。世界平和計画を進めるあたくしの〝駒こま〟にふさわしいですわ」


　──〝駒〟とは、部長にとって自分のそばに在るべき存在という意味だ。彼女からすればこの上ない賛辞にひとしい言葉である。


「新聞同好会の報道活動は、世界平和計画の第一段階にすぎません。部室として隠かくしていた一年零組がベールを脱ぬいだ今、計画はもう次の段階に入りましたわ……」


　そのとき、髪かみを肩かたの辺りでそろえている活発そうな少女が教室へ入ってきた。勝代だ。


「あれ、部長はもう登校してたのね。零組に人が増えて熱血中？」


「──本当だ。部長、早いね」


　勝代のあとに続いて、丈途も教室に入ってきた。彼は中学生の頃のあどけない面おも影かげを残した顔で、部長をじっと見つめている。


　……丈途さん。あたくし、あなたとまた会えて本当によかったですわ……。


　部長は高ぶる心を誤ご魔ま化かすように、勢いよく声を上げる。


「丈途さん！　あたくしの〝駒〟として、これからも存分に働いてもらいますわよ!!」


「きゅ、急にどうしたのさ!?」


「急でもなんでもありませんわ！　丈途さんがあたくしの〝駒〟だってことは、ずっと前から決めておりましたもの！」


「部長……またなにかたくらんでるの？」


　顔を引きつらせて言う丈途を見て、部長は内心で答える。


　──〝また〟もなにも、あたくしの計画は丈途さんが中学生の頃から動いておりましたのよ？　世界が平和になって、あたくしと丈途さんがすべてを包み隠さず話せるような仲になったら……そのときは覚かく悟ごを決めて、あの中学二年の夏のことをお話ししますわ。だから──。


「ねぇ、丈途さん。あたくしの昔のお茶ちや目め……笑って許してくださいね？」


　その言葉は彼女にしては珍めずらしく、甘えるような、おねだりをするような、そんなかわいらしい仕草で伝えられた。




　ガールズトーク＠絶賛加熱中







「──あっ！　吹音、部長さんが丈途くんに送ったパンフレットのこと知って──」


「なによ！　ほんの少し私たちより前に丈途くんと出会ってたからって!!」


　喋りかけの吹音は、怒ど濤とうの勢いで声を上げる謡江を前に口をつぐんでしまう。


「中学生の頃からＤＤＲだなんて仕事をしてたのは凄すごいけど……私だって、丈途くんと綺き麗れいな思い出を持ってるんだからね!!」


「……綺麗な思い出？」


　部長の眉まゆが、ピクッと跳はね上がる。


「謡江さん。それこそがあたくしの言った、あなたの〝秘密〟ですわ。大まかなことはつかんでおりますが……さすがに詳しよう細さいは本人しかわかりませんからね。さぁ、お話しください」


「うっ……！　でもあの話をすると、芋いもづる式に後日談まで話すことになって……ちょっと言いにくいというか……」


「あたくしはおふたりにここまで話したんですのよ？　もちろん、謡江さんだって話してくださいますわよね??」


「でも……後日談が……」


「吹音も謡江さんの話、気になるなぁ。だって謡江さんって丈途くんと仲がよくて一いつ緒しよにいることが多いのに、その中でも特別に〝綺麗な思い出〟があるってことでしょ？」


「ふ、吹音さんまでなに!?　なんだか今日、いつもよりアグレッシブじゃない!?」


「あら謡江さん、これはガールズトークですのよ？　みなさんの前では言いづらいこともぶっちゃけられる、女だけの場ですわ。吹音さんだって積極的にもなりますわよ」


「うん。吹音、聞きたい」


　唇くちびるをギュッと結んで真しん摯しに謡江を見つめる吹音……。


　その視線を前に、謡江は観念したように声を上げる。


「もう！　話せばいいんでしょ、話せば！　あれはリアルＲＰＧが終わってすぐのことだったわ──」
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　魔女っ子前線は恋の嵐







　ボロボロになって泥どろで汚よごれきった純白のウェディングドレス……。ひとけのない放課後の教室で自分の机にそれを広げた少女──園声謡江は、アイドルと見まがうかわいい顔を曇くもらせてため息をついていた。


「リアルＲＰＧが終わって三日かぁ……。私、あの事件ではみんなに大迷めい惑わくをかけちゃったわね……」


　──リアルＲＰＧ事件。それは、謡江のファンクラブが中世ファンタジー世界を模した巨きよ大だいな建物の中で「ファンクラブ全員」と「謡江ひとり」の結けつ婚こん式を強ごう引いんに挙げようとした事件だ。


「あの事件の元げん凶きようって、絶対に私なのよね。丈途くんを立派なポルノ作家にしようとしてファンクラブの人に協力を頼たのんじゃったのが間ま違ちがいだったわ……。まさかファンクラブが暴走して私と結婚しようとするだなんて……」


　彼女はつぶやきながら一枚の写真を取り出す。そこには、今机の上に広げているボロボロのウェディングドレスを着た謡江が、同じくボロボロの布服を着たひとりの少年に抱だきついて泣いている姿が写されていた。


「私が自じ爆ばく気味に起こした事件だけど……丈途くんが必死に助けてくれて嬉うれしかったな」


　謡江は制服たる紫むらさきのワンピースドレスを揺ゆらし、わずかに顔を赤らめて苦く笑しようする。


　──カタッ！


　不意に、教室の外で物音がした。謡江が廊ろう下かへ目をやると、頭に猫ねこ耳をつけて制服の上に黒マントを羽織った少女が見える。まるで黒くろ猫ねこをイメージさせる少し背の小さな女の子だった。


「あら、ミサさん。そんな所でどうしたの？」


　ミサと呼ばれた少女は頰ほおを淡あわく染めて恍こう惚こつとした顔で謡江を見つめたまま、なにも答えない。


「……ミサさん？」


　──彼女は夜よる乃のミサ。謡江のクラスメートにして黒魔ま術じゆつの天才だ。そして、謡江ファンクラブ唯ゆい一いつの女子でもあった。


　ミサは今さらのように謡江の視線に気づくと、慌あわてて声を上げる。


「あっ、謡江さん！　えと、ミサはその……つい謡江さんに見とれちゃってごめんなさいなのニャ！　か、帰りますなのニャ!!」


　ミサはそう言って逃にげるようにして教室前から駆かけ去ってしまった……。


「……どうしたのかしら？」


「──謡江。そろそろみんなに謝りに行こうか。あんまり遅おそくなってもいけないし……」


　教室の外から謡江に声をかける人物がいた。男子の制服たるモーニング風コートを着た中肉中背の少年。さきほど謡江が眺ながめていた写真で〝村人三〟の衣装たるボロボロの布服を着ていた、芥川丈途である。


『──ふたりでさ、今回の件で迷惑をかけたみんなに、一いつ緒しよに謝って回ろう』


　リアルＲＰＧ事件が終わったとき、丈途は謡江にそう言った。謡江が自分を立派なポルノ作家にしようとして起きた事件なのだ。丈途は、自分にも責任があると思っていた。


　──丈途くんだってリアルＲＰＧに巻きこまれちゃったひとりなのに……一緒に謝りに回ってくれてありがとう。


　謡江はもう何度も丈途に言った台詞せりふを今一度心の中でつぶやき、机に広げていたウェディングドレスをそっとたたむ。そして近くに置いていた紙かみ袋ぶくろの中に入れて机の脇わきに置くと、教室を出て丈途と一緒に廊下を歩き始めた。


　その直後、謡江は廊下に何枚かの原げん稿こう用紙が落ちていることに気づく。


「……丈途くんのポルノ小説かしら？」


　謡江が前を向くと、立ち止まっている自分に気づかずどんどん先へ進む丈途が目に入った。


「……こ、こっそり読んでも罰ばちは当たらないわよね。私、丈途くんの読者だもん……」


　謡江は頰を染めつつ原稿用紙を拾うと、それに目を落としながら丈途を追い始める。












「──謡江さん。やっと私と結ばれてくれたニャ……」


　月明りに照らされた天蓋付きの大きなベッドの中、黒マントを着て頭に猫耳をつけた少女がつぶやく。対して謡江は純白のウェディングドレスに身を包んでいた。


「私だってずっとあなたと結ばれたかったのよ」


「そう言ってもらえると嬉しいニャ。今夜は、私の黒魔術で謡江さんを悦ばせたいニャ」


　少女はそう言ってマントの中に手を入れると、ナイフを取り出してベッドに逆五芒星の傷をつけて円で囲む。すると、ベッドを埋め尽くさんばかりのバラの花びらが現れた。


「まずはバラで謡江さんの体を綺麗にするのニャ」


　少女はウェディングドレスの裾に手を入れると、謡江の股間にバラの花びらを押しつけて揉みこむ。そして丁寧にバラの香りを謡江に染みこませた。


「んはぁっ……くっ……！　私たち、バラの祝福を受けて結ばれてるみたい……んっ……!!」揉まれることでショーツにじわりと広がる謡江の愛液……。それがバラの花を濡らし、辺りにより強く匂を薫らせていた。


「バラの匂で綺麗になったら、次は月明りで綺麗にするのニャ」


　少女はさきほどベッドにつけた逆五芒星の傷に手をかざし、三十センチメートルほどの鉄棒を取り出す。その鉄棒には丸くてつるつるした宝石がいくつもあしらわれていた。


「月明りって……鉄棒でどうやって？」


　その言葉に少女は微笑むと、鉄棒の腹の部分を謡江の股間に押し当てて素早く上下に動かす。宝石がごつごつと謡江の股間に当たって強い刺激を与えた。同時に、部屋を満たす淡い月明りを照り返して光る……。


「やあっ……!!　くぅっ……そんな、激しく……」


　謡江の身悶えするような喘ぎを聞きながら、少女は月明りを塗りこむようにして鉄棒をさらに速く動かす。


「ふくぅっ……！　んっ……あ、あなた、そんなにいろんな黒魔術を使えるなら、どうして私を黒魔術で惚れさせようとしなかったの？」


「駄目ニャ！　謡江さんは私にとって大切な人だからこそ、そんなことできないのニャ!!」


「あなた……」


　謡江は少女を見て笑みを浮かべると「ふたりで綺麗になりましょ？」と言い、月明りで光る鉄棒を握る。そして、その先を自分の股間と……少女の股間に押し当てた。












「──これ、丈途くんの文体じゃないわ！　しかも〝謡江さん〟って……一体誰だれのポルノなの!?」


　謡江が声を上げた瞬しゆん間かん、急に原げん稿こうが赤く光る。


「熱っっ！」


　突とつ然ぜんの発熱に驚おどろいた謡江は、反射的に原稿を手放してしまった。


　そのとき、彼女は右の手の平に逆五芒星形の火傷やけどができていることに気づく。


「火傷なんて……どうして!?」


　謡江は驚きながら廊ろう下かに落ちた原稿を見つめる。だが、その原稿には焦こげ跡あとすらなかった。恐おそる恐る原稿を指先でつついてみるも……まるで熱を感じない。


　彼女は右手についた逆五芒星形の火傷を見つめながら「知らない間に火傷してたのかしらね？」と首をかしげる。


〝終わりなき結び目〟とも呼ばれるその印サイン……謡江には、どれほど危険なものか知るよしもなかった。








「──悪あく魔ま前線の北上により空には暗雲たちこめ、死の宴うたげがすべてを破は壊かいする確率八十パーセントでしょう」


　制服を小こ綺ぎ麗れいに着こなしたスレンダーな女性が、掲かかげたボード型パソコンを指示棒で指しながらお天気キャスターよろしく笑顔で喋しやべっている。


　……その口から漏もれる言葉はもの凄すごく不ふ吉きつだが……。


「あたる先せん輩ぱい……悪魔前線ってなんですか？」


　丈途は目の前で喋る女性を見つめながら、頰ほおをひくつかせて漏らす。


　彼女は予報の天才で閃学園の三年生、田た分ぶんあたるだ。


　彼女の持つパソコンには、三さん叉さ槍そうを持って不敵に笑う悪魔の絵が表示されていた。


「う～ん……こんな予報は初めてです。しかしこの予報図、明らかに悪魔がなんらかの災さい厄やくをもたらすことを表していますね」


　あたるはそう言いながらすらっと伸のびた足やくびれのはっきりとした腰こし、そして盛り上がっている胸をくねらせて悩なやんでいた。


　それを見て、つい丈途の妄もう想そうがほとばしる。


　……悪魔か。恐こわいイメージがあるけど……あたる先輩みたいないい体をした女悪魔だったら歓かん迎げいだな。ハイレグみたいな際きわどい衣装を着て登場して「あなたを快楽で堕おとしてわたしの配下に加えましょう」だなんて妖よう艶えんな笑みを浮かべてぼくの股間をズボンの上から握って、まるでとろとろの肉壺つぼに挿いれたかのような快楽を魔ま力りよくで与えてきて、そのしなやかな指先が体の内のひだのように蠢うごめいて股間を刺激して「うっ……！　もう駄目です……イ、イっちゃいそう……」だなんてぼくが言うと、こちらの耳元に口を寄せて「あなたの精をもって配下の契けい約やくを結びます。さぁ、早くおイきなさい」だなんて舌なめずりをして──。


「──配下になります！　だからもっと魔力で気持よくしてください!!」


「……魔力？　気持よくして??」


　あたるは叫さけぶ丈途を見て不思議そうに首をかしげる。


　──しまった！　思わず悪魔っ娘こで妄想しちゃった!!
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　丈途はそう思うと同時に慌あわてて口を開く。


「ち、違ちがうんです！　悪魔が出るって占うらないの続きを想像してただけで、決してエッチな悪魔っ娘にもてあそばれる妄想をしていたわけではなく──」


「……占い、ですって？」


　ピクッと、あたるの片眉まゆが跳はね上がる。次いで、彼女はまくしたてるように喋り始めた。


「今、わたしの予報を占いと一いつ緒しよにしました??　わたしは以前あなたに『予報はあくまできちんとしたデータにもとづいた未来予測なんです！　非科学的な要素を伴ともなう占いと一緒にしないで頂きたいものですわ!!』って言いましたよね!?　どうしてそんなに脳みそが腐くさってるんですか!?　エッチなことばかり考えているせいで蛆うじでもわいたんですか!?」


　──まずい！　あたる先輩は予報を〝占い〟って言われると、急にブラックキャラになるんだった!!


　丈途は思い出した事実に焦あせり、「すみません！　ちょっと言い間ま違ちがえただけです!!」と必死に訂てい正せいを始めていた。


「悪魔だなんて……恐いわね。私たち、あたる先輩に謝るだけのつもりだったのに……」


　今まで丈途の横で黙だまって話を聞いていた謡江が、不安そうに漏らす。


　──謡江と丈途はさきほど教室前で合流したあと、一緒にあたるのクラスへ来ていた。あたるもまたリアルＲＰＧ事件に関かかわったひとりで、丈途とともに謡江を助けてくれた人物なのだ。


「天才予報士のあたる先輩が八十パーセントの確率って言う以上、本当に悪魔が現れるって考えた方がいいわよね」


　謡江はわずかに震ふるえつつ周りを見つめる。彼女の後ろには教室から廊下にはみ出るほど長い女子の列ができていた。あたるにラブ予報──つまり、恋こいの予報を出してもらうために集まった生徒たちだ。


　すると突とつ然ぜん、「──村人三、こんな所にいたのニャ！」と猫ねこ耳をつけた女の子が教室へ駆かけこんでくる。ミサだ。


〝村人三〟という言葉に反応し、丈途がミサの方へ目を向ける。


「……あれ？　きみ、リアルＲＰＧで会ったことがあるよね。確かほこらの中で『このゲームをクリアするには、お主のポルノ小説の才能が必要なのニャ』ってぼくに言った──」


「黒魔術の才能を持つ夜乃ミサだニャ！　村人三、あんたのせいでミサの黒魔術がおかしくなったのニャ！　責任を取るのニャ～!!」


　ミサは目をつり上げて丈途を指差す。つり上がった目が、本当に猫のようだった。


「ぼ、ぼくのせいって……」


　啞あ然ぜんとする丈途にミサは言葉を続ける。


「謡江さんとファンクラブの結けつ婚こん式……ミサは、本当に楽しみにしてたのニャ！　だからミサはリアルＲＰＧの舞ぶ台たいになった城に『この城に住む夫ふう婦ふは幸せな結婚生活が送れる』って黒魔術をかけたのニャ！　それなのに村人三がＲＰＧをクリアしちゃったから……黒魔術が暴走して、今、城しろ跡あとが〝呪のろいの地〟になっちゃったのニャ～～～!!」


「呪いの地だって!?」


「そうニャ！　だから村人三は責任を取ってミサと一緒に呪いを祓はらいに行くニャ!!」


「責任って、そんな……」


　……待てよ。よく考えたらあの事件って、謡江ファンクラブの暴走が原因で起こったことじゃないか！　完全に自じ業ごう自得じゃん!!


　そう思うが早いか、丈途はミサに「自分のせいで黒魔術が暴走したんだから、自分でどうにかしなよ!!」と声を上げる。


「村人三にそんなこと言う資格はないのニャ！　ミサたちは謡江さんとの結婚を楽しみにしてたのに台無しにして……ほんと、いい迷めい惑わくニャ!!」


「いい迷惑だったのはこっちだよ!!」


「言訳はいいからとにかくお祓いを手伝うのニャ！　早く呪いを祓わないと、閃学園に大いなる災わざわいが訪おとずれるのニャ!!」


「……大いなる災い？」


　丈途は戸と惑まどいながらあたるのパソコンへと目をやる。そこには、三叉槍を持って不敵に笑う悪あく魔まの絵が表示されたままだった……。


「まさか、これが悪魔前線……」


　丈途は知らず息を呑のみ、パソコンとミサを見比べて考えこんでしまう。


　……悪魔が学園に災いをもたらしたら困るし……なにより、恐こわい。なんとしても悪魔の出現を止めなきゃ……。


「……仕方ない。お祓いのことは完全に言いがかりだけど……手伝うよ。あたる先せん輩ぱいの予報は八十パーセントであって百パーセントじゃないんだ。悪魔が出現しない確率に賭かけてみるよ」


「丈途くん……なんだかまた変なことに巻きこんじゃってごめんなさい」


「謡江が謝ることじゃないよ。さぁ、すぐにお祓いへ行こう!!」


　丈途は申し訳なさそうにしている謡江へ力強く言うと、ふたりで教室を出てさっそくお祓いへと向かった。


　そんなふたりを見つめながら、ミサは口くちの端はしをつり上げる。


「ふふふっ……村人三め、覚かく悟ごするニャ。謡江さんを独どく占せんした罪、その命で償つぐなうがいいニャ」


　そう言ったミサの手には、天てつ辺ぺんにドクロのついた杖つえや柄つかに蛇へびの姿が彫ほられたナイフといった、不気味な道具が握にぎられていた。








　空に広がる黒雲が、木立の中をより一層暗くしていた。時折聞こえるカラスの鳴き声は恐きよう怖ふ心をかきたて、ぼくらの足元には……人骨っぽいものが散乱している！


「ここ、ほんと不気味なままだね!!」


　数日ぶりに来た城前だが、相変わらずの光景にぼくは思わず叫さけんでしまう。


　しかし、ぼくの前を歩くミサと謡江は黙だまって進んでいた。ミサは辺りの様子を風景と割り切っているようで、前を向いて迷わず歩いている。謡江は思いつめるようにしてうつむいたまま足を進めていた。


「ねぇ、謡江。呪いの地のことはどう考えてもミサさんのせいだよ。謡江のせいじゃないんだから気にすることないさ」


「でも……」


「村人三、なに言ってるのニャ！　呪いの地ができたのはあんたがリアルＲＰＧをクリアしたせいニャ！　ミサのせいでもなければ謡江さんのせいでもないニャ!!」


「……それが言いがかりだっていうのに……」


　ぼくはため息をつきながら足を進める。


「──あっ、丈途くん。そういえば私、学校の廊ろう下かでポルノ小説を拾ったの。誰だれの物かわからないんだけど、なぜか私が出てて……」


「謡江が出てるポルノ小説？　読ませてくれれば誰が書いたものかわかるかもよ。なにせぼくはエロのプロだからね。愛あい撫ぶの仕方や喘あえぎ声の種類、どこでイかせたかを読めば著者の人格くらいわかるんだ」


　謡江は「どこでイかせたかって……」と苦笑いしつつ、ポケットに手を入れて何枚かの原げん稿こう用紙を取り出す。その瞬しゆん間かん──。


「それ、ミサの作文ニャ!!」


　ミサはいきなり叫ぶと、慌あわてて謡江から原稿を奪うばい取る。


「うっかりなくしたと思ってたら……謡江さんに拾われてたニャんて！　まさか、ミサの作文を読んだのニャ!?」


「えぇ。丈途くんの小説かと思って……」


「そんな……酷ひどいのニャ……！　謡江さんへの想おもいを爆ばく発はつさせて書いた作文を……!!」


　ミサは猫ねこ耳の上に手を置きつつ頭を抱かかえ、その場で呻うめき始める。


「そんなに落ちこまなくても大だい丈じよう夫ぶよ。私、丈途くんでポルノ小説は読み慣れてるもの」


　謡江のフォローになっていないフォローを聞きながら、ミサはひとりで呻き続けて足早に先へ行ってしまった……。


　しばらく歩いていると、ついにぼくらは木立の中を抜ぬけて大量の瓦が礫れきを目にする。リアルＲＰＧの舞台となった城の残ざん骸がいだ。


「……なんだ？　この生なま臭ぐさい空気……」


　城跡には、肺に絡からみつくような独特の空気が漂ただよっていた。


　ぼくが匂においを確かめるように大きく息を吸っていると、作文を謡江に読まれたダメージからいくらか立ち直ったミサがぼそりと口を開く。


「……瘴しよう気きニャ……」


「しょ、瘴気だって!?　それってやばいよね!?」


　ぼくは急いで息を止め、素す早ばやく周りを見回した。崩ほう壊かいした城はリアルＲＰＧの舞ぶ台たいとなっていただけあって瓦礫の量も凄すごい。よく見るとその瓦礫すべてが、腐ふ敗はいしたようにどす黒く変色していた。


「ここ、絶対に危険だって!!」


「危険だからお祓はらいするのニャ」


「それより早く逃にげようよ！　って……あ……息がもう……」


　瘴気を吸わないよう息を止めていたぼくは、喋しやべったせいで肺の空気をほとんど失ってしまう。


　……ま、まずい。瘴気で死ななくても窒ちつ息そくで死んじゃう……。


　力なくその場に倒たおれようとすると、ミサが馬ば鹿か馬ば鹿かしそうに「この程度の瘴気なら、吸っても死にはしないニャ」とつぶやく。


「そ、そっか……よかった……」


　ぼくはすぐに深呼吸を始めると、やっと落ち着く。


「それじゃあ村人三。男らしくさっさとお祓いしてくるニャ」


「ぼくが!?　お祓いなんてできるわけないだろ!?」


「大丈夫なのニャ。呪のろいの元をこの妖よう刀とう・村むら雨さめでぶった斬ぎればお祓い終しゆう了りようなのニャ」


　ミサは黒マントの中に手を入れると、ひと振ふりの刀を取り出す──。


「って、マントの中にそんな物は入らないよね!?」


「黒魔術の力ニャ」


　ミサはなんでもないように言いながらこちらに妖刀・村雨を押しつけてきた。


　戸と惑まどいつつも村雨を受け取ると、心なしか瘴気の中でもその刀身が妖あやしく輝かがやいているように見える。刀身の光は不思議とぼくを惹ひきつけ、刃はを振ふるいたくなってきた……。


　──ごくり。


　ぼくは妖刀の危険な魅み力りよくを前に、知らず息を呑のんでしまった。


　そのとき、ぼくは刀についているゴミに気づく。シールのような物に見えるが……。


「……九百八十円？」


　シールには、確かにそう書かれていた。


「これ……オモチャの刀じゃん!!」


　ぼくが突つっこむと、ミサは「大丈夫なのニャ。妖刀は妖刀なのニャ」と鼻を鳴らす。


「大丈夫なわけないだろ!?　よく見たらこれ、プラスチック製じゃないか!!　むしろ黒魔術を祓うのにどうして妖刀・村雨なんだよ!!　和洋まじってるから!!」


「男ならごちゃごちゃ言わずに早くお祓いするニャ。ほら、あっちの木から不ふ穏おんな気配を感じるのニャ」


　ミサはそう言って少し離はなれた所にある木を指差す。辺りの木が瘴気の力でやせ細っている中、その木だけは樹じゆ齢れい数千年とでも言いたくなるほどの太い幹でそそり立っていた。


　……あの大木、明らかにやばいよね……。


　そう考えながらも、このままでは悪あく魔まが現れると思えばがんばらざるを得ない。ぼくは覚かく悟ごを決めるようにして妖刀を構え、じりじりと木に近づく……。


　──ヒュゥッッ！


　不意に、風の切れる音がした。それと同時に、大木の枝が爆発的なスピードで伸のびてぼくへ襲おそいかかってくる。


「なっ……!?」


　驚おどろきの声を上げながらもなんとか妖刀を振って枝を斬ろうとした。しかし刃は先さきが枝に触ふれた途と端たん……刀が、あっさりと折れてしまう。


「やっぱりただのオモチャじゃないか～～～!!」


　ぼくは叫さけびながら必死に逃げ始める。


　全力で駆かけ抜ける中で迫せまり来る木の枝へ目を向けると、ふと、そこに不思議な切り傷を見つけた。円に囲まれた逆五ご芒ぼう星せい形の傷だ。


「──村人三、いいところに気づいたのニャ。その逆五芒星はミサがよく使ってる印サインニャ。そしてその印サインこそがここを〝呪のろいの地〟にしている原因なのニャ。そこら中にある上に印サインがついているものはみんな魔ま物ものになってるから、がんばって戦ってニャ～」


「やっぱりミサさんが〝呪いの地〟の元げん凶きようじゃん!!」


　ぼくが悲鳴じみた声を上げていると、唐とう突とつに陽炎かげろうめいたものが立ちのぼってくる。その陽炎は段々と形をとり……やがて、Ｔバック姿の太った男の像になった。しかもその男の像、なぜか背中にガーゴイルの羽のようなものをつけている……。


「なにこの変態!?」


　ぼくが叫んだそのとき、ついに木の枝に追いつかれた。枝はこちらの体に巻きつき、一気に締しめ上げて骨をきしませてくる。


『──触しよく手しゆプレイも悪くないけど──』


　Ｔバック姿の変態が、いやらしさ丸出しの笑えみを浮うかべてなにやらつぶやく。──って、陽炎がつぶやく!?


『まずは女の子だよね～[image: ]』


　男はそう言ってぼくを枝から引き抜ぬくと、そのまま思いっきり投げ飛ばした。


「ちょ……なんで陽炎がぼくを持てるの!?」


　目の前で繰くり広げられる超ちよう常じよう現象の連続に頭が追いつかず、ぼくはただ混乱してわめく。


　そして投げ飛ばされた先には……ミサがいた！


「ニャ!?」


「どいてくれ～～～!!」


　声も虚むなしくぼくはミサにぶつかって倒たおれてしまう。


　体中が痛かったが……なぜか、顔だけは柔やわらかな膨ふくらみに当たって痛くなかった。小ぶりだが弾だん力りよくを感じるにはちょうどいい頃ころ合あいの膨らみ……。


「ニャ……うニャニャ……!!」


　頭上から、ミサが慌あわてふためく声が聞こえる。


　不思議に思って目を開けると……眼前にあったのは、ミサの胸だった。


「あっ、これは違ちがっ……！　なんかＴバック姿の男がぼくを投げ飛ばして……!!」


「そんな変態いるはずないニャ！　言訳するならもっとましなこと言うニャ!!」


「えぇ!?　ミサさんには見えてなかったの!?」


「木の枝を避よけるふりしてミサに飛びつくド変態の村人三なら、しっかり見えてたニャ～!!」


　ぼくはミサに大声を上げられながらどつかれ、改めてその場に倒れ伏ふしてしまった……。


　……ミサの胸、意外と気持よかったな……。








「──まったく、村人三のセクハラには困ったものニャ!!」


〝呪いの地〟からわずかに外れた木立の中で、ミサは大きく息を吐はいていた。


「ミサさん、そう怒おこらないであげて。丈途くんが木の枝から逃にげたとき、ちょっと動きが不自然だったもの。さすがにＴバック姿の男は幻げん覚かくだと思うけど……なにか、魔術的な力が働いたのかもしれないわ」


「謡江さんは村人三に優やさしすぎるニャ！　この男は絶対にセクハラしたかっただけニャ!!」


「違うってば！　本当にＴバック姿の男が──」


　ミサは声を上げるぼくを無視すると「新しい武器を渡わたすから、村人三はそれでさっさとお祓はらいをするニャ！」とマントの中へ手を入れる。


「次の武器は、オリハルコン製のハンマーなのニャ」


　そう言ったミサの手には、彼女の身長と同じくらいの大きさがあるハンマーが握にぎられていた。


「だから、マントの中にそんな物は入らないよね!?」


「村人三、くどいのニャ」


　ミサは突つっぱねるように言うと、こちらにハンマーを手て渡わたす。


　ぼくはハンマーの重さで倒れないよう慌てて踏ふん張った。なにせミサの身長ほどある巨きよ大だいハンマーだ。気を抜けばぼくはハンマーごと地面にめりこむことになるだろう。柄えから伝わるオリハルコンの重みは圧あつ倒とう的で、持っているのがやっと…………………………………じゃない？


「……これ、片手で持てるくらい軽いじゃないか……」


「さすがオリハルコン製なのニャ。軽くて硬かたいのニャ」


「絶対に噓うそでしょ！　明らかに今度の武器もプラスチック製じゃないか!!」


「そんなことないのニャ。ほら、早くその武器で魔物を倒してくるニャ」


　ミサは喋しやべりながらぼくをぐいぐい押して進む。


　抵てい抗こうしようとしたが一足遅おそく……ぼくは、再び呪のろいの地に入ってしまった。


　──ゴゴゴゴゴッッ!!


　辺りが不ふ穏おんな鳴動を起こす。


　次いで、目の前にあった瓦が礫れきの山やまが段々と盛り上がり……瓦礫の巨きよ人じんが誕生した!!


「こんな奴やつに勝てるわけないからっっ!!」


　ミサはいつの間にか逃げ出しており、巨人はその場に残っていたぼくへ拳こぶしを突き出してくる。


　オリハルコン製……らしいハンマーで防ぼう御ぎよしようとするも、あっさりと砕くだかれて辺りにプラスチック片へんが舞まった。


　──逃げきれない!!


　そう思った途と端たん、またしても陽炎めいたものが立ちのぼり、Ｔバックとガーゴイルの羽のようなものを身につけた男が現れた。


『──ＳＭで殴なぐられるのも悪くないけど──』


　Ｔバック姿の変態がつぶやきつつ、ぼくを持ち上げる。


『次はアイドルのお股まただよね～[image: ]』


　男はそう喋った瞬しゆん間かん、ぼくを思いっきり投げ飛ばした！


「ちょ……今度はどうする気さ!?」


　叫さけびながらもぼくの体は勢いよく宙を舞い、どこかへ飛ばされてゆく。


　進行方向の先を見るとそこには……謡江がいた！


「謡江、早く逃げて!!」


「は、早くって……もう間に合わない──きゃっ!!」


　ぼくは謡江と盛大にぶつかり、その場に転がってしまう。


「謡江……大だい丈じよう夫ぶ？」


　痛みをこらえて目をあけると、なぜか、目の前が薄うすピンク色だった。


　……この辺りにピンク色の所なんてあったかな？


　ぼくは不思議に思い、触さわって確かめようとした。すると──。


「きゃぁぁ！　どこ触ろうとしてるのよ!!」


　謡江の悲鳴とともに、なにかが思いっきり頭部を押さえつけてきた。


　──メリッ……。


　ぼくの頭が、地面にめりこんでもの凄すごく嫌いやな音を立てる……。


「っっ痛ぁぁぁぁ!!」


　叫びながら立ち上がると、ぼくの頭が布のような物をめくる感かん触しよくがした。次いで目に入ってきたのは……制服のスカート部分がめくれたまま驚おどろいた顔でこちらを見つめる謡江だ。……ついでに、彼女のはいた薄ピンク色のパンティーも目に入った。


　……ぼくがさっき触ろうとしたのは、謡江のパンティーだったんだ……。


「た……丈途くん……ど、どうしてこんなこと……」


　謡江は恥はずかしさからか顔を真っ赤にしており、おぼつかない口調で喋っている。突とつ然ぜんのことで完全に混乱しているようだった。


「む～ら～び～と～さ～ん!!」


　怒いかりに震ふるえた声が後ろから聞こえる。


　振ふり返ると、天てつ辺ぺんにドクロのついた杖つえを持ったミサがこちらへ駆かけてくる姿が見えた。


「謡江さんになんてことを……殺すニャッッ!!」


　彼女の目は血走っており、明らかに本気だということがわかる。


「誤解だよ！　今回もＴバック姿の男がさ──」


「そんな変態はどこにもいないニャ!!」


　ミサは駆けながら呪じゆ文もんとおぼしき言葉を喋り始める。





　──首つりの木より生まれし杖よ


　──古いにしえの言こと霊だまで悪あく魔まへ祈いのりを捧ささげよ


　──魔ま界かいの炎ほのおですべてを焼き尽つくせ!!





　ミサの詠えい唱しようが終わると同時に、杖の頭についていたドクロが不協和音を奏かなで始めた。そして大きく口を開き……黒い炎を吐はき出してくる！


「シャレにならないでしょ～～～～!!」


　ぼくは声を張り上げながら駆け出し、魔界の炎に制服を焦こがされつつも逃にげ回った。








「はぁ、はぁ、はぁ……まさかあんな不思議なことが次々と起こるなんて……」


　やっとの思いでミサをまいたぼくは、木立の陰かげで荒あらい息を整えながらつぶやく。


　呪いの地にいた魔ま物ものにも驚いたが……なにより、Ｔバック姿の男に驚いた。だがＴバック姿の男はぼく以外に見えていなかったようだが……。


「──丈途くん、こんな所にいたのね！」


　声のした方へ目を向けると、謡江がこちらへ走ってくる姿が見える。


「やっと追いついたわ……。さっきはその、いきなりスカートに頭を突つっこまれてびっくりしたけど……丈途くんが誰だれかに放ほうり投げられるみたいにして私の方へ飛んできたことには気づいてたから……あの……凄く恥ずかしかったけど、怒おこってないからね」


「謡江……」


　相当恥ずかしい思いをしただろうに、わざわざぼくを追ってきて許してくれる彼女の優やさしさに感動してしまう。


　ぼくが「ありがとう……」と漏もらすと、彼女はどこか照れるようにして頷うなずいていた。


「不思議なことばかり起こる呪のろいの地って……本当に恐こわい所ね。あの、それで考えたんだけど……あとは私がお祓はらいをしようと思うの。丈途くんにこれ以上迷めい惑わくをかけたくないもの」


「えっ……急になに言い出すんだよ!?」


「だってリアルＲＰＧ事件の元げん凶きようって私だし、そう考えると呪いの地ができた原因も私だし……」


「ぼく、さっきも謡江に言っただろ！　呪いの地のことは謡江のせいじゃないってば！　なんでもかんでも責任を感じすぎだよ!!」


「そうは言っても……」


「じゃあ、こう考えたらどうかな。リアルＲＰＧ事件は謡江がぼくの将来を心配してくれたからこそ起こったものなんだ。だから今度はぼくが謡江のためにがんばる番さ。そう思えば、ぼくにお祓いを任せられるだろ？」


　どこか思いつめたように話していた謡江だが、ぼくの言葉を聞き、感激したようにして瞳ひとみに涙なみだを滲にじませる。


「丈途くん……ありがとう！」


　彼女はそう言って目を拭ぬぐうと、気持を改めるようにして「まずはミサさんの誤解をといて、お祓いのやり直しをしなきゃね!!」と笑え顔がおを見せてきた。


「……そうだね。ミサさんの頭がそろそろ冷えてくれてればいいけど……」


　それからぼくらは木立の中を歩き回り、ミサを捜さがした。


　しばらく辺りを巡めぐっていると………………………………………………………………………。


「丈途くん、あっち！」


　謡江が木立の奥を指差した。


　それに従って視線を動かすと、ミサがうずくまっている姿が見える。


「……まさか、呪いの地でなにかあったんじゃ……」


　ぼくは不安げに漏らし、急いでミサのもとへと向かう。


「──どうして村人三にはミサの黒魔術トラップが効かないのニャ。木の魔物も瓦が礫れきの魔物もうまいこと避よけて……よく考えたらおかしいニャ。才能テストのときだって、ミサが材料を用意した黒魔術弁当を口にしたくせに村人三は死ななかったのニャ……」


　……黒魔術弁当？


　聞き覚えのある単語を耳にして、ぼくはその場に立ち止まり記き憶おくをたぐり始める。


　……黒魔術弁当……黒魔術の材料が使われた弁当……手作りの怪あやしい弁当……って、まさか才能テストのときに鳴唐さんが断頭台の跡あとで育てたお米を使って作った、あの弁当のことか！　てっきり来夏が鳴唐さんに吹ふきこんだものだとばかり思ってた!!


「……村人三から、魔術の匂においがするニャ」


　ミサはそう口にしてマントの中からバスケットボール大の水すい晶しよう玉だまを取り出すと、地面に置いてぶつぶつと呪文を唱え始める。すると水晶にＴバックとガーゴイルの羽のようなものを身につけた男が映った。


　──ぼくが見たあの変態だ！


「こ、これは……淫いん魔ま!?　まさか村人三、淫魔の加護を……!!」


「──ちょっとミサさん！　『どうして村人三にはミサの黒魔術トラップが効かないの』って、どういうこと!?　まさか……丈途くんを傷つけようとしてたの!?」


「ニャ!?　ニャニャ!?」


　唐とう突とつに、謡江が厳しい口調でミサへつめ寄る。


　ミサは謡江の声に驚おどろいて顔を上げると「う、謡江さん……！」と、まずい話を聞かれたかのように視線をさまよわせ始めた。


「謡江さん。さっきのはなんていうか、その、あの……」


「私、黒魔術のことは全然わからないけど……ミサさんがよくないことをしようとしてたってことくらいわかるわ！　丈途くんはミサさんの黒魔術が暴走してできた〝呪のろいの地〟を浄じよう化かするためにがんばってたっていうのに……最低よ!!」


「最低って……」


　ミサは知らず絶句していた。


　だが次いで体を震ふるわせると、急に大声を張り上げる。


「そうニャ！　ミサは村人三を黒魔術トラップにかけて呪じゆ殺さつしようとしてたニャ！　呪いの地の話だって、村人三をトラップにかけるための噓うそニャ！　でも……だからなんなのニャ!!」


「だからなんなのって……呪いの地の話、噓だったの!?　なに考えてるのよミサさん!!」


「ミサは謡江さんのことしか考えてないニャ！　村人三は謡江さんの寵ちよう愛あいを一身に受ける腐くされ外げ道どうなのニャ！　死んで当り前ニャ!!」


「呪殺はいくらなんでもやりすぎでしょ!!」


「そんなことないのニャ！　謡江さんはどうしてファンの気持がわからないのニャ！　村人三のことだけじゃなくて……リアルＲＰＧのことだってそうニャ！　ファンクラブのみんなが謡江さんのことを想おもってがんばってつくったものだったのに、謡江さんはあの一件を『迷惑だった！』って言わんばかりにみんなに謝って回って……ミサたちがやったことはなんだったのニャ～～～～!!」


　ミサは力の限り叫さけぶと、その場から駆かけ出して学園の方へと戻もどってしまった。


　謡江はミサの叫びを聞き、一いつ瞬しゆん、はっとしたように黙だまりこんでしまう。「ミサたちがやったことはなんだったのニャ～～～～!!」という台詞せりふが胸に刺ささったようだった。だが謡江はすぐに口を震わせると、もういなくなってしまったミサへ向けて大声を張り上げる。


「私がみんなに謝って回ってることと丈途くんの呪殺は別問題でしょ！　丈途くんは呪のろいの地に関係なかったのに、体を張って魔ま物ものと戦ってくれたのよ！　それが全部罠わなだったなんて……やっぱり最低よ!!」


　謡江は憤いきどおりが収まらぬ様子でこちらを見ると「丈途くん！　私たちも帰りましょう!!」と言い、肩かたを怒いからせながらひとりで学園に向かい始めてしまう………………………………………。


「謡江がぼくのことを想って怒ってくれたのは嬉うれしいけど……ミサさんも心配だな……」


　そのときふと、風が舞まった。


　思わず目を伏ふせると、地面に落ちている原げん稿こう用紙とお守りが見える。


「……これ、ミサさんが書いた作文だ。ふ～ん。謡江が自分にとって大切な人だからこそ、黒魔術で惚ほれさせなかったって話ねぇ……」


　拾った原稿を読み終わったぼくは、次いでお守りへと目を落とす。よく見るとお守りには「恋れん愛あい成じよう就じゆ」と書かれていた。


「黒魔術の天才が、日本の恋こいのお守り!?」


　ぼくはお守りと原稿用紙を手に啞あ然ぜんとしてしまう。


　──そうか！　謡江が自分にとって大切な人だからこそ黒魔術で惚れさせなかったって作文……そのまんまミサの想いなんだ!!


「謡江のことが本気で好きなんだな……」


　ぼくを呪殺しようとした相手ながら、感動してしまった。


　ミサは軽い気持で謡江のファンを名のっていたわけではなかったのだ。


　だからこそ、謡江とミサが喧けん嘩かしてしまったことが悔くやまれた……。








　次の日。昼休みになると、ぼくは教室の一角に集まっていた女子の集団へ目を向けた。集団の中心にいる制服を着たポニーテールの少女──霧線蘭に用事があったのだ。


「ねぇ、蘭。ぼくと一いつ緒しよにお昼ご飯を食べない？」


　そう喋しやべりかけた途と端たん、女子たちが奏かなでていた嬌きよう声せいが、やむ。


　…………………………………………………………………………………………………………。


「な、なにさ……」


　突とつ然ぜんの沈ちん黙もくにうろたえていると、女子たちは一いつ斉せいにこちらを睨にらみ、怒ど濤とうの勢いで声を荒あらげる。


「──この変態作家！　蘭お姉さまに手を出そうなんて百億年早いのよ!!」


「──蘭お姉さまに対してこうも堂々と犯罪予告をしてくるだなんて……今すぐ警察に突つき出さなきゃ!!」


　女の子たちは蘭を守るようにしてこちらへ一歩踏ふみ出し、ぼくを次々と罵ば倒とうしてくる。


　……犯罪予告って、ぼく、蘭をお昼に誘さそっただけなのに……。


「変な誤解しないでよ！　ぼくは蘭にちょっと相談があるだけなんだ!!」


　その言葉を聞いた蘭は、「みんな、落ち着いて」と周りをなだめつつ前に出てきた。


「よかった……誤解がとけたみたいだね」


「大だい丈じよう夫ぶよ。はじめから誤解なんてしてないわ。だってあたし、丈途とは入学したての頃ころからつき合いがあるもの」


「そう言ってくれると嬉しいよ。それじゃ一緒にお昼を──」


「入学したての頃からずっと丈途を見てきた結果、あたし、あんたが生まれながらにしての性犯罪者だって確信したもの!!」


「なっ……!!」


　蘭の言葉を聞いた女子たちは、どこから取り出したのか巨きよ大だいな斧おのやロケット砲ほうなどを手に持って構える。


「ら、蘭！　ぼくの話をちゃんと聞いてよ!!」


「聞いたわよ！　なんであんたがあたしに相談なんてするのよ！　凄すさまじく怪あやしいわ！　さぁ、愛いとしの妹たち。やっておしまい!!」


　そのかけ声で、教室が戦場と化した。ぼくは戦乙女ヴアルキユリアよろしく巨大な斧を鋭するどく振ふるう女子から必死に逃にげ回り、教室の隅すみに追いつめられると発射されるロケット砲を辛からくも避よけ続ける……。


「──ぼくは女の子と女の子の恋愛について相談があっただけなんだよ！　だから蘭を選んだんじゃないか!!」


「……なんだ。それならそうと先に言ってよ。まぎらわしいわね」


　蘭はため息をつくと、ぼくを攻こう撃げきしていた女子たちを止めた。


「話は学食で聞くわ。当然おごりよ」


　彼女はそう言って教室の扉とびらへ向かい始める。


「……ありがとう……」


　ぼくは斧やロケット砲から逃げ回ってボロボロになった体を引きずりつつ、彼女のあとについていく。


　そして学食でポトフをおごり、自分はカツ丼どんを食べながら相談を始めた。








「──ミサちゃんのこと、色々調べてきたわよ」


　蘭に謡江とミサのことを相談した翌日の放課後。ぼくは蘭に屋上へ呼ばれてそう言われた。


「って、もう調べたの!?　早っっ!!」


「あたしの乙女ネットワークを甘く見ないで。閃学園の女子のことならだいたいわかるわ」


　凄すごい……さすが〝お姉さま〟だ……。


　ぼくが呆あつ気けにとられて立ち尽つくしていると、蘭はベンチに腰こしをおろしてどこか切なげに話し始める。


「……ミサちゃんは幼い頃、両親の仕事の都合でヨーロッパにいたみたいね。彼女の黒魔術の才能はその頃に開花したらしいわ。でも両親の仕事が忙いそがしくなっちゃって、中学校に入る頃には日本にいるおじいちゃんの家に預けられたみたい」


「大変だね……」


「本人もやっぱり寂さびしかったようね。そして閃学園に入学したミサちゃんは、謡江ちゃんの歌に出会ったの。ほら、覚えてる？　謡江ちゃんがオリエンテーション大会のときに歌ったあのバラード」


　謡江が大会で歌ったバラード……。確か、赤いトンボを眺ながめながら故郷ふるさとを思い出す歌だ。


「あの歌がどうかしたの？」


「ずっと両親と離はなれ離ばなれになってたミサちゃんが、天才歌手の熱唱する望郷のバラードを聞いたんだもの……ずいぶん泣いたらしいわ。それ以来、ミサちゃんは謡江ちゃんのファンになったってわけ」


　……やっぱりミサはミーハーな気持で謡江のファンをやってたんじゃないんだ。本物のファンなんだな……。


「でも丈途。ミサちゃんに呪じゆ殺さつされそうになったのに、どうしてそこまで気にかけるのよ？」


　蘭の疑問はもっともだった。


　……確かにミサはぼくのことを呪殺しようとしたり、リアルＲＰＧ事件のことを悪いと思っていなかったり、色々と問題のある子だ。でも彼女の作文や恋れん愛あい成じよう就じゆのお守りを見て、謡江に対する気持が本物だってことはよくわかった。それは今日、こうやって蘭から話を聞いてよりはっきりとしたことだ。だからこそ、ぼくは強く思うことがある……。


「なんていうか……ミサさんにここまで好かれる謡江って、凄いと思わない？」


「へ？」


「ミサさんが謡江のファンになった経けい緯いからもわかるけど……謡江は、自分の歌でファンたちに〝希望〟を与あたえてると思うんだ。歌手ってそういうものじゃないかな。それなのに、ちょっとしたすれ違ちがいで自分を本気で応おう援えんしてくれてるファンと喧けん嘩かするなんて……悲しいだろ」


「なるほど。ミサちゃんも心配だけど、一番心配だったのは謡江ちゃんなのね」


「うん」


「それにしても……リアルＲＰＧ事件のことでみんなに謝って回ってるときに、妙みようなことに巻きこまれちゃったわねぇ」


　蘭はぼくをねぎらうようにして苦く笑しようすると「もうみんなに謝り終わったの？」と聞いてくる。


「一通りは謝ったと思うけど……」


『──リアルＲＰＧのことだってそうニャ！　ファンクラブのみんなが謡江さんのことを想おもってがんばってつくったものだったのに──』


　ぼくはふと、ミサが言った台詞せりふを思い出す。リアルＲＰＧ事件をややこしくしたのはファンクラブだが……想いは純じゆん粋すいだったのだ。


「……ファンクラブにも、謝った方がいいのかな？」


　しかし、彼らは本気で謡江と結けつ婚こんしようとしていた。だから〝謝る〟という行こう為いは的外れな気がする。


「ミサさんもそうだけど……謡江のファンクラブってやることが極きよく端たんすぎるんだよなぁ。でも、謡江のためにがんばったことは事実だし……なにかいい方法はないかな？」


　ぼくは考えこんでしまう。


「謡江ファンクラブ……謡江のファン……ファンが望むもの……そうだ！　謡江のコンサートを開こう！　リアルＲＰＧの慰い労ろうコンサートだ!!」


　だが……それだけではもったいない気がした。リアルＲＰＧの慰労コンサートを開くということは、謡江とミサが同じ会場に来るということでもあるのだ。なにか、もう少しですべてが丸く収まりそうなのだが──。


「よし！　謡江とミサさんにコンサートの準備を手伝ってもらおう!!」


「……コンサートの準備？　一いつ緒しよになにかをやれば自然と仲直りするってこと??」


「違うよ。謡江とミサさんだからこそできる、もっといい方法があるんだ」


「いい方法？」


　蘭がこちらへいぶかしげな視線を向ける。


　ぼくはそんな彼女に不敵な笑えみを返し、心の中で想いを新たにしていた。


　……謡江。ミサはきみの歌を心から好きな本物のファンなんだ。やっぱり、喧嘩なんてしちゃ駄だ目めだよ……。








　──ミシッ！　ミシシッッ!!


　謡江の手元から、不ふ穏おんな音が流れている。シャープペンシルを強く握にぎりしめることで奏かなでられる不協和音……。


「──ねぇミサ。そろそろあの黒魔術のやり方を教えてよ」


「──だから、なんでミサが村人三なんかに黒魔術を教えなきゃいけないのニャ！　っていうか、ちょっとミサの弱みを握ったからって呼び捨てなんかしないで欲しいニャ!!」


「──弱み？　あぁ、あの妄もう想そうが大だい爆ばく発はつした作文のこと──」


「──ニャ～～～!!　それ以上喋しやべったら本気で呪殺するニャッッ!!」


　今は休み時間である。丈途は謡江のクラスに来て謡江と話さず……なぜか、ミサと仲よさげに話していた。


　謡江はふたりの声を聞きながら、さらにシャープペンシルを強く握りしめる。


　──ミシシッッッッ!!


「……丈途くん。私、丈途くんのことでミサさんを怒おこって喧嘩中なんだけど……なんであなたはそのミサさんと仲よくしてるのよっっ……!!」


　血を吐はくような謡江のつぶやきは、にぎやかに話しこんでいるふたりには聞こえない……。


「──とにかくさ、これはミサにしか頼たのめないことなんだ。お願いだよ」


「──村人三なんかにお願いされても嬉うれしくないニャ!!」


「──あの作文──」


「──ニャニャッッ！　わ、わかったからそれ以上喋っちゃ駄目ニャ!!」


「──ありがとう!!」


　丈途は顔をほころばせると、ミサに別れを告げて今度は謡江の席へと向かい始める。


「──くっ、エロ作家め！　淫いん魔まの加護さえなければミサの黒魔術で一発ニャのにぃぃぃ!!」


　離はなれてゆく丈途を見つめながら、ミサは悔くやしげに呻うめいていた。


「──ねぇ謡江。ファンクラブの慰労コンサートの曲構成、考えてくれた？」


「えぇ！　今、丈途くんがミサさんと楽しそうに話してる間に思いついたわ!!」


　謡江は不ふ機き嫌げんさを隠かくしもせず息を巻いて答える。


　──丈途は今、謡江とミサそれぞれに内ない緒しよでコンサートの相談をしていた。謡江には曲の構成を相談し、ミサには黒魔術の相談をしている。そして、謡江の歌とミサの黒魔術を合わせることで今までにないコンサートを開こうとしていたのだ。


「どんな曲構成にしたのか教えてよ、謡江」


「どうだっていいでしょ！　私のコンサートなんだから、私の好きにさせてもらいます!!」


「……そりゃはじめから謡江の意思を尊重するつもりだったけど……べつに隠さなくてもいいじゃないか。──あっ！　でも、バラードしか歌っちゃ駄目だからね！　アップテンポは絶対にいけないから!!」


「好・き・に・さ・せ・て・も・ら・い・ま・す!!」


「いや、ほんとにアップテンポはまずい──」


「──村人三、うるさいニャ！　クラスのみんなの迷めい惑わくニャ!!」


　丈途が声に反応して振ふり返ると、席に座ったまま頰ほおをふくらませているミサが見えた。だが彼女は丈途の方を向いておらず、どこか辛つらそうにして前を見つめている。丈途のそばにいる謡江と、視線を交かわすことを拒こばむようにして……。


「ミサ……」


　丈途が、心配して思わず彼女の名前を漏もらす。


　──ミシシィィィ……バキッッ!!


　謡江は丈途の言葉を聞き、ついに、シャープペンシルを折ってしまった。


　──丈途くん、なんなの!?　あなたを呪じゆ殺さつしようとした子なのよ!!　結局、女の子ならだれでもいいの!?　見み損そこなったわ!!


　彼女が心の中で叫さけんでいると、丈途が「う、謡江!?　シャープペンシルが折れてるよ!?」と慌あわてて声をかけてくる。


「私のシャープペンシルなんだから、丈途くんには関係ないでしょ！」


　謡江は丈途から目をそらすと「次の授業、別の教室であるから!!」と言い、さっさと移動を始めてしまう。


　そのときなぜか、謡江の右手についた逆五ご芒ぼう星せい形の火傷やけどが淡あわく光っていた……。








　薄うすピンクのカーテンを揺ゆらし、部屋の中に夜気が入りこんでくる。それは机の前で考え事をしていた謡江の髪かみをなびかせ、綺き麗れいに整えられた室内を駆かけ巡めぐった。ベッドの上にのっているレースのついたかわいい布ふ団とん。歌に関する書物が収められた本ほん棚だな。そしてその本棚に一緒に収められている、丈途の小説……。
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　──ここは、閃学園内の寮りようにある謡江の部屋だ。謡江はもうパジャマに着き替がえており、夜気で冷えないようクリーム色のカーディガンを羽織って部屋の換かん気きをしていた。


「はぁ……。私、なんでこんなにイライラしてるのかしら……」


　つぶやきながら、彼女はその原因に気づいていた。今日の休み時間、ミサと楽しげに話していた丈途……その様子を思い出すたび、つい腹が立ってしまうのだ。


「もう！　だいたい、なんでクラスの中で話すのよ！　見せつけてるの!?」


　謡江が声を荒あらげると同時に、彼女の右手についていた逆五芒星形の火傷が赤く光る。


　その途と端たん、肺に絡からみつくような生なま臭ぐさい空気が部屋に漂ただよい始めた。


「な……なにこの匂におい!?　これって、呪のろいの地で嗅かいだ瘴しよう気きの匂じゃない!!」


　部屋を満たす瘴気は、まるで謡江の負の感情を餌えさに成長しているかのようにどんどん強まってゆく……。


　彼女は慌てて窓の前へ行き、どこから瘴気が流れてきているのか確かく認にんしようとした。


　……しかし、窓の外からはひんやりとした清すが々すがしい緑の香かおりがするのみだ。


「まさか……この部屋から瘴気が？」


　そう言った瞬しゆん間かん、謡江は背筋が冷たくなるのを感じる。


　そしてその冷たさと反比例するかのように、火傷がどんどん熱をもった……。








「──ねぇミサ。その山羊やぎの頭……本物なの？」


　ぼくは、目の前で山羊の頭の剝はく製せい……と思われる物を持ち上げているミサに、恐おそる恐る問いかける。


「そんなことどうでもいいから、村人三も一いつ緒しよに持つのニャ！　これ、重いのニャ～～!!」


「……ぼくも一緒に持つんだったら、そこは絶対に聞いておきたいところなんだけど……」


　ぼくは言いながらも、小さな体で一いつ所しよ懸けん命めいに山羊の頭を抱かかえているミサを見かねて手を貸す。


　──ぼくたちは今、城しろ跡あとに来ていた。ミサは自分が仕し掛かけた黒魔術トラップをすべて解除していたので、ここにはもう瘴気がない。


「……それにしても村人三。なんで急に黒魔術に興味を持って、こんな所で儀ぎ式しきをやりたいだなんて言い出したニャ？」


「いや、それはあの……木の魔ま物ものや瓦が礫れきの魔物だなんて本当に出されたら、黒魔術に興味を持たない方がおかしいよ。それに、ここでならなにをやっても誰だれの迷惑にもならないだろ？」


　ミサはこちらをうさんくさそうに見つめていたが、やがて鼻を鳴らすと、ぼくと一緒に山羊の頭を運び始める。


「……なんとかごまかせたかな……」


　ぼくはミサに聞こえないよう、そっとつぶやく。


　本当は、広くてひとけのない場所でコンサートをやりたかったからここを選んだのだ。謡江の歌と黒魔術が融ゆう合ごうしたコンサート……きっと、大おお騒さわぎすることになるだろう。


「……謡江さん。まだミサのこと怒おこってるかニャ……？」


　ぼそりと、ミサが漏もらす。


　心の底からファンだった相手と喧けん嘩かしてしまったのだ。きっと今、もの凄すごく不安だろう。


　……ミサ。もうちょっとだけ待ってて。ぼくの作戦で、謡江と仲直りさせてみせるから……。


　ぼくが決意を新たにしていると、不意に、ミサがこちらを睨にらみつけてきた。


「もとはと言えば、村人三がおとなしく呪殺されなかったからいけないのニャ！　淫いん魔まの加護があるだなんてずるいニャ!!」


「し、知らないよ。淫魔だなんてさ……」


「村人三が馬ば鹿かみたいにエロだから、きっと居い心地ごこちがよくて取り憑ついちゃったニャ！　ほんと、骨の髄ずいまでスケベ野や郎ろうニャ!!」


「……ずいぶんな言われよう──あっ！」


　そのとき、ぼくは足元に転がっていた小さな瓦礫を踏ふんでしまい、思いっきりすべる。倒たおれた方向が悪かったのか、ぼくの頭はちょうどミサのスカートの中をのぞく形で地面に転がってしまった。


　黒マントを着た黒魔術の天才のパンティー。のぞくつもりはなくとも好こう奇き心しんは抑おさえきれず──。


「……え？　そこは白なんだ」


　ぼくが呆あつ気けにとられたように言うと──突とつ然ぜん、山羊の頭が降ってきた！


「ぐえっ……!!」


「ニャ、ニャ……なにするニャ～～～!!」


　ミサはそれからしばらく、悲鳴じみた声で「そんなんだから淫魔が取り憑くニャ！　ほんと、村人三はいっぺん呪じゆ殺さつされた方がいいニャ!!」と騒さわぎ続けた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　ミサの怒いかりが収まると、ぼくたちは事前に設置しておいた赤い布張りの祭さい壇だんに山羊の頭をのせ、やっと一息つく。


「ふぅ……。それにしても、黒魔術ってもっと簡単に不思議なことを起こしてるのかと思ってたけど……準備に結構な時間がかかるんだね」


「当り前ニャ。〝魔術の技デ・アルテ・マギカ〟とは、この世ならざる場所の力を具現化するための方法論ニャ。すべての行こう為いにはきちんとした理由があるニャ。例えばミサがよく使う五ご芒ぼう星せいだって奥深い論理があるニャ。あれは小宇宙ミクロコスモスの象徴で……言わば人間を表すものなのニャ。そしてミサはその五芒星をあえて逆向きで使うことで〝霊れい〟という意味を加え、さらに、逆五芒星を永遠と無限の象徴である円で囲むことで力を安定させているニャ」


「……なんか、魔術って難しいんだね……」


「そうニャ。わかったのなら早く次の準備にとりかかるニャ」


　ミサはそう言うとマントの中から大おお釜がまを取り出したが……小さい体で持てるはずもなく、その場に「バァァン！」と音を立てて落としてしまう。


「む、村人三も手伝うニャ！　どうしても儀式を今夜したいって言ったのはあんたニャ!!」


　ミサは今の失敗が恥はずかしかったのか、顔を真っ赤にして叫さけんでいた。


　その姿がおかしくて、ぼくはつい苦く笑しようしてしまう。


　……こうやって話してみると、ミサって案外かわいいところあるんだよな。やっぱり、ミサと謡江には仲直りして欲しい……。


「今夜の計画で、それが叶かなえばいいけど……」


　ぼくはそっと漏らし、謡江がいるであろう閃学園の方へ目をやった。








　……薄うす闇やみの中に、蠱こ惑わく的な甘い香かおりが漂ただよっている。所々で焚たかれているかがり火へ入れられた、お香こうの匂においだ。


　辺りにはなにが奏かなでているかもわからぬ「ドン、ドン」という地を這はうような音が鳴り響ひびいており、集まっている人々は黙だまってそれに耳をかたむけている。


　そんな中で、一ひと際きわ多くのかがり火が焚かれている場所があった。石造りのステージがごとく大きな一枚の瓦が礫れきが横たわっている場所だ。


　そしてその瓦礫のそばには看板が立てかけられていた。そこに記されていた文字は──。


『サバトな謡江～淫いん靡びな黒魔術ナイト～』


「──丈途くん！　今夜は私のファンクラブの慰い労ろうコンサートじゃなかったの!?　『サバトな謡江』ってなによ!?　っていうか『淫靡な黒魔術ナイト』って意味不明だわ!!」


　ぼくと一いつ緒しよに城しろ跡あとまで来た謡江は、看板を見るなりいきなり声を荒あらげる。


　彼女は普ふ通つうのコンサートをするものだと思ってここまで来たのだ。驚おどろくのも無理はなかった。


「まぁ落ち着いてよ。謡江はファンクラブのために歌ってくれるだけでいいんだからさ」


　ぼくは彼女をなだめるようにして喋しやべる。


「「──Ｙｅｓ！ Ｗｅ Ｌｏｖｅ う・た・えっ！　Ｙｅｓ！ Ｗｅ Ｌｏｖｅ う・た・えっっ!!」」


　サバト会場に集まっていたファンクラブのメンバーたちが、謡江の登場に気づいて一いつ斉せいにこちらを向き、声を張り上げてきた。彼らは皆みな、ファンクラブのコスチュームたる背に謡江の顔がプリントされたピンクのハッピを着ている。


「──ニャ、ニャんで謡江さんがここに!?」


　木立の中から女の子の叫びが聞こえる。


　顔を向けると、驚いたようにしてこちらを見つめるミサが目に入った。


　──ミサが驚くのも仕方ない。ミサは今日、ぼくとサバトをするためにここへ来たのだ。まさか謡江のコンサートがあるとは夢にも思っていなかっただろう。


　ぼくはミサに、「いろんな人と一体感を共有できる黒魔術をやって欲しい」と頼たのんだ。そして提案されたのがサバトである。怪あやしいイメージのあるサバトだが、本来は季節の祭典らしい。そして大自然──人間を含ふくむすべての存在──と同調する魔術なのだ。


「〝すべての存在と同調する魔術〟と〝謡江のコンサート〟の融ゆう合ごう……それが『サバトな謡江～淫靡な黒魔術ナイト～』だ！　きっと普通のコンサートでは味わえない最高の一体感がある！　その一体感の前では、たとえどれだけ仲なか違たがいしていようと仲直りせざるを得ないさ!!」


　ぼくは自分のアイデアの素す晴ばらしさに酔よいしれるように言うと、ミサのところまで行って「さぁ、もうここまで来ちゃったんだから最後まで協力してよ！」と強ごう引いんに背中を押す。


「──丈途。まさか貴様が自らこのようなイベントを開くとは……どうやらリアルＲＰＧをクリアした件、深く反省したようだな」


　ミサを押して進んでいると、やけに渋しぶめの男の声が響いてくる。


　前に目をやると、恰かつ幅ぷくのいいオールバックの男が電子葉巻から紫し煙えんをくゆらせていた。ボスの才能を持ち、謡江ファンクラブの会長を務める党とう野の総そう才さいだ。


「……あの事件でぼくが反省することなんてなにひとつないよ。ただ、ファンクラブの暴走も謡江を想おもってのことだったから慰労コンサートを開いただけさ」


　総才はファンクラブの会長としてリアルＲＰＧで〝魔ま王おう〟となりぼくと敵対した人物で、『ファンクラブと謡江の結けつ婚こん式』というとんでもないことを考えた張本人でもある。


「……ファンクラブのやることがいつも極きよく端たんなのって、絶対に総才の影えい響きようだよな……」


　ぼくはつぶやきながら再びミサを押して進み、石造りのステージへとたどり着く。そこではすでに、謡江がコンサートのために譜ふ面めんの最終チェックをしていた。


「謡江さん……」


　ミサがそう漏もらすも、謡江は気まずそうにしたまま答えない。


　ぼくはふたりの間に漂う微び妙みような空気を察し「ミサ、早くサバトの準備を終わらせよう」と先をうながした。


「……わかったニャ」


　ミサは謡江から目をそらすと、マントの中から大きな白布を取り出した。なにに使うのかと思ってそれをじっと見つめると……白布はシースルーの外がい套とうだと気づく。


「まずは謡江さんに下着姿になってもらって、この外套を着てもらうニャ」


「「下着姿!?」」


　ぼくと謡江が驚きよう愕がくの声を重ねる。


「サバトは、本当は裸はだかでするものニャ。でもさすがにそれはまずいから……下着姿ニャ」


　謡江はミサの言葉にしばらく固まっていたが、次いで、ぼくを思いっきり睨にらんできた。


「丈途くん、なに考えてるのよ!?」


「いや、ぼくだって今初めて聞いたから!!」


「私はコンサートをしに来ただけなんだけど!?」


「でもさ、サバトと合わせてやった方が絶対にいいんだって……」


　言いながらも、さすがに下着姿のシースルーは恥はずかしいだろうと思った。


「……村人三、どうするニャ。サバトをしないなら、ミサはもう帰りたいニャ……」


　痛みをこらえるようにして言うミサ……。喧けん嘩かした状態で謡江を前にするのが辛つらいのだろう。


　ミサの口調から心中を察したのか、謡江は黙りこんでしまう。


『──ミサたちがやったことはなんだったのニャ～～～～!!』


　ミサがそう叫さけんだとき、謡江は言葉が胸に刺ささったようにはっとしていた。……謡江も、ミサの気持はよくわかっているはずなのだ。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　辺りに微妙な沈ちん黙もくが流れる。


　すると、その沈黙にたえかねたかのように謡江が「──もう！　わかったわよ！　やればいいんでしょ！　やれば!!」と半ば自棄やけ気味に声を荒あらげる。


「へ!?　いいの!?」


「辺りのかがり火をいくらか消して！　そうすれば下着は見えないでしょ!!」


「謡江、ありがとう!!」


　せっかくの作戦が台無しになってしまうのかとヒヤヒヤしていたぼくは、謡江に感謝するようにして頭をさげると、さっそくかがり火を消しに走る。


　その間に謡江は近くの物もの陰かげで着き替がえをすませ、ミサがファンクラブに儀ぎ式しきの説明をし、ついに『サバトな謡江～淫いん靡びな黒魔術ナイト～』の準備が整った。


「──さぁ、魔女術ウイツチクラフトの伝統。大自然との語らい。祭宴サバトの始まりニャ!!」


　ステージに立ったミサが、マイク越ごしにサバトの開始を告げる。


　それと同時に、ファンクラブのメンバーたちはステージを囲むようにして輪になった。そしてみんなで手を繫つなぎ、ステージの外周を回り始める。


　ミサはステージの奥に設置してあった祭さい壇だんの前へ行き、山羊やぎの頭に手をかざして何事か呪じゆ文もんを唱えると、大おお釜がまの下に置いていた薪まきへ火をつけた。


　そのとき、ついに謡江がステージへ現れる。


　かがり火が少ないせいで姿がはっきりとはわからなかったが、火の近くを通るときに時折見せるシースルー越しのボディーラインは艶なまめかしくも幻げん想そう的だった。


　──これはこれでエロい！


　ファンクラブも同じことを思ったのか、辺りが急にざわめく。総才に至ってはスキップをしながらステージの外周を回って円を乱していた。


　……ぼく、あんな情けない〝魔王〟と必死に戦ってたのか……。


　うんざりした気持になりながらも、ぼくは近くに設置していた音おん響きよう機器の前に行ってスイッチを押す。しかし最初に流れたのは……無音だ。


　その無音を合図に、謡江がステージの中央に立ってマイクを持った。





　──おぉ、夜を統すべる女王よ


　──魔ま術じゆつの月に本能のしらべを捧ささげます


　──我と我に魅みせられし者たちへ祝福を！





　まるでアカペラのように綺き麗れいに歌いあげられる呪文……。実際、ファンクラブはアカペラと勘かん違ちがいし、謡江がつむぐ言葉に聞き入っていた。


　……さすが歌の天才だ。呪文まで歌にしちゃうなんて……。


　ぼくが感心していると、ミサが驚おどろいた顔でこちらを向き「村人三、謡江さんにサバトの呪文を教えたのニャ!?」と聞いてくる。


「そりゃそうさ。教えないとサバトができないじゃないか」


「……そもそも、なんで村人三は謡江さんやファンクラブのメンバーとサバトをしたかったのニャ？　『いろんな人と一体感を共有できる黒魔術をやって欲しい』だなんて言って……」


「なんでだろうね」


「わからないから聞いてるのニャ！　だいたい、村人三がファンクラブと仲良くする理由なんてない──ニャ!?」


　ふと、ミサがなにか気づいたように声を上げる。


　そして「まさか……ミサと謡江さんを仲直りさせようとしてるのニャ？」と漏もらす。


「うん。普ふ通つうに仲直りさせようとしてもお互たがいに反発するかもしれないし……これが一番だと思ったんだ」


「ミサは村人三を呪じゆ殺さつしようとしてたのに……」


「確かに呪殺はやりすぎだと思うけど……ミサの作文や恋れん愛あい成じよう就じゆのお守りを見て、謡江に対する気持が本物だってことはよくわかったんだ。そんな〝本物のファン〟が謡江と喧嘩してるのは、ぼくだって嫌いやだからね」


「村人三……」


　ミサは感激したように一いつ瞬しゆん瞳ひとみを潤うるませたが、すぐにこちらから顔をそらして大釜の方を向くと「ふ、ふん！　村人三もたまにはいいことするニャ！　もう呪殺はやめてあげるニャ!!」と鼻を鳴らしていた。


　ぼくは彼女の素す直なおじゃない反応に苦く笑しようしながら、コンサート会場へと目を向ける。


　いつの間にかスピーカーからはＢＧＭが流れており、熱唱する謡江に感化されたようにして会場に異様な一体感が生まれていた。ぼく自身、この会場にいるすべての人の歓かん喜きが心に直接流れこんでいる感じで、その歓喜を通じて自分の中にも喜びが芽生えてくる。


　……これがサバトの一体感か……。『サバトな謡江～淫靡な黒魔術ナイト～』、成功だな。ミサと謡江もこの感覚を共有すれば仲直りできる……。


　ぼくが一安心していると、ミサがいぶかしげに謡江を見つめていることに気づく。


「……どうしたの？」


「おかしいニャ……。謡江さんの感情がまったく伝わってこないニャ」


「……本当だ。でも会場には一体感があるし、サバトは成功してるんじゃ……」


「……どうも、魔術の匂においがするニャ」


　ミサは黒マントの中からバスケットボール大の水すい晶しよう玉だまを出し、ぶつぶつと呪文を唱え始める。


　すると、水すい晶しように謡江の右手が映し出された。よく見ると、その手には逆五ご芒ぼう星せい形の火傷やけどがついている……。


「ニャ!?　どうしてミサの印サインが謡江さんの手に……。しかもあの印サイン、円で囲まれてない不完全なものニャ!!」


　ミサはなぜか水晶玉の前で大慌あわてしていた。


「なにがあったの？」


　ぼくが問いかけるも、ミサはいっぱいいっぱいで答える余よ裕ゆうがない。


「──そうニャ！　きっとミサの作文が原因ニャ！　ミサが妄もう想そうを爆ばく発はつさせて作文を書いたせいで中ちゆう途と半はん端ぱに呪じゆ力りよくが原げん稿こうへ伝わって……それを拾った謡江さんに、不完全な印サインがついちゃったニャ～～!!」


　ミサの叫さけびを聞きながら、ぼくは「へぇ……そんなこともあるんだね」と珍めずらしげに言う。


「『へぇ……』だなんてのんきなこと言ってる場合じゃないニャ！　不完全な印サインほど危険なものはないニャ!!」


　ミサが慌ててぼくに喋しやべっていると、こちらの様子に気づいたのか謡江が視線を向けてくる。


　その瞬しゆん間かん、謡江の額に青筋がピシッと走った。


「……またわざわざ私の前でミサさんと楽しそうにして……」


　謡江がつぶやくと同時に、彼女の右手についていた逆五芒星形の火傷が赤く光る。


　そして、ざわりと風が動いた。唐とう突とつに辺りを満たす、肺に絡からみつくような生なま臭ぐさい空気……。


「これ……瘴しよう気きだ!!」


　ぼくが声を上げた途と端たん──いきなり、スピーカーからアップテンポが流れ始めた！


「なんで!?　ぼく、バラードのＢＧＭしか入れてなかったのに……!!」


「──不完全な魔術で我を召しよう喚かんしたのは貴様らか」


　突とつ然ぜん、女性のひび割れた声が聞こえる。


　反射的に顔を上げると、謡江がぼくとミサを見つめて口を開いていた。


　──まさか今の声……謡江の!?


「悪魔が来たニャッッ!!」


　ミサはこめかみに一筋の汗あせを流ながし、謡江をじっと見つめる。


「あ、悪魔って……」


「謡江さんの手についた不完全な逆五芒星とサバトの影えい響きようで、誤って召喚しちゃったニャ！　謡江さんは今、悪魔憑つきニャッッ!!」


「そんな……!!」


　ぼくらが話していると、なぜか謡江の額の青筋がさらに増える。


「──イチャイチャしたいなら私のいないところですればいいでしょ……!!」


　謡江がひび割れた声でそう言うと、急激に空が曇くもり始め……辺りに、雷らい鳴めいが轟とどろきだした!!


「なんかパワーアップしてない!?」


　ぼくが焦あせったように喋った直後、ついに、謡江がアップテンポを歌い始めてしまった。


「──♪☆♭▽〆◇▼¶△□▽☆♭──!!」


　人知を超こえた悪魔的な次元の壮そう絶ぜつな高周波……。たった一言聞いただけで、会場に集まっていたファンクラブの大半が意識を失ってしまった。


　かくいうぼくも、今、ちょっとだけお花畑が見えた……。


『──悪魔前線の北上により空には暗雲たちこめ、死の宴うたげがすべてを破は壊かいする確率八十パーセントでしょう』


　不意に、あたる先せん輩ぱいの予報を思い出す。


　──悪魔前線ってこのことだったのか！　呪のろいの地で色々あって……完全に忘れてた!!


「ミサ、まずいよ！　このままじゃ死の宴ですべてが破壊されちゃう!!」


　ぼくは両耳を押さえながらミサの耳元で叫ぶ。


　それを聞いたミサは、ぼくと同じく両耳を押さえつつこちらの耳元に叫び返してくる。


「まずいのはわかってるニャ！　謡江さんの手についた逆五芒星に呪力のこもった円を書き加えれば、悪魔は去ってくれるはずニャんだけど……」


「円を書き加える？」


「そうニャ！　古来より魔ま術じゆつ師したちには『円とは完かん璧ぺきな幾き何か学がく図形』という信しん仰こうがあるニャ！　円は、その完璧さから霊れい的てきな要よう塞さいになるのニャ!!」


「円にそんな意味があったんだ……。でも、呪力のこもった円なんてどうやって書くの？」


「……それが、謡江さんのアップテンポが凄すごすぎて、ミサの道具が全部壊こわれて……」


　ミサは両耳を押さえたままお尻しりをひょいと動かしてマントをひるがえすと、折れた杖つえやねじ曲がったナイフをその場に落とす。


「……これ、まずいね……」


　ぼくらが相談している間にもファンクラブのメンバーは次々と倒たおれ……もはや、立っているのはぼくとミサだけになってしまった。辺りの瓦が礫れきはすでに割れ始めており、小さい瓦礫に至っては塵ちりになりつつあった。


「──そうニャ！　淫いん魔まの力を使うニャ!!」


「淫魔の力って……どうやって？」


「村人三がエッチなことを考えて鼻血を出せば、そこには淫魔の力が宿るはずニャ！　血は古くから黒魔術の媒ばい体たいとして使われているものだし……そもそも、ドスケベな村人三が必死にエッチな妄想をすれば、そりゃ淫魔の力くらい宿るニャ!!」


「そ、そうなの!?」


　ぼくはミサの話に頰ほおをひくつかせながらも、淫魔の姿を思い出してみる。


　……あのＴバック姿の変態なら、確かに鼻血に力が宿りそうだけど……。


　辺りに目を向けると、瓦礫はどんどん壊れて塵になっている。……もう、時間がなかった。


　ぼくは覚かく悟ごを決めると必死にエッチな妄想を始め、鼻血を出そうとする。





「──♪☆♭▽〆◇▼¶△□▽☆♭──!!」


「──♪☆♭▽〆◇▼¶△□▽☆♭──!!」


「──♪☆♭▽〆◇▼¶△□▽☆♭──!!」





「──あぁもう！　謡江のアップテンポがうるさすぎて集中できないよ!!」


　ぼくが叫さけぶと、ミサは「……短い青春だったニャ。でも、謡江さんの歌で死ねるなら後こう悔かいはないニャ……」と人生の終わりを受け入れ始める。


　そのときふと、陽炎かげろうめいたものが立ちのぼってきた。


『──美女の鼓こ膜まく責めプレイ最高～！』


　嬉き々きとして叫ぶＴバック姿の男……。


「淫魔！」


　ぼくは声を上げつつ淫魔をよく見てみる。


　嬉うれしそうな顔をしているが……その両耳からは、青い血がドクドクと流れていた。


　……謡江の歌で両耳から血を流しながら悦よろこぶなんて、淫魔恐るべしっっ……!!


　淫魔は悦えつ楽らくに浸ひたった顔のままこちらを見ると『鼓膜責めは愉たのしいけど……宿主が死んだら困るし、ちょっとがんばるかな』と言い、両手を前に掲かかげる。


　すると彼の爪つめが伸のび、鋭えい利りな刃は物もののようになった。


『──危険な状じよう況きようでのお色気ハプニングは、心が和なごむよね～[image: ]』


　淫魔はそう言いながら一いち陣じんの風になると、かまいたちのごとき素す早ばやさでミサと謡江の服を切り刻み始めた。


「ちょ……淫魔、なにを……!?」


　ぼくが戸と惑まどっている間にもミサと謡江の服は切り刻まれ、どんどん素す肌はだが露ろ出しゆつしてゆく……。


　ミサは制服の上に黒マントを着ていたので切り刻まれても露出は少ないままだが、たまに服の切れ目から見える白い素肌が百合ゆりの純潔な体を匂におわせるチラリズムを演出している。


　謡江はシースルーを着ていたため元々露出はかなりあったが、あえてそのシースルーが切り刻まれることで背徳的なエロスを演出していた。


「おぉぉぉ！　淫魔、わかってるじゃないか……!!」


　ぼくは淫魔が演出したエロスに雄お叫たけびを上げると、全力で妄もう想そうを始めた。












「はぁ……はぁ……んっ……!!」


　ひとけのない山奥の広場……そこでぼくは、シースルー一枚で横たわっている女の胸を揉んでいた。かがり火が淡く周囲を照らす中、闇間に潜んでぼくらの交わりをじっと見つめる者たちの視線を感じる。


「あぅっ……！　ほ、他の参加者を気にしちゃ駄目。サバトに集中して……くうぅ……!!」


　シースルーの女は胸を揉まれて頰を上気させながら喘ぐ。


　ぼくはこのサバトをきっちりやりとげようと、女の股間に手を伸ばした。


「──焦っちゃ駄目！　すぐに果てる熱い性の対極にある冷たい性による生命力の高まりがこの場に新たな〝力〟を創造し、魔術をおこなうための礎となるのよ。だから、ゆっくりゆっくり……ね？」


　女はそう言うと起き上がってぼくの股間に手を伸ばす。ぼくもまた彼女と同じくシースルー一枚だったため、薄い布越しに彼女の体温が伝わってきた。


　彼女はぼくの股間の先をつまむと、羽根で撫でるかのようにそっと指を動かす。彼女の指一本一本がぼくの股間を撫でる様がわかり、激しい愛撫を受けるよりも大切に刺激を受け取った。


「んっ……なんか、じわじわと気持よく……っ……!!」


　気がつくと、ぼくの股間は羽根で撫でるような動きでも充分な快楽を感じるようになっていた。彼女の指の形……いや、指紋の形まで察知できるほど感覚が鋭敏になっている。ゆえに、指紋ですら今のぼくにとっては強烈な快楽を与えるための突起のようなものであった。


「くぅ……！　イ、イきそう……!!」


「早いのね。でも……駄目よ」


　女はそう言うと急に手を放し、ぼくの股間の前に顔を寄せる。


「……段々縮んできたわね。それじゃあ──」


　女は再びぼくの股間をつまむと、さきほどよりさらにゆっくりと指を動かした。一度イきかけたせいか股間はさらに敏感になっており、遅い刺激でも全身を突き抜けるような激しさを持っている。


「っ……！　む、無理だよ。イきそう……!!」


「駄ぁ目。魔術のために、私たちはずっとこの快楽に身をゆだねるのよ。果てることなく、ずっとね……」


　彼女はそう言って悪戯っぽく笑うと、ぼくの股間にそっとキスをして……今度は、シースルーの上からゆっくり舌を這わせてきた。












　──ぽたり。


　──ぽたり。


　足元に、紅あかい滴しずくが落ちている……。


「やった！　紅の聖書レツド・バイブルだ!!」


　ぼくはポルノ小説の執しつ筆ぴつがのりにのったときいつも鼻血を出す。それは紅の聖書レツド・バイブルと呼ばれ、入にゆ魂うこんの一作の証あかしとなっているのだ。


『──ナイス妄想！』


　淫いん魔まがミサと謡江の服を切り刻むのをやめ、こちらへ向けて親指を立てる。


「ありがとう！」


　ぼくは思わず淫魔にお礼を言っていた。


　笑え顔がおでこちらを見つめる淫魔……。だが、どこか様子がおかしい。彼の両耳からはもう血が流れていなかったのだ。まるで、命の灯ともし火びが消えてしまったかのような──。


　──フワッ──。


　陽炎かげろうが風に飛ばされて消えるように、唐とう突とつに淫魔が消えた。


「……え？　ま、まさか淫魔……そんな……そんな……淫魔ぁぁぁぁぁ!!」


　ぼくは消えてしまった淫魔へ向け、知らず声を張り上げていた。


　彼の犠ぎ牲せいを胸に刻むようにして、その場で黙もく禱とうを捧ささげる。


　……淫魔、ありがとう。絶対にきみの命を無む駄だにしない……!!


　ぼくは目を開くと素す早ばやく行動を始める。


　両耳を押さえたまま頭を地面に近づけ、指先だけ鼻血に触ふれさせた。


　そして謡江の放つアップテンポの圧力に押されながらも、なんとか一歩一歩前へ進んでゆく。


　やっとの思いで謡江の前に着いたとき、ぼくは全速力で腕うでを動かし……彼女の右手にある逆五ご芒ぼう星せいを、ついに円で囲んだ！


　──パタッ。


　まるで糸が切れたようにして、謡江がその場に倒たおれる。


　──バタンッ！


　ぼくも、一いつ瞬しゆんだけ直接聞いた謡江のアップテンポの衝しよう撃げきで倒れてしまった。


　急速に自分の意識が遠のいてゆくのを感じる……。


　ただ、ぼくは謡江が倒れる寸前のわずかな時間、みんなと心が繫つながったことを確信していた。


　──ぼくがミサと仲良くしている理由がわからず、ひとり苦しんでいた謡江。


　──憧あこがれの謡江と喧けん嘩かしてしまったことが気まずく、不器用に悩なやんでいたミサ。


　──そして、謡江とミサに仲直りして欲しいと願っていたぼく……。


「……これで、全部丸く収まるかな……？」


　そうつぶやいた直後、ぼくの意識は闇やみの中なかへと消えた。








　城しろ跡あとを朝あさ陽ひが照らし始め、ぼくはまどろみの中で薄うす目めを開ける。


　辺りの瓦が礫れきの上には死し屍し累るい々るい……とでも言いたくなるようなありさまで人々が倒れていた。


「……ん？　ぼく、なんでこんな所に──って、昨日のサバトか!!」


　ぼくはまどろみから一転、すぐに起き上がると周りを見み渡わたす。


　辺りにいたファンクラブのメンバーたちは、朝陽が出たことで続々と起き始めた。


「──昨日の謡江さんはまた一段と激しいアップテンポだったな」


「──僕くらいのファンになると、謡江さんのアップテンポが癖くせになってくるんだけど……昨日のは凄すごかったね……」


「──馬ば鹿か言え！　あれは謡江さんが俺らに贈おくった子こ守もり唄うただよ！　あれを喜んで聞けてこその謡江さんファンクラブだろ!!」


　……ファンクラブのメンバーたちは、人知を超こえた悪あく魔ま的な高周波を受けながらもケロリとした顔で起き上がっていた。


「……ぼく、謡江ファンクラブを舐なめてたかも。まさかここまでドＭだったとは……!!」


　さすがファンを名のるだけあって根こん性じようが据すわっていると、ある意味で感心してしまった。


「た、丈途……」


　不意に名前を呼ばれたので振ふり返ると……ミサが、淫魔に切り刻まれた服を押さえながらこちらを見ていた。服の切れ目からのぞく白しら肌はだのチラリズムが健在で……エロい。


　……って、〝丈途〟？　今、〝村人三〟じゃなくて本名で呼んだ??


　ぼくが目をしばたたかせていると、ミサがまくしたてるようにして喋しやべり始める。


「は、早く謡江さんのところに行って介かい抱ほうするニャ！　謡江さんはシースルーを切り刻まれてて……このままじゃ男どものいい目の保養になっちゃうニャ！　ミサは、その……まだちゃんと仲直りしたわけじゃないから、謡江さんのそばには行けないニャ……」


「ミサ……」


　ぼくは心配するように漏もらすも、謡江を放っておくわけにはいかず急いで駆かけ出す。


　謡江の前に来ると自分が着ていた制服のコートをすぐに脱ぬいで彼女にかぶせた。


　……シースルーを切り刻むことで演出された背徳的なエロス……もったいないけど、ファンクラブの連中を愉たのしませるわけにはいかないもんな……。


「……あれ？　丈途くん??」


　謡江はぼくがそばに来たことで目が覚めたようだった。


　彼女はぼくのコートへ視線を向けると「ありがとう」と頰ほおを染めて起き上がる。


　そして、気まずそうにしてこちらを眺ながめているミサに気づいた。


「ミサさん……」


　呼んではみたものの、謡江はミサにどう声をかけるべきか戸と惑まどっているようだった。……それもそうだろう。昨日のサバトでぼくたちは心を共有した。もう、言葉はいらないのだ。


　謡江はしばらく悩んでいたが、やがて顔を上げると、ミサへ晴れやかな笑みを向ける。


「その……これからも、私の歌を応おう援えんしてくれると嬉うれしいわ！」


「は……はいニャ!!」


　ミサは頭につけた猫ねこ耳をピョコッと震ふるわせ、謡江に笑顔を返していた。


　……よかった。ちゃんと、全部丸く収まった……。


　ぼくはほっとしたように息をつくと、改めて周りに目を向ける。


　謡江のアップテンポが引き起こした大破は壊かい……瓦礫の山で目を覚ますぼく……そしてボロボロの白い服を着た謡江……。


　──これ、リアルＲＰＧ事件の結末と一いつ緒しよじゃないか！


　ぼくは謡江のアップテンポで痛んだ耳を押さえつつ、思わず苦く笑しようしていた。








　ボロボロになって泥どろで汚よごれきった白布のシースルー……。ひとけのない放課後の教室で、謡江は自分の机にそれを広げていた。


　彼女は近くに置いていた紙かみ袋ぶくろの中からシースルーと同じくボロボロになった純白のウェディングドレスを取り出すと、シースルーとともに机の上に並べる。


「丈途くん、ありがとう。私のファンのことも考えたうえで行動してくれてたなんて……」


　謡江は、サバトの終わりに丈途と一瞬だけ共有した意識を思い返すようにして瞳ひとみを閉じる。


　歌手である自分に、ファンも大事にして欲しいと駆け回った丈途の記き憶おく……。それが、サバトを通じて謡江の中に流れこんでいたのだ。


「私、丈途くんと比べるとほんと人間が小さいわね。丈途くんなんて自分を呪じゆ殺さつしようとしてたミサさんすら助けるためにがんばったのに……」


　彼女は目を開けると、机に広げていたシースルーとウェディングドレスを改めて眺める。


　そして、意を決するようにして大きく息を吸った。


「……やっぱり、決めたわ！」


　謡江はわずかに手を震わせながらつぶやく。一大決心をした心の震えが、自分の体にまで伝わってしまったかのようだった。


　彼女はシースルーとウェディングドレスを手に取ると、己おのれを励はげますようにしてギュッと抱だきしめる。


「私……丈途くんに告白する!!」




　ガールズトーク＠誰も知らない吹音







　……あのときの丈途くん、本当に素す敵てきだったなぁ。私のためにあそこまでしてくれたんだもん……そりゃ告白しちゃうわよ。


　謡江は思い出に浸ひたりながら、そっと頰を染める。


「う、謡江さん。そのあとどうなったんですか!?　謡江さんが告白しただなんて、さすがにあたくしの情じよう報ほう網もうにも引っかかってませんでしたわ!?」


　部長が珍めずらしくうろたえて声を上げる。


「吹音もそんな話、知らない！」


　吹音も珍しく前のめりに声を出した。


「……秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いのとき、秘密基地の中で告白したわ」


「そ、それで結果はどうなったんですの……？」


「謡江さん、早く教えて……！」


　生なま唾つばを呑のみつつ聞いてくるふたりを前に、謡江は盛大なため息を漏もらす。


「待っても待っても丈途くんは答をくれなくて、その間に秩序派との戦いが激しくなって恋れん愛あいどころじゃなくなって……自分から、告白をなかったことにしてもらったわ」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「……謡江さん、同情致いたしますわ」


「……謡江さん、かわいそう」


「そんな言葉かけないで！　だからこの話はしたくなかったのよっっ!!」


　謡江は顔を両手で覆おおい、その場にしゃがみこんでしまった。


　辺りに微び妙みような空気が漂ただよう中、部長は思い出したようにして吹音を見つめる。


「そういえば吹音さんの〝秘密〟はどうなんですの？　吹音さんもあたくしと同じで、入学前に丈途さんと会ってましたわよね??」


「本当に!?」


　謡江は急に立ち上がり、驚おどろきの声を上げる。


「……うん、実はそうなの。吹音、最初は丈途くんが昔会ったあの人だってわかってなくて……でもある瞬しゆん間かんにふっと気づいて……。ただ、昔の自分と今の自分ってちょっと違ちがうから、丈途くんにばれるのが恥はずかしくて誰にも言えなかったの」


「恥ずかしいってどういうこと？　昔の吹音さん、ロングスカートをはいてカミソリ持って、自分を『あたい』って言うくらいバリバリのヤンキーだったとか??」


「そんな昭和の遺物みたいなことを吹音さんがするわけありませんわ。きっと凄すごいＢＬボーイズ・ラブ好きで、〝腐ふ女じよ子し吹音〟ってあだ名がついてたんですのよ」


「それこそないと思うわ。多分──」


「そうじゃなくて、吹音、今より明るかったからばれるの嫌いやなのっっ!!」


「「え……えぇぇ!?」」


　部長と謡江の驚きの声が、重なる。


「さすがのあたくしも、そこまでは調べがついておりませんでしたわ……。明るかった吹音さんって、想像がつきませんわね」


「確かにそれは予想外だったわ……」


「今から話すこと、絶っっ対に丈途くんに内ない緒しよよ？　本当に本当にお願いよ??」


「秘密は守りますわ。あたくしだって、丈途さんをさらったことがばれたら大変ですもの」


「私だって、告白しようと決意した瞬間の話なんてばれたら……恥ずかしくて、もう丈途くんと話せなくなるわ」


「吹音さん。ここでの話はすべて、女同士の秘密ですわ。心おきなくお話しください」


　吹音は部長の言葉を聞いて安心したように頷うなずくと、覚かく悟ごを決めて口を開く。


「あれは多分、丈途くんが部長さんから閃学園のパンフレットを受け取ったあとの話になると思うの。部長さんの香こう水すいの匂においが染しみついたパンフレット……吹音、見たことあるもん──」








[image: ]


　Ｒ－13

　～ふたりの序曲～







『夢』





　教室の黒板には大きな字でそう書かれていた。少し肌はだ寒ざむい秋の風が窓から流れこむ中、教きよう壇だんに立つ女性教師は生徒たちへそっと語りかける。


「みなさんは来年、中学三年生になって高校受験をします。今日は〝夢〟について考え、志望校を決める足がかりにしてください」


　先生の言葉を聞いた生徒たちは、困ったようにして声を上げる。


「──そんなの大学に合格したあとで考えればいいじゃないですか」


「──今から夢を決めてる人なんていないわよねぇ」


「──え？　でも吹音はもう決めてるよ。それはね──」


「吹音ちゃんはバレバレだよ。ウィーンのオーケストラに入りたいんだろ」


　学ランを着たやんちゃそうな男子が、聞くまでもないといった様子で長い赤髪の子を見つめる。セーラー服を着た背の低い少女……中学時代の鳴唐吹音だ。


「な、なんで吹音の夢がわかったの!?　ネットゲームのチャットにも書いたことないのに!!」


　吹音が長い赤髪を揺ゆらしてうろたえる。


　すると活発そうな女子が「吹音ちゃん、いつも『ウィーンって音楽の都なの。だからウィーンのプロオーケストラは、ゲームで例えるとラスボスくらい凄すごいと思うの。吹音もラスボスになりたいなぁ』って言ってるじゃない」と笑う。


「──吹音ちゃんがラスボスなら、俺、ハンデとして体力一で挑いどまねぇとな」


「──吹音ちゃんは〝天然〟のラスボスにならなれると思うわ」


　教室中の生徒から盛大なツッコミを受け、吹音は「え!?　吹音、ウィーンでラスボスになれないの!?」と慌あわてる。


　そんな彼女を中心に、教室で笑いが巻き起こった。


　みんなと自然に打ち解けている吹音……。そこには、閃学園高校にいるときの引っ込み思案な様子は微み塵じんもない。


「吹音ちゃんはクラリネットの天才だもん。絶対にオーケストラに入れるわ」


「そうだな。クラスから有名人が出るだなんて楽しみだぜ」


　──キリッッ。


　無む邪じや気きに応おう援えんする生徒たちの言葉を聞き、吹音の胃にわずかな痛みが走る。


　そんな彼女の様子に気づくことなく、先生が駄だ目め押おしのようにして優やさしく言葉をかけてきた。


「吹音さん。才能に恵めぐまれてるんだから、がんばって夢を叶かなえてくださいね」


　──キリッッッ!!


　ついに胃の痛みを耐たえきれず、吹音はお腹なかを押さえてしまう。しかし彼女は気き丈じように笑え顔がおを見せると「はい！　吹音、みんなの期待に応こたえられるようがんばります!!」と明るく答えた。


　先生はその言葉に微笑ほほえみを浮うかべて頷うなずくと、他ほかの生徒たちに夢を聞き始める。


　吹音はそんな先生を横目に、お腹を押さえながらそっと漏もらした。


「……吹音、恵まれてるんだもん。絶対に夢を叶えなきゃ駄だ目めだよね……」


　彼女のつぶやきは、にぎやかな教室の中で霧む散さんして消えた。








「──吹音ちゃん。また授業中に寝ねてたでしょ」


「あっ……うん。昨日も夜よる遅おそくまでクラリネットの練習してたから……」


「クラリネットの練習もしただろうけど、練習の後にまたゲームをやったんじゃない？　寝ね言ごとで『音楽ゲームのふたりプレイをひとりでクリアしたよ!!』って喜んでたわよ」


「吹音、そんなこと言ったの!?」


「うん。吹音ちゃんってほんとゲーマーよね～」


　放課後になると、吹音は数人の女友達と一いつ緒しよに下校していた。


　みんなで住宅街の中をしばらく進むと、周りの家より少しだけ庭の広い綺き麗れいな家の前に来る。


「吹音ちゃん、じゃあね！」


　女の子のひとりが笑顔で手を振ふると、周りにいた子たちも吹音に「じゃあね！」と別れを告げ、みんなで去り始めた。


「──今日はどこで遊ぶ？」


「──葵あおいちゃんの家かなぁ」


「──葵ちゃんの家は昨日行ったから、今日は春ちゃんの家にしない？」


　楽しげに遊びの計画を立てるみんなの後ろ姿を眺ながめつつ、吹音はわずかに顔を曇くもらせた。


「……吹音、誰だれの家にも行ったことないなぁ……」


　天才クラリネット奏者として地元で有名な吹音は、周囲から常に特別扱あつかいを受けている。例えば今日の授業中に将来の夢を聞かれ、全員が「吹音は夢を叶えて当然」という態度をとった。例えば今、〝天才〟はクラリネットの練習で忙いそがしいだろうからと、当り前のように遊びに誘さそわれなかった……。


「……仕方ないよね。吹音、本当にクラリネットの練習で忙しいんだもん」


　彼女は自分を納なつ得とくさせるようにつぶやいて口をぎゅっと結び、家に帰ってぶ厚い扉とびらの中に入る。──防音室だ。


「この部屋だって、お父さんが吹音のためにわざわざ改築してくれたんだもん。……がんばらなくちゃ」


　彼女は机の上に置いていた一枚の音楽アルバムを手に取ると、じっと見つめる。


　そのアルバムにはひとりのクラリネット奏者の演奏が収められていた。ウィーン生まれのウィーン育ちで、ウィーンのオーケストラに入って首席奏者を務めた人物だ。


「吹音、早くこの人みたいな演奏をしたいなぁ……」


　そう言いながらディスクを音楽プレーヤーに入れると、素そ朴ぼくで温かな音が流れてくる。


　彼女は尊敬する奏者の音をじっくり聞いて耳に残し、次いでクラリネットをケースから取り出すといつものように練習を始めた……。





　……ふと、吹音はずいぶんお腹がすいていることに気づく。


　部屋にかけてあった時計を見ると、練習を始めてからもう六時間ほど経たっていた。


「あっ……また晩ご飯を食べ損そこねちゃった」


　彼女は慌ててクラリネットをしまうと、防音室を出て台所へ行く。


　すると『今日もおつかれさま』と書かれたメモとともに、机の上にパスタがのっていた。集中力が切れたらご飯を食べるという吹音の練習スタイルに合わせるため、こうやって作り置くしかないのだ。


「お父さんとお母さんは部屋かな……？」


　吹音はパスタをひとりで食べ終えると風ふ呂ろに入り、音おん符ぷの柄がらが刺し繡しゆうされたパジャマに着き替がえて自分の部屋へと行く。


「今日はどのゲームで遊ぼうかなぁ」


　彼女は部屋を見回して考えこむ。こぢんまりと整った部屋の中には、ネコのぬいぐるみや大きなクマのぬいぐるみとともに大量のゲームソフトが積まれていた。


「だいたいのゲームはクリアしちゃったし……最近出たばかりの『薔薇ばらの兵士』にしよう」


　そう言って手に取られたゲームには『ＲＰＧ　一人用』の文字が記されていた。


「いつか学校の友達と一緒にゲームをやってみたいなぁ。でも、吹音が対戦型格かく闘とうゲームでいきなり即そく死しコンボなんて使っちゃったら……みんな泣いちゃうよね」


　苦く笑しようしながらつぶやいた吹音は、「手加減の練習もしといた方がいいのかな？」とどこか寂さみしげに漏らす。


「さぁ、とにかく『薔薇の兵士』を最短時間でクリアしなきゃ！」


　彼女は寂さびしさをまぎらわすようにして面を上げると、さっそくゲームをプレイする。





　小一時間ほどでゲームを終えた吹音は、部屋の隅すみにあった大きなクマのぬいぐるみをベッドへ運んだ。


「今日はクマさんと一緒に寝ようね」


　彼女が微笑んでクマの頭を撫なでていると、机の上に大きな封ふう筒とうが置いてあることに気づく。


「……お母さんが置いたのかな？」


　不思議に思い机の前へ行って中を取り出すと──。


『閃学園高等学校　学校案内』


「……吹音が頼たのんでたやつだ。もう届いたのね」


　彼女は興味深げにパンフレットをめくり始める。


「〝天才〟だけが集まる学園……。みんな天才なら、吹音はここへ行けば〝普ふ通つう〟ってことになるのかな？」


　パンフレットをめくるほどに彼女の視線は熱を帯び、気がつくと一心に読みふけっていた。


「……もうすぐ体験授業があるんだ。申込みは……まだ間に合う」


　彼女は少しだけ顔を伏ふせて考えていたが、次の瞬しゆん間かんにはどこか切実な瞳ひとみでパンフレットを見つめる。そして今の今までずっと耐たえていたかのように、一ひと粒つぶの涙なみだをこぼした。


「吹音……〝普通〟になりたい……!!」








　ひとけのない山奥でバスを降りると、ぼく──芥川丈途の視界いっぱいに紅葉もみじが広がる。山の秋風は学ラン越ごしにも寒さを伝え、思わず身み震ぶるいしてしまった。


「ここが閃学園か……」


　目の前には冗じよう談だんめいた高い鉄てつ柵さくの門がある。門の外側と内側にひとりずつ守衛さんがおり、直立不動で警備をしていた。なにも知らずにここを見れば軍事施し設せつと勘かん違ちがいしていただろう。


「さすが〝天才〟が通う学校……見た目からして一味違ちがう」


　ぼくは学ランの袖そでで冷ひや汗あせを拭ぬぐうと、守衛さんに体験授業を受けに来たことを告げて中に入る。そして緩ゆるやかな上り坂を歩きながら学園のパンフレットを取り出した。


　──夏休みに突とつ如じよ送られてきた、フローラルな香こう水すいの薫かおるあのパンフレットだ。


「ぼく、ポルノ作家だけど……この学園は受け入れてくれるかな？」


　周りに目をやると、何名かの人たちがぼくと同じく坂をのぼっている姿が見える。着ている制服は様々なので、体験授業を受けに来た人たちだろう。


「今日の体験授業、どんなことをするんだろう？」


　ぼくは言いながらパンフレットに目をやる。





閃学園高等学校　体験授業スケジュール


●十三時：受付開始


●十三時半：『特別科目』の体験授業開始





「そもそも特別科目ってなんだろう？　……とにかくがんばってみるか」


　そう漏もらしていると坂をのぼりきり、中庭が目に入る。そこにはテントが設置してあって、脇わきに『受付』と書かれた看板が置いてあった。


「ずいぶん人が集まってるな……二百名くらいか」


　閃学園は一学年三クラスで、ひとつの教室に十五名程度の生徒しかいない少人数制だ。ゆえに受験の合格者は毎年四十五名ほど。それを思えば体験授業にここまで人が集まる時点で受験時は凄すごい倍率になるだろう。


「もしポルノ作家を受け入れてくれそうな学園だったとしても……合格するのは大変だな」


　ぼくはそうつぶやきながら受付へ行き、この学園の制服である紫むらさきのワンピースドレスを着たお姉さんに自分の名前を告げる。


「芥川丈途くん……きみは芸術家だけを集めたグループでの授業よ。〝Ｆ〟と書かれたプレートを持った人のところに集まってね」


　ぼくはお姉さんにお礼を言ってさっそくＦのプレートを探し始める。すると、女の子同士の言い争いが聞こえてきた。


「──この来夏様の写真撮さつ影えいを邪じや魔まするな！　せっかく〝スカートめくりの天才〟を自じ称しようする馬ば鹿かがスカートめくりに失敗した醜みにくい瞬間を撮とろうとしてたのに!!」


「──だってあなたの鋭するどい眼指、ぞくっとしちゃうんだもん☆　自称天才は放っておいて、近くの寮りようにあるあたしの部屋で今からヌードデッサンのモデルをして～♪」


「──ヌード!?　っていうか寮って……お前、先せん輩ぱいか!?」


「──そうよぉ～。なんだったらあなたのヌードを描かいてる間、この学園について色々教えて、あ・げ・る[image: ]」


　少し離はなれているので顔はよく見えなかったが、清せい楚そな純白ワンピース型の制服を着てカメラを手に持つ少女が、赤い液体で汚よごれたエプロンを着たお姉さんに絡からまれているようだった。……というか、口説かれてる??


「──牡ぼ丹たん先せん輩ぱい。中学生をナンパしてる暇ひまはないですよ。早く授業の準備を終わらせないと」


　タンクトップを着た筋肉質な男が現れ、エプロンを着たお姉さんへ仕方なさそうに言う。


「あっ、廻めぐるちゃ～ん！　もうそんな時間なの？　あと一押しだったのに残念ねぇ……」


「今日の授業でどれだけの奴やつらが受験をあきらめるのか、特等席で見てる方が楽しいじゃないですか」


「そうね。後こう輩はいたちをたっっっぷりかわいがらないと☆」


「後輩候補ですよ」


　ふたりは話しながら中庭を去ってしまった。あとに残されたカメラの少女は「醜い写真の撮影を邪魔するわ、いきなりヌードにさせようとするわ……ふざけた女だ!!」と、どこか恥はずかしげに頰ほおを染めつつ怒ど鳴なっている。


　自室に後輩を呼んでヌードデッサンか……シチュエーション的にありだな。今度の新聞連れん載さいに使えるかも！　例えば先輩特権を活いかして「ほら、自分で脱ぬいでごらんなさい♪」だなんて注文して後輩の恥じらう顔を観察したり、先輩として後輩の性感帯を熟知してて「早く脱がないと脱ぎたくなるように喘あえがせちゃうわよ☆」とか言って胸の先っぽに絵筆を這はわせてサラサラと動かして、微び妙みような力加減で快感を与あたえ続けて「あんっ……！　せ、先輩……私もう……」だなんて盛り上がったりして──。


「──吹音、行きすぎて山の頂上まで登っちゃった～!!」


「イきすぎて快楽の絶頂まで昇のぼっちゃった!?」


　突とつ然ぜんの発言に驚おどろいたぼくは、浸ひたっていた妄もう想そうから一気に醒さめて辺りを見回す。その途と端たん、セーラー服を着た長い赤髪の少女がこちらにぶつかってきた。


「うわっ……!!」


　倒たおれないようなんとか踏ふん張ろうとしたが、足がどこかに引っかかって転んでしまう。


　──ガンッ！　ウィィン……バシュッ!!


「今の機械音、なに!?」


　慌あわてて周りを見るも、なぜか視界の一部が遮さえぎられていて前がよく見えない。……それに、妙みように体が軽かった。


「ぶ、ぶつかってごめんなさい！　大だい丈じよう夫ぶ!?」


　声のした方へ目をやると、女の子が長い赤髪を揺ゆらしてあたふたしている姿が見える。しかし……やはり視界の一部が遮られていて、顔がよく見えない。


「あなた、うちのぬいぐるみのクマさんみたいに大きいのね。でも……どうして赤いふんどし一枚なの？　それが制服??」


「ぼくが大きい？　それに、ふんどし??」


　女の子に問われて己おのれの体へ目を向けると……自分が、赤ふん一枚のマッチョになっていた!!


「これ、どういうこと!?」


　うろたえて周りを見ると、近くの地面に突つき刺ささった一枚のボードが目に入る。そこには『ボディービルダー型パワードスーツ、乾かん燥そう中。勝手に着るな』と書いてあった。


「パワードスーツだって!?」


　ぼくが驚いていると、赤髪の子が「凄い！　パワードスーツってゲームによくある『着れば凄く強くなれる』ってスーツでしょ!?」と好こう奇きに満ちた声を上げる。


「ねぇクマさん！　試ためしに校舎の上にのぼって、ジャンプして別の建物に移って!!」


「そんなゲームまがいのアクションをして死んだらどうするのさ!?　それにぼくはクマさんじゃなくて芥川──」


「──きゃぁぁぁ！　あんな所に赤ふん一枚の変態がいるわ!!」


「──早く警察を呼んで！　私たち、変態の餌え食じきになっちゃう!!」


　体験授業を受けに来ていた生徒たちが、ぼくを見て騒さわぎ始める。


「ちょ、違ちがっ……これはスーツだから!!」


　ぼくはスーツをまさぐり、どうにかして脱ごうとする。しかしスイッチのような物もファスナーのような物もなく、脱ぐ手立てがわからない。


　そんなぼくへ赤髪の子が不安そうな声を上げる。


「餌食って……クマさん、女の子を食べちゃうの？」


「そんなわけないだろ!!」


「そっか、そうよね。──ねぇみんな！　クマさんは誰だれも食べないから安心よ!!」


「「噓うそに決まってるでしょ!!」」


　赤髪の子へ女子全員が声を合わせて突っこむ。


　ぼく、体験授業を受けに来ただけなのに……無む茶ちや苦茶だよ!!








　……中庭の木こ陰かげから、パワードスーツを着た丈途を見つめるふたり分の視線があった。


「彼が繰美をゲリラ戦の流れ弾だまから救ったっていう丈途くんかい？」


「そうですわ、書か徒とお兄さま」


「今見た感じではただの凡ぼん人じんとしか思えないが……」


「体験授業をご覧になればわかりますわ。丈途さんなら絶対にあの授業をやりとげます。そして、お兄さまは必ず丈途さんを世界平和計画の要に配置したいと思いますわ」


　繰美と呼ばれた少女──〝部長〟は、おしおき棒のようなノートを手の中でもてあそびながら不敵な笑えみを浮うかべる。彼女は革かわのノースリーブに革の半ズボンを合わせ、足にはハイヒールをはき、女王様のような出いで立たちをしていた。


[image: ]


「ふっ……繰美がそこまで言うなら楽しみにしていよう」


　書徒と呼ばれた男──クロトは、閃学園の制服たるモーニング風コートをひるがえして丈途に背を向ける。そして眼鏡越ごしに真っ赤な紅葉もみじを見つめ、誰にも聞こえないようそっと漏もらす。


「もし本当に丈途くんの才能が血で染まった世界を変えるなら、充じゆう分ぶんに利用させてもらうさ。……繰美、ぼくはきみが傷つかない世界を作るためなら鬼おににだってなるよ」








　赤ふん姿なのはパワードスーツのせいだと周りになんとか理解してもらったぼくは、二十名ほどいるＦグループの面々と一いつ緒しよに美術室へと案内されていた。


「──ちっ。本当に赤ふん一枚で体験授業へ来たド変態だったら醜みにくい写真が撮とれたのに……パワードスーツだったとはつまらん」


　カメラを持った少女が、教室の隅すみで吐はき捨てるようにつぶやく。


「──クマさん。そのスーツ、必殺技わざってないのかな？　例えば〝気〟を集めて撃うてたりとか、ゲージがたまると筋肉が爆ばく発はつ的に大きくなって派手なプロレス技を連発するとか……」


　赤髪の子が、真しん剣けんな声で問いかけてくる。


「そんな技できるわけないから！　むしろゲージなんてないし!!」


　赤髪の子はぼくの言葉を聞くと「使いづらいキャラのクマさんはやりこみの対象ね」などと妙みように納なつ得とくしていた。


　──この子、すっっごいゲーマーだ！　ゲームの天才なのかな……？


　視線を動かすと、彼女が辞書大の黒いハードケースを持っていることに気づく。


「そのケースはなんなの？」


「これは楽器よ。体験授業っていうから、自分の才能が試されるのかと思って……」


「へぇ、音楽系の天才だったんだ」


「……天才……」


　さっきまで元気だった赤髪の子が、急にお腹なかを押さえて顔をしかめる。


「ど、どうしたの!?　お腹が痛いの!?」


「そうじゃなくて……〝天才〟って言われるのが苦手なの。クマさんは周りから天才扱あつかいされて、プレッシャーとか感じない？」


「プレッシャーねぇ……」


　ぼくは普ふ段だんの生活を思い返してみる。小説の内容が内容なだけに、学校では同じクラスというだけで泣き出す女子さえ出るほどの汚よごれ者だ。視し姦かん作家……全自動性病……エロスファッカー……ついたあだ名は数知れない。


「……そもそもぼく、天才扱いを受けてないな……」


「凄すごいね。きっとクマさんの人徳だよ」


「人……徳……なのかな？　どっちかっていうと普段から妄もう想そうを爆発させてるせいかも……」


「妄想？　そういえばクマさんはどんな才能を持ってるの？」


「ぼくはポルノ作家だよ。紙上でメイドさんを辱はずかしめたり女教師を調教したり──げふっ！　ごふっっ!!」


　──女の子にこんな自己紹しよう介かいしたら、学校の二の舞まいじゃん!!


「た、ただの作家なんだ!!」


　赤髪の子は不思議そうに「はずかしめ？」と首をかしげながら考えこんでいた。


　ぼくは強ごう引いんに話題を変えようと、大きな声を上げる。


「それにしても今日の体験授業、なにをするんだろうね？」


　言いながら辺りを見回した。デッサンをした後なのか、教室の中央には人が寝ね転ころがれる大きさの木台がある。まだ先生は来ておらず、生徒たちは手持ぶさたな様子で時間を潰つぶしていた。


「美術室だし、やっぱり絵を描かくのかな？」


「お絵描きかぁ……あんまり得意じゃないの。この間、授業で子犬のぬいぐるみをスケッチしたら『ケルベロスを描きたかったらお家でやりなさい』って先生に注意されちゃって……」


　……子犬がケルベロスって……。


　そのとき、授業開始のチャイムが鳴った。次いで──。





　ドォォォン!!





　中庭の方角で、爆ばく煙えんが上がった!!


「なにが起こったの!?」


　慌あわてて声を上げていると、黒い覆ふく面めんをかぶって刃は物ものを持った人たちが教室に乱入してくる。


「──たった今、我々のグループがこの閃学園をのっとった!!」


　覆面グループにはタンクトップを着ている男やエプロンに赤い塗と料りようのようなものをつけた女など、性別も服装も様々な人たちが計十名いた。


「のっとったって……」


　思わず漏らすぼくへ、タンクトップの男が「お前たち天才は我々が外国に高値で売りつける。これから一生、奴ど隷れい同然の扱いを受けて生きるんだな」と言って笑い声を上げる。


「奴隷って……そんな……!!」


「──あのエプロンについてるの、血じゃない!?」


　体験授業を受けに来ていた女生徒のひとりが、エプロン姿の女を指して悲鳴を上げる。パワードスーツで視界が悪いながらもなんとか目をこらすと、確かにエプロンには赤い染しみが広がっていた。


　エプロン姿の女は自分を見つめ「……血??　あ、そうそう血よ☆　みんな、抵てい抗こうしたらあたしのエプロンにまた返り血が増えるからね♪」と笑う。


「「きゃぁぁぁ!!」」


　女生徒たちが一いつ斉せいに震ふるえ上がる。男子生徒たちも声こそは上げなかったものの、表情には緊きん張ちようが走はしっていた。


　普段ならぼくもみんなと同じく恐きよう怖ふを覚えたかもしれない。だが……。


「ぼく、今パワードスーツを着てるんだよな」


　言うなれば今のぼくは、無敵だ。


「たった十人の誘ゆう拐かい犯くらい、任せてくれ！」


　そう言うとともにぼくは駆かけ出した。数メートルあった覆面グループとの間合いが、たった一いつ瞬しゆんでつまる。そして軽く手を振ふるうと、近くにいた覆面男が教室の壁かべまでぶっ飛んだ。


「このスーツ、凄い!!」


　勢いにのったぼくは誘拐犯に次々と襲おそいかかり、なぎ倒たおしてゆく。


　──勝てる!!


　そう思った瞬しゆん間かん、タンクトップの男がぼくの前に出てきた。


「へぇ、パワードスーツか。力はあるようだが……技わざが甘い」


　彼は言うなりしゃがんでこちらへ飛びこんでくる。スーツのせいで視界が悪いぼくは彼の動きを追えず、適当に足を突つき出した。


「──ほらな、甘い！」


　声が聞こえた途と端たんにぼくは突き出した足を取られ、次いで床ゆかについていた方の足を払はらわれる。


「っっ……!!」


　悲鳴を上げる間もなく床に転んでしまい、頭を打って意識がわずかに混こん濁だくする。タンクトップの男はその隙すきを狙ねらって踵かかとを振り上げると、ぼくの両りよう股こ関かん節せつに一発ずつ踵落としを食くらわせた。


「……スーツの関節は壊こわした。もうろくに動けねぇだろ」


　彼はつまらなそうに言うと、ぼくにはもう目もくれずにみんなの方を見る。


「天才は時として才能を狙う輩やからから襲われる。今日はいい勉強になっただろ」


　教室にいるみんなはその言葉を黙だまって聞いていた。パワードスーツを着ているぼくですら敵かなわなかった相手なのだ。恐怖に震え、ただじっとしている。


　タンクトップの男はそれを見て「くくくっ……」と楽しげにのどを鳴らす。


「よし、お前らにひとつチャンスをやろう。お前らを輸送するヘリが到とう着ちやくするまであと一時間かかる。この部屋には芸術家ばかり集まっているらしいから……俺らへその才能を披ひ露ろうして、ヘリが到着するまでの間に身動きもとれないほどの感動を与あたえてみろ。そしたら助けてやる。むしろ、俺らが身動きできない間に逃にげればいい」


「身動きもとれないほどの感動……？」


　教室には、ぼくの声だけが虚むなしく響ひびく。みんな恐怖で彼の言葉を聞く余よ裕ゆうもないのだろう。


「……ふん。くだらん茶番だな」


　唐とう突とつに、カメラの少女が鼻を鳴らして教室の隅すみにあった椅い子すへ座ってしまう。


「茶番って……」


　──あの子、どういう神経してるんだ!?　こんな危険な状じよう況きようなのに!!


　ぼくが倒れたまま呆あきれていると、「クマさん、大だい丈じよう夫ぶ!?」と赤髪の子がこちらへ駆けてきた。


「危ないよ！　誘拐犯がそばにいるんだから!!」


「でもクマさんが……!!」


　結局、赤髪の子はぼくのそばに来てしまい「どこも怪け我がしてない!?　スーツを着てるから見た目じゃわからなくて……」と介かい抱ほうし始める。


「ちょっと頭と両足が痛いけど……大丈夫だよ。ありがとう」


　ぼくはタンクトップの男を警けい戒かいしつつ答える。すると彼はこちらの視線を察したのか、ぼくを見て「安心しろ。ヘリが着くまでは手出ししないさ。着いたあとはお前ら全員奴隷だがな」とどすをきかせた声を出した。


「クマさん……」


　赤髪の子が不安そうにぼくの腕うでを握にぎってくる。


　周りへ目をやると、みんな男の台詞せりふを聞いて息を呑のんでいた。


　……ぼくたち、どうなっちゃうんだろう……。








「──ラララァ～♪」


　美術室の中に、天才歌手を名のる男の美しいテノールが響いている。


　男はほどなく歌い終わると、うかがうようにしてタンクトップの男を見つめた。


「……あの、僕の歌で感動しました？」


「してたらここまでしらけてねぇよ!!」


　タンクトップの男は盛大に怒ど鳴なり、歌手の尻しりを蹴けり上げる。


「凡ぼん才さいは失うせろ！　次!!」


　そう声を荒あらげて男は周りを見み渡わたす。しかし彼の声に反応する者はいなかった。


　──ぼくが倒されたあと生徒たちはしばらく黙りこんでいたが、やがて奴ど隷れいになってしまうことを恐おそれて次々と才能を披露し始めていた。風景画を描かいた者や青春の詩を発表した者など様々いたが……いずれも〝天才〟というにはいまいちのできだ。


「みんな、もう四十分経たっちゃったわよぉ～♪　そろそろあきらめて奴隷になっちゃう？」


　エプロン姿の女が楽しそうに脅おどしてくる。


　……あと二十分でヘリが到着して、ぼくらは奴隷……。


　ふと、パワードスーツ越ごしになにかの震ふるえが伝わる。


　目を向けると、赤髪の子が恐きよう怖ふをこらえるようにぼくの腕を握りしめている姿が見えた。


　……危険をかえりみずにぼくの所へ来てくれたけど……やっぱり恐こわいんだ。


「……くっ！　このままじゃぼくたち、本当に奴隷になっちゃう……」


　ぼくが呻うめくと、ひとりの男子生徒が美術室にあったキャンバスへ筆を走らせ始めた。


「……今度はなんの天才だ？」


　目をこらすとキャンバスには『お父さん、お母さん。先立つ不幸をお許しください』という文字が見える。


「って、遺書じゃん!!」


　ぼくが突つっこむと、今までずっと黙って座っていたカメラの少女が急に嬉き々きとして男のそばへ行く。


「自分の凡ぼん人じんぶりに気づいて遺書を書くエセ天才め……醜みにくいぞ!!」


　彼女はそう叫さけびながら何度もフラッシュをたき、遺書をしたためる男を激写し続ける。


　……え？　遺書をしたためてる人を、嬉々として激写!?


「ちょっときみ！　あんまりにも失礼だろ!!」


「うるさい！　自分が天才だなんて思い上がって閃学園に来る方が悪いだろ!!」


「なっ……!!」


　あまりにとんでもない理り屈くつを聞き、ぼくは言葉を失ってしまった。


　その場で呆ぼう然ぜんとしていると、エプロン姿の女が「カメラのあなたぁ～。人のことをエセ天才って言うなら、自分の才能であたしたちを感動させてみなさい」と挑ちよう発はつ的な声を出す。


「ふんっ」


　なぜか、カメラの少女が口の端はしを上げた。


　次いで彼女はエプロン姿の女のそばへ行くと、何事か耳打ちし、そのまま近くの椅子に座って偉えらそうに事態を静観し始める。


「──さて、次は誰だれが才能を披ひ露ろうしてくれるのかしら☆」


「なんですかその強ごう引いんな話題転てん換かん!!」


　ぼくが叫ぶもエプロン姿の女は「ほらほら、あと十分でヘリが到とう着ちやくよぉ～。早くしなさい」と急せかしてくる。


　──くっ！　あと十分……どうしよう。エロの力で感動させられればいいんだけど……。例えば誘ゆう拐かい犯の女の手を取って、ぼくの赤ふん越しに股こ間かんを触さわらせて「ほら、感動したかい？」だなんて聞いて「そ、そんなことわからないわ……でも、硬かたい」だなんて頰ほおを染められて、「こうするともっと硬くなるよ？」と股間の形にそって女の手を強引に動かして「きゃっ！　な、なんてこと……でも……」と言いながら女がごくりと生なま唾つばを呑んだりして──。


「本当は感動してるんだろ!?　赤ふん越しの感かん触しよくにさぁ!!」


「……赤ふん越しの感触？　それで感動するの??」


　赤髪の子が、首をかしげてこちらを見つめている……。


「いや、赤ふんの漢おとこらしさに感動するっていうか、赤ふんという存在に感動するっていうか……!!」


　ぼくが慌あわててごまかしていると、彼女は「そもそも〝感動〟ってなんだろう？」と考えこむ。


「感動……？」


　そういえば、辞書で調べたことがある。感動とは『ある物事に深く感じ入って心を動かすこと』だ。


「『ある物事』って……べつに笑ったって怒おこったって、深く感じ入れば〝感動〟になるのか」


　怒った人が「感動した！」と言うかどうかは別として、辞書の意味だけとらえればそうなる。


「じゃあ、誘拐犯の要求を満たすには〝相手が身動きもとれなくなるほど心を動かすこと〟をやればいいのか」


　怒った人は身動きがとれそうだが……笑った人や、強きよう烈れつな嫌けん悪お感かんで吐はき気をもよおした人は身動きがとれないだろう。


「笑いか吐き気か……」


　ぼくは言いながら自分の体を見つめる。パワードスーツによって赤ふん一枚のマッチョ姿になってしまった自分の体……。


「──そうだ！　この見た目ならみんなに〝感動〟を与あたえられる！　赤ふんで〝感動〟だ!!」


「本当!?」


　赤髪の子が期待をこめた声を上げる。


「うん！　でも、できれば誰かに協力して欲しい──あっ！　きみ、音楽系の才能だよね!?　しかもかなりのゲーマー!!」


「そ、そうだけど……なにをすればいいの？」


「弾ひいて欲しい曲があるんだ。きっと知ってるゲームの曲だと思うんだけど──」


　ぼくは赤髪の子に、あるゲームの名を告げた。すると彼女は「それ、ちょうどはまってるやつよ！」と即そく答とうする。


「よし！　じゃあさっそく始めよう!!」


　パワードスーツの股こ関かん節せつが壊こわれているため、ぼくは這はうようにして前へ進み始める。


　しかし、赤髪の子は楽器のケースを抱だきしめて周りを眺ながめ、なぜかその場から動かない。


「……どうしたの？」


　ぼくも周りを見ると、体験授業を受けに来た生徒たちが期待のこもった視線をこちらへ一いつ斉せいに向けていることに気づく。ぼくたちの会話を聞いていたのだろう。


「……おい、あと五分だぞ。やるならさっさとやれ」


　タンクトップの男が、いらついたように言う。


「っっ……!!」


　男の言葉を聞いた赤髪の子は、痛みに耐たえかねるようにお腹なかを押さえてしまった。


　……プレッシャーを感じてるのか。無理もない。ぼくらにすべてがかかってるんだ……。


　ぼくは体の向きを変えて彼女のそばへ行く。


　そして、できる限りの明るい声とともに手を差し出した。


「ぼくは俗ぞくに言う〝天才〟じゃないけど、だからこそいつも思うんだ。あきらめなかったらなんとかなるよ。ぼくらはぼくらのできることをやればそれでいいじゃないか。周りのことなんか気にせず……一いつ緒しよに楽しもう！」


「クマさん……」


　赤髪の子はぼくの言葉を聞いて顔を上げる。次いで意を決するようにして「うん！　一緒に楽しもう!!」と言うと、こちらの手を取って立ち上がった。


　彼女は歩けないぼくを引っ張るようにして歩み始める。ぼくは片手を彼女に引っ張られつつ、もう片方の手でほふく前進をして美術室の中央を目指した。


　デッサンに使われたと思おぼしき木台の上に乗ると、彼女の肩かたを借りてなんとか立ち上がる。


「──これより、ボディービルの演技を始めます!!」


　ぼくは高らかに宣言すると、両腕を挙げてガッツポーズを作り前面から見えるすべての筋肉を情熱的に盛り上げる──ダブルバイセップス・フロントだ。次いで背中の広がりを強調するようにして両拳こぶしを腰こしの辺りにつけ、腕の隙すき間まから後ろが見えないほど筋肉を膨ぼう張ちようさせる。まるで羽を広げているようにも見える美しいポーズ……ラットスプレッド・フロントである。


「……あいつ、なにをやってるんだ？」


　生徒の困こん惑わくする声が聞こえる。


　そんな中、辺りに雄お々おしい曲が流れ始めた。──ぼくが赤髪の子に頼たのんだ、ゲーム『薔薇ばらの兵士』の主題曲だ。


「ボディービルに、『薔薇の兵士』……？　まさかこれ、漢おとこと漢おとこが絡からむ〝薔薇〟を表現してるんじゃ……」


　勘かんのいい生徒がさっそくぼくの意図を汲くみ取る。


　ぼくはスーツの中でにやりと笑えみを浮うかべると、このボディービルでさらなる〝感動〟を与えるため、演技を続けつつ吟ぎん遊ゆう詩人がごとく物語を口ずさみ始めた。












「──ナイス・ポーズ！　キレてるぞ!!」


　男たちの残り香が薫るトレーニングルームに、ひとりの男の声が響く。


　彼はよくこのジムに通っている人物で、俺のボディービルを応援してくれていた。


「……ちょっと、今のポーズのまま止まってみろよ」


　ふと、彼の声が真剣なものになる。俺は体の前で両拳をつき合わせて、もっとも力強く見えるモスト・マスキュラーというポーズを作っていた。筋肉は最大限にまで膨張し、幾筋もの血管が浮き出ている。


「鋼の肉体ってやつだな。ナイスバルクだぞ」


　彼は優しく言って俺の肩に手を置く。そして筋肉の溝に指先を這わせてそっと胸まで動かし、その天辺をなぞった。


「うっ……！　お前、ちょうど人がいないからってこんな所で……」


「いいじゃないか。それにしても、どれだけ鍛えても性感帯は別なんだな」


　彼は興味深そうに言うと、今度は浮き出た血管づたいに手を下へと動かし始める。


「お前、そこはっ……!!」


　彼の手は、俺のポージングトランクスの上で止まっていた。


「誰よりも力強いお前は、俺にとって勇者さ。だからこそ、剣を磨いてもっと強くなって欲しいんだ」


「……馬鹿野郎」


　俺の言葉に彼は微笑むと、トランクスの上から股間をギュッと握りしめる。そして、剣を磨くがごとく素早い研磨を始めた。












「──あの名作ゲームの曲でなんてことを……!!」


「──もうやめてくれぇぇ！　うっ……お[image: ]ぇぇぇ……!!」


　ゲーム『薔薇の兵士』の曲が流れる中、薔薇っぽい姿のボディービルダーが情熱的かつセクシーに筋肉を披ひ露ろう。そして吟遊詩人がごとく薔薇ポルノを物語る……そんなめくるめく薔薇世界に圧あつ倒とうされた誘ゆう拐かい犯＆生徒たちは、強きよう烈れつな吐はき気をもよおしてその場に膝ひざを突ついてしまった。


　──これぞぼくが考えた〝感動〟を与あたえる奇き策さく、〝薔薇ボディービル〟だ!!


「でも……やりすぎたかな。誘拐犯だけじゃなくて生徒たちまで感動しちゃってる……」


　だが、これで誘拐されずにすむ。


「やったね！」


　赤髪の子が演奏を終えて嬉うれしそうにぼくの手を取る。


「うん！　今のうちにみんなで逃にげよう!!」


　ぼくと赤髪の子は吐き気をもよおしている生徒たちをなんとか元気づけると、みんなで教室の扉とびらを目指す。


　そんな中、タンクトップの男が心こころ奪うばわれたかのように木台を見つめていた。


「……美しい……」


　……美しい？


　ぼくは首をかしげながら教室を出た。ちょうどそのとき──。


　ピンポンパンポ～ン♪


『──体験授業終しゆう了りようです。繰くり返します。体験授業終了です──』


　突とつ然ぜん、校内アナウンスが流れる。


「授業終了って……え？　だってこの学校、誘拐犯にのっとられてたんだよね??」


　啞あ然ぜんとして周りを見ると、廊ろう下かから閃学園の制服を着た先せん輩ぱいたちが現れ、教室内で動けなくなっている誘拐犯を担かついでなにも言わずに去ってしまう。


「な……なにが起こったの!?」


「──お前ら、よくもまぁ最後まで気づかずにいたもんだな」


　不意に、教室の中から声がした。


　顔を向けると、薔薇ボディービルのダメージなのかカメラの少女がよろけながらこちらへ向かってくる。


「どういうことなの？」


　ぼくが問うと、彼女は「仕方ないな。ネタばらしをしてやるか」とため息をついた。


「そもそも私たちは、ここへなにをしに来たんだ？」


「体験授業だけど……」


「その通り。そして今の茶番の一部始終が体験授業だったんだ」


「えぇ!?　そんな……ほんとに!?」


「本当さ。だいたいあの誘拐犯たちは、授業開始のチャイムが鳴った直後に教室へ入ってきたんだぞ。しかも誘拐犯の中にいたエプロン姿の女とタンクトップの男……あいつら、同じ恰かつ好こうで中庭にいたじゃないか。つまり誘拐犯は学園の先輩だったのさ」


「そうなの!?　全然気づかなかった!!」


「私たちは特別科目を受けに来たんだぞ。ちょっとは警けい戒かいしておけ」


「いや、ぼく、特別科目の意味からしてよくわからないんだけど……」


「その時々に応じて変則的におこなわれるなんでもありの授業だ！　それくらい自分で調べてから来い!!」


「そんな……試ためしに授業を受けるだけでそこまでしないよ……」


「私は事前に調べておいたおかげで、授業の内容にいち早く気づいて楽をできたがな。私がエプロン姿の女に話しかけたときがあっただろ？　実はあれ、『体験授業を受けに来た生徒たちのうろたえぶりがあまりに面おも白しろくて醜みにくいんで、事態を静観したい。そのかわりお前らの正体は黙だまっておいてやるぞ？』と取引を持ちかけてたのさ。おかげで醜い写真がたっぷり撮とれたよ」


　……生徒たちのうろたえぶりが面白くて醜いから事態を静観したいって……〝天才〟って、性格がぶっ飛んでるな……。


　ぼくが苦笑いしていると、カメラの少女は「ふぅ……その様子じゃ、今の授業の意味にも気づいてないようだな」と仕方なさそうに言う。


「今の授業、意味なんてあったの？」


「タンクトップの男が言ってただろ！　天才は時として才能を狙ねらう輩やからから襲おそわれるだの、才能を披露して身動きもとれないほどの感動を与えた隙すきに逃げろだの……。つまり、今の授業は天才芸術家向けの防犯訓練で、誘拐されそうになったら感動させて逃げろということだ!!」


「あれが防犯訓練だって!?」


　──そんなのありなの!?


　呆ぼう然ぜんとしていると、赤髪の子が「そんな深い意味があったのね」と素す直なおに感心していた。


「深い……のかな？」


　……でも、こんな無む茶ちや苦茶な防犯訓練をするような学校なら……ポルノ作家のぼくを受け入れてくれるかもな……。


　合格するかどうかわからないが、とにかく受験だけはしてみよう。そう思った。


「──あ～！　ヘンタイさんがいる～!!」


　急に、廊下の向こうからあっけらかんとした声が響ひびく。


　目を向けると、セーラー服の上から白セーターを着た小さな女の子がこちらへ駆かけてきていた。セーターの袖そでが長すぎて、手が見えなくなっている。


「これ、パワードスーツだね！　ボクはマッドサイエンティストだからわかるんだぁ～」


　彼女はそう言うと懐ふところから工具を取り出し……いきなり改造を始めた！


「ちょっ……なにするんだよ!?」


「筋肉を増強してるんだよ～。キレてるキレてるぅ～！」


「やめてくれよ!!」


　マッドサイエンティストを名のる少女と言い争っていると、淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせた男が、紺こんのブレザーを揺ゆらしてこちらへ近づいてきた。


「……このパワードスーツ、動きによどみがないようきちんと制せい御ぎよされてるね。凄すごい技術力だ……計算工学をちゃんと理解した人が作ってる」


「──律くん。こんな所で会うなんて奇き遇ぐうね」


「あっ、園声さん」


　キャメル色のブレザーを着ている声のかわいい女の子が、男と親しげに話し始める。


「律くんも閃学園を受験するの？」


「うん。まさか園声さんも受験するなんて……地元が近い人がいると、なんだか安心だね」


「そうね。……あら？　なんでこんな所に人型の機械が転がってるの??」


「パワードスーツだよ。多分、中に人がいるね」


「えぇ!?　でも女の子が改造してるけど……大だい丈じよう夫ぶなの!?」


「──パワードスーツ？　へぇ……レスポンスが凄く自然ね。ソフトにどんなプログラミングをしたのかしら」


　ふたりの会話を聞きつけた黒いセーラー服の少女が、ポニーテールをなびかせてこちらに駆け寄ってきた。


「ボクが改造中だから邪じや魔ましちゃ駄だ目めだよ～。筋肉ゴリラならぬ筋肉恐きよう竜りゆうにしたいのっ！」


「筋肉恐竜？　面白そうね。改造が終わったら今度はあたしにいじらせて」


「うん、いいよ！　ボクたちでヘンタイさんをいじり倒たおしちゃおう～!!」


「もうやめてくれってば!!」


　ぼくの抗こう議ぎは、改造に熱中しているふたりに無視されてしまう……。


「クマさん、忙いそがしそうね」


　ふと、赤髪の子が漏もらす。


「邪魔しちゃ悪いし……帰ろうかな」


　彼女はそう言って足を踏ふみ出してしまった。


　──ガキッッ！


　改造の影えい響きようで、パワードスーツに少しだけ隙すき間まができる。そしてその隙間から、なにかの紙がすべり出していった。


「……閃学園のパンフレット？」


　赤髪の子は言いながらパンフレットを拾うと「……香こう水すいの匂においがする。クマさんはつけてなかったはずなのに……」と首をかしげる。


　彼女はぼくのそばまで来ると、改造の邪魔にならないようそっとパンフレットを返した。


「クマさん。防犯訓練は恐こわかったけど……一いつ緒しよに〝薔薇ばらボディービル〟をしたとき、楽しかったよ。学芸会の発表みたいで、なんだか〝普ふ通つう〟だった」


　そう言った彼女の口元は、わずかにほころんでいた。


「……でも、『薔薇の兵士』って白馬の騎き士しの物語なのに、なんでボディービルだったのかな？　しかもトランクスに剣けんって……差せるの??」


　……生えてるんだよ。


　内心で突つっこむぼくをおいて、彼女は不思議そうに唸うなりつつ遠ざかってゆく。


「──あっ、きみ、名前……！」


　ぼくの台詞せりふは、改造で騒さわがしい女の子たちの声に霞かすんで消えてしまった。


　……すっっごいゲーマーだけど、あの子といるの、なんだか楽しかったな……。


　感傷に浸ひたっていると、ポニーテールの少女が急にパワードスーツの赤ふんをつかむ。


「……へ？　な、なにするの!?」


「このスーツの開閉レバー、この中にあるのよ」


「ふんどしの中にレバー？」


「そうよ」


「でもそれって、なんかあからさまに股こ間かん──」


「うるさいわね。さっさとあたしにソフトを触さわらせなさい。あんたもやっとスーツから出られるんだからいいでしょ」


「でも、女の子にそこを触られるのは凄く恥はずかしいんだけど！」


「なに色気づいてんのよ！」


　そう言った彼女は、ついにぼくの赤ふんをめくってしまった。


　そして、スーツの開閉レバーへと手を伸のばす。


「やぁぁぁめぇぇぇてぇぇぇぇぇぇ!!」








　……廊ろう下かの端はしから、部長とクロトは丈途たちの様子をじっと見つめていた。


「やはり丈途さんはあの授業をやりとげましたわね。しかも、誰だれも想像しなかった方法で」


「……そうだね。繰美が彼を気に入るのもわかるよ。しかしなんともキャラクター設定のしづらい男だ。それが〝計画〟の邪魔にならなければいいが……」


「あたくしにお任せください。そういう殿との方がたを活いかしてこその天才プロデューサーですわ」


「ふっ、勇ましい妹だ。だからこそいつも心配しているというのに……」


「お兄さまのお気き遣づかいには感謝しておりますわ」


　部長はそう言って微笑ほほえみ、丈途へ視線を向ける。


「丈途さん。再びこの閃学園でお会いできる日を楽しみにしております」


　まるで約束を交かわすかのようにささやくと、彼女はハイヒールを踏み鳴らして帰り始める。


「……丈途くんも気になるが、彼と一緒にいた赤髪の子……温かい演奏だったな」


　クロトは吹音の演奏を思い出すようにして、しばらくその場で遠くを見つめていた。








　閃学園の体験授業から数週間が経たった。参加した者たちは再び始まった日常の生活に追われ、体験授業の記き憶おくを段々と過去のものにしてゆく……。


　吹音がプロオーケストラの公演に招かれたのはそんなときだ。


　しかし彼女はまだプレッシャーに弱い自分を克こく服ふくできていなかった。周囲の期待、天才としての責務……あどけない少女には耐たえられるものではない。


　そして吹音は、オーケストラの公演で演奏事故を起こしてしまった。プレッシャーに負け、自分が担当していたソロパートをまったく吹ふけなかったのだ。


　彼女は音楽界で大バッシングを受けてしまった。元々プレッシャーに弱い彼女にとってそれは激しい苦痛となって身をさいなみ、ついに不登校になってしまう。


　そして、時が流れる……。





「──吹音。せめてそろそろ進路くらい決めないと、もうどうしようもないわよ。クラリネットの練習だってどれくらいやってないのか……」


　自室の外から、母親のどこかあきらめたような声が聞こえる。


　吹音はテレビ画面に向かってひたすらゲームを続け、それになにも答えない。


「……吹音……」


　その言葉を最後に、母は吹音の部屋から離はなれてしまった。


「……お母さん、ごめんなさい」


　吹音は自分を責めるようにつぶやく。


　彼女もわかっているのだ。このままではウィーンのオーケストラに入れないどころか、将来なにになることもできないということに……。


「吹音、どうなっちゃうんだろう……」


　彼女はついにゲームのコントローラーを放ほうり出し、床ゆかに寝ね転ころがってしまう。


「なんのためにクラリネットをやってたのかな……」


　ふと、オーケストラでの失敗を思い出してしまい、吹音の瞳ひとみに涙なみだが滲にじんだ。


　やりきれない気持をごまかすように、彼女は寝転がったまま遠くを眺ながめる。


　すると、床に積まれたゲームの間になにかの紙がはさまっているのが見えた。


「……なんだろう？　ゲームの説明書にしては大きいし……」


　吹音は寝ねたまま体を動かして、積まれているゲームの間から紙を抜ぬき取った。


　そしてその紙を見て、はっとする。


「閃学園のパンフレットだ……。でも吹音、オーケストラで失敗しちゃったし……もう〝天才〟じゃないよね……」


　彼女はどこかあきらめるようにして漏もらす。


「〝天才〟じゃなくなって〝普ふ通つう〟になったはずなのに……なんで全然楽しくないんだろう？」


　そのときふと、彼女は閃学園の体験授業で会ったクマさんのことを思い出す。


『──クマさんは周りから天才扱あつかいされて、プレッシャーとか感じない？』


『……そもそもぼく、天才扱いを受けてないな……』


　……クマさん、天才なのに吹音と違ちがってまるでプレッシャーなんて感じてなかった。


　そう思った途と端たん、吹音の胸が熱くなった。


「このままじゃ、たとえもう一度クマさんに会えても顔向けできない！　だってクマさんは体験授業でみんながあきらめてたとき、ひとりだけ最後まであきらめなかったもん！　吹音、クマさんを見習わなきゃ!!」


　言うが早いか彼女は立ち上がり、机の前まで行く。


　そしてハサミを手に取ると、今までずっと伸のばしていたお気に入りの赤髪を乱暴に握にぎった。


「吹音、今は〝天才〟じゃないけど……閃学園に合格してもう一度天才になって、それで、クマさんみたいな人と〝普通〟の学園生活を送りたい!!」


　その瞬しゆん間かん、彼女はハサミを動かし……髪を切り落とした。





　閃学園の受験を決意した吹音は、クラリネットの勘かんを取り戻もどすため必死に練習をした。まだ外が恐こわくて学校には行けなかったが……閃学園になら行ける。その想おもいだけが支えだった。


　そしてついに、彼女は閃学園に合格する。


　昔は明るかった吹音だが、オーケストラでの事件を機に引っ込み思案になってしまい、入学しても人とうまく話せなかった。


「これが吹音の望んだ〝普通〟の生活……？」


　誰だれもいない所で、そう漏らしたこともある。


　そんなとき、ウィーン旅行を賭かけてクラス対たい抗こうのオリエンテーション大会が開かれ、吹音はひとりの少年に強く心を揺ゆさぶられることになる。


『──ちょっと人間関係が苦手だからって逃にげて、みんなのために吹けない音になんの意味があるっていうんだ！』


〝みんな〟からプレッシャーを受け続けてオーケストラで失敗した吹音にとって、もっとも痛いところを直球で突ついてきた少年──芥川丈途だ。


　今まで人とほとんどいさかいを起こしたことのなかった吹音が、本気で睨にらんで「そのみんなが吹音に押しつけるからでしょ！」と怒ど鳴なってしまった。


　そのとき吹音は丈途のことを、本当にこれ以上ないくらい失礼な男だと思っていた。


　しかし──。


『──鳴唐さんの音が、好きなんだぁぁ』


　丈途が校内放送で突とつ然ぜんそう告白したとき、吹音はひどく動どう揺ようしてしまった。そして思わず部屋を飛び出し……彼が指揮する合唱の伴ばん奏そうを務め、〝みんな〟のために吹ふいた。


　どこか〝薔薇ばらボディービル〟を思わせる、吹音には理解しがたい言葉でつむがれた合唱……。彼女はクマさんのことを思い出し、温かい気持になる。


　そして吹音と丈途たちのクラスは大会で見事に優勝し、ウィーン旅行を手にした。





　吹音はウィーン旅行で、クラスメートである怪かい盗とうの天才が警察に追われる様を眺めたり、ガラス細工の天才が地元の職人さんたちをいじめている様を眺めたりして、一年三組の生徒が起こす毎日のハプニングに圧あつ倒とうされていた。


　とはいえウィーンでラスボスになりたいと言っていた彼女にとっては念願の旅行だ。心は自然と浮うき立っていた。


　そんな中、クラスのみんなが街外れの丘おかで休きゆう憩けいをとる。


　宮殿や教会といった中世の情じよう緒ちよが色いろ濃こく残る街並を、夕ゆう陽ひが包むように染め上げていた。


　丘の上を渡わたる乾かわいた風が肌はだをかすめ、少しだけ体を冷やす。日本ではもう春だったがここはまだ寒さが残っていた。どこか、閃学園の体験授業を受けた秋を思い出す肌はだ寒ざむさだ……。


「──丈途、早くみんなにあれを渡しなさいよ！　移動時間を考えたらギリギリでしょ!!」


　制服である紫むらさきのワンピースドレスを着たポニーテールの少女が、男子の制服たるモーニング風コートを着た中肉中背の少年を怒鳴る。


「蘭はせっかちだなぁ。あの場所に着いたらぼくがまとめて出しちゃうから、大だい丈じよう夫ぶだよ」


「それじゃありがたみがないでしょ！　あの程度の利益を得るためにあたしたちはどれだけの犠ぎ牲せいを払はらったことか……。律だって同じ気持のはずよ!!」


　そう言って、蘭は淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせた男を見つめる。


「僕は会場でまとめて出した方が効率がいいと思うけど──」


「あ・り・が・た・み・の・問・題!!」


　蘭の剣けん幕まくに抵てい抗こうをあきらめた丈途は、渋しぶ々しぶとポケットの中から十数枚のチケットを取り出す。そしてクラスメートたちに配り始めた。


　──オーケストラのチケットだ。オリエンテーション大会の株で儲もうけたお金で買った物である。最終的に株は暴落してしまったが、それでも多少の利益は出ていたのだ。


「お金の遣つかい道はぼくに任されちゃったし……大会でがんばった鳴唐さんのために、ウィーンのオーケストラで遣っても罰ばちは当たらないよね」


　丈途は誰にも聞こえないようそっと漏もらす。


　彼は次いで、地面に座って街並を眺ながめていた吹音の方を見る。彼女は風の音でも聞くように耳をすまし、この街を、この街で生しよう涯がいを過ごした尊敬する奏者を一心に想っているようだった。


「……鳴唐さん」


　丈途が遠えん慮りよがちに声をかける。


　すると、吹音はそっと立ち上がって不思議そうに彼を見た。


「安いチケットだから満足してくれるか不安だけど……一いつ緒しよに楽しもう」


　丈途はそう言ってオーケストラのチケットを差し出す。


『──周りのことなんか気にせず……一緒に楽しもう！』


　吹音は瞬間的に、そう言って自分を〝薔薇ボディービル〟に誘さそったクマさんのことを思い出した。腕の大きさは全然違ちがうのに、丈途が今差し出している手も、あのときクマさんが差し出した手も、まるで同じものに見える。


　──クマさんはこの人だ！


　吹音は直感的に悟さとる。


　そして急に顔を赤くしてしまい、あたふたしながらチケットを受け取るのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　彼女はお礼の言葉すら口にできないほど動揺していたが、丈途は感情表現が苦手な吹音に慣れていたのか、喜んだことは伝わったようで満足そうに他ほかの生徒へチケットを渡しに行く。


　……クマさんに本当のことを話したらどう思うかな？　でも吹音……昔は明るかっただなんて恥はずかしくて言えない!!　やっぱり、今の自分にコンプレックスあるもの……。


　彼女はそう思うと、丈途を追おうとして踏ふみ出した足を止めてしまい、その場に立ちすくむ。


　……吹音、いつかクマさんみたいな強い人になりたい。そうしたら本当のことを言えるかもしれない。それまで、クマさんの背中を見て前に進もう。赤いふんどし一枚で寒そうだったけど、がっしりとして頼たのもしかったクマさんの大きな背中……。今は、クラスメートとして吹音を応おう援えんしてくれる彼の背中……。


「チケットありがとう、丈途くん」


　そう言った吹音の顔には、明るかった中学生の頃ころを思わせる満面の笑えみが浮かんでいた。




　ガールズトーク＠それぞれの道







「──だから吹音、クマさんのこと信じてるの。クマさんの力になりたいの。それで『ポルノ王（仮）』の主演を受けたの」


　吹音は決意を新たにするようにしてつぶやく。


「ず、ずいぶんと心温まるお話ですわね……」


「しかも、私みたいな酷ひどいオチがないわ……」


　丈途をさらった話や告白をなかったことにした話をしていた部長と謡江は、吹音の温かな話を前にたじろぐ。


「丈途くんは才能テストのあとで初めて吹音に自分の名前を呼ばれたと思ってるだろうけど……本当は、あのときにこっそりと呼んでたの」


「吹音さん、もう充じゆう分ぶんだから！　もう、そんないい話はお腹なかいっぱい!!」


「そうですわ！　今までずっと聞き役に徹てつして最後の最後で……ずるいですわ!!」


　吹音は謡江と部長の言葉に首をかしげつつ、さきほどの思い出話の余よ韻いんに浸ひたって頰ほおを上気させていた。


「しかし……吹音さん。確かに丈途さんは素す晴ばらしい殿との方がたですが、あまりに理想が過ぎるとちょっとしたことが取返しのつかないすれ違いを生みますわよ」


「え……？　それってどういう意味??」


「丈途さんだって人間ですもの、失敗くらいしますわ。〝丈途さんがそんなことするはずない！〟という潔けつ癖ぺきな理想が、その失敗を許せなかったときはきっと……」


「そうねぇ……丈途くん相手じゃ、潔癖な理想は危険だわ。っていうか丈途くん、いろんな人と秘密を持ってたみたいだけど……まさか他の女の子とも秘密を持ってないでしょうね!?」


「あり得ますわ……。なにせ中学生の頃からプロのエロ作家をしていた生きつ粋すいのスケベさんですもの。やっぱり、さっきの〝素晴しい殿方〟っていう発言、撤てつ回かいした方がいいでしょうか？」


「その方がいいかもしれないわね……。丈途くんってほんっっっとにエッチだし、優ゆう柔じゆう不ふ断だんで私の告白にず～～～っと答を出さなかったし……」


「あたくしなんて、いつも〝駒こま〟と呼んで好意をアピールしてるのに、あの方ったらあたくしの目の前で他の子を見てエッチな妄もう想そうをしますからねぇ……」


「それなら吹音だって、黒魔術お弁当を作ったり音魔ま女じよに変身して怒おこりながらテレたりしてるのに……丈途くん、なんでか困ってばかりだし……」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「「あの人、ほんっっっと鈍どん感かん!!」」


　三人の怒ど声せいが、重なった。


　そのとき、今の今までずっと演技練習をしていた丈途が三人のもとへ駆かけ寄る。


「三人ともどうしたの？　急に怒ど鳴なってさ……」


「「──きゃっ！」」


　吹音と謡江が、驚おどろいて同時に悲鳴を上げた。


　そんな中、部長が意地悪な笑みで丈途を見つめる。


「女同士の秘密話です。丈途さんには言えませんわ」


「秘密話かぁ……気になるな」


「そんなことより、丈途さんはなんのご用でこちらへ来たんですの？」


「あ、そうそう。ぼくの桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレムの演技を見て欲しいんだけど……コスプレポルノがいい？　それともＳＭポルノがいい？」


　丈途の言葉を聞いて、女三人が固まる。


　そして次の瞬しゆん間かん、さきほどの怒声をはるかに上回る怒鳴り声を重ねた。


「「そんなもの、女の子に確かく認にんさせない!!」」


　──バチィィン!!


　三人が同時に放つ平手打ち……。


　丈途はその場に倒たおれ、意識を失ってしまった。


　それを見た三人の少女たちは、互たがいの顔を見合わせて笑ってしまう。


「こんな殿方ですが……やはり、あたくしにとっては大切な〝駒〟ですわ」


「私にとっても大切な人よ。それに、作家としても尊敬してるわ。ポルノだけど……」


「吹音にとってだって大切な人で……それで、大切なクマさん」


　三人の少女たちはそう言うと、映画撮さつ影えいの準備をするためバラバラの方向へ歩き出した。


　このときまだ、彼女たちは自分の運命を知らなかったのだ。


　──部長は兄であるクロトとたもとをわかち、新聞同好会のメンバーだけで世界平和計画を動かすことを。


　──謡江は丈途や部長たちを映画セットから逃にがすために身をていし、囚とらわれの身となることを。


　──吹音は……信じていた〝クマさん〟が図はからずもついてしまった噓うそを許せず、自分から彼に背を向けることを……。


　この三人を、三人とも救えるかどうかは丈途の『世界平和ポルノ』にかかっている。


　冷れい徹てつにも閃学園を一いつ瞬しゆんで崩ほう壊かいさせたシナリオの天才、クロト。


　彼のシナリオをエロの力で砕くだくため、丈途はすでに、ポルノの執しつ筆ぴつを始めていた。




　あとがき







　そろそろ「世界平和編」が佳か境きように入ってきた中でこの巻は、一いつ拍ぱく外してヒロインたちの〝想おもい〟というか〝ラブ〟を書いた巻となります。


　そしてこの巻でやっと、一巻のラストに本当は存在していた「ウィーン旅行の話」にも触ふれることができました。一回は書いたシーンですが、よりいいタイミングでこのシーンを出そうということになり……想像していたよりずっと「ウィーン旅行の話」を意味のある形で出せたのではないかと思っております（いや、そんなに文量があるわけではないんですが、シーンの重要度的な意味で……）。


　まぁ、すでにあのシーンを読まれた方は、あそこに至るまでに丈途がまたまた（以下略）。


　そういえば最近、丈途にも色々と必殺技わざが出てきましたので……ここらでザックリと技の威い力りよくを整理してみましょう。ドラグレスクのような力技やエロ作戦を抜ぬいて、代表的（？）な技だけで考えますと──。


レベル１【紅の聖書レツド・バイブル】→読者様単体に快楽を与あたえる。


レベル２【紅の聖書レツド・バイブルストーム】→聴ちよう衆しゆう様（周囲の人々）に快楽を与え、鼻血を出させて倒たおす。


レベル３【桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレム】→特定の聴衆様に強きよう烈れつな快楽を与えて導き、長時間行動不能にする。


　……ちなみに桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレムに関しましては、どこに「導く」のかは皆みな様さまのご想像にお任せしたいと思います。多分、天辺りに昇のぼる感じで導きます。


　ではここらで謝辞を……。忙ぼう殺さつ的なスケジュールの中、かわいらしい絵を描えがいてくださった藤真様、色々諸もろ々もろ回してくださっている担当様、さらに、様々な形で『Ｒ－15』に関かかわってくださっている皆様、ありがとうございます！


　また、友人Ａ氏はミサ的な意味でご教示どうもでした！　友人にして現役シナリオライターの正田崇氏、あなたの中二バトルゲームは前巻のバトル展開で参考にさせて頂きました！


『Ｒ－15』は、現在「４コマｎａｎｏエース」という雑誌に四コマ漫まん画がを載のせて頂いております。二宮年賀様のかわいらしくもコメディータッチな閃学園のみんなを、読者様にもお楽しみ頂ければ幸いです。コミック版『Ｒ－15』は原作二巻目の内容に入り、さらに加速しておりますので併あわせてよろしくお願いします！


　そしてＴＶアニメ制作は今、裏で色々と凄すごいことになっております！　放送予定は夏ということですし……私も次巻は夏に出せるようがんばります！　（今、自分を追いつめました）







伏見ひろゆき
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いただきます女おんなの子この秘ひ密みつ





伏ふし見みひろゆき
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